








































突然ですが、お兄ちゃんと結婚しますっ！ 3




わかった、とりあえずみそ汁を作ってくれ。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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真・青天の霹靂









青天の霹へき靂れき






　青天の霹靂──雲一つない青空だったのに、突然激しい雷が発生するような、予想もつかない劇的な変化を表す際にこの言葉は用いられる。

　カンカン照りの状況から百八十度一変して雷雨になるような劇的な変化なんて、普通に暮らしていればまず起こらないだろうな。

　何な故ぜなら、俺たちが暮らすこの国は日本。世界でもトップクラスの治安を誇るこの国で暮らす十代の日常なんて、基本的に毎日学校へ通うだけだ。

　勉強したり部活をしたり、友達と遊んだりするだけの毎日に、劇的な変化なんてほとんど起こりようがない。

　起こったところで、せいぜい誰かと誰かがつきあったり、誰かが転校してきたり、夏休みデビューで不良になったり、周りにも起こりえるようなものでしかない。

　しかし、あくまでこれは『ほぼ』であって、百パーセント起こらないという保証はない。

　なぜなら、俺はすでに青天の霹靂と言っても過言ではないどころか、確実に言い切れるレベルの事態に遭遇しているからだ。それも何度も。

　幼少期に起こった本当の両親の死から始まり、実妹いもうととの別れ。新たな家庭と新たな義妹いもうととの遭遇に、それに伴う似妹いもうととの別離。高校入学による実妹＆似妹いもうとたちとの再会に加え、誕生日を機にした実妹＆義妹＆似妹いもうとたちからのガチ告白。さらに幼なじみからの告白に、新たなる異妹いもうとの誕生と枚まい挙きよにいとまがない。

　もしも人生にイベントボタンみたいなものがあるなら、確実に十六連射されているレベルだ。劇的な変化起こりすぎだろう俺。俺の人生は熱ねつ帯たい雨う林りんの天気か。スコールみたいに妹イベントが降りすぎている。

　そんな人生を送ってきた俺だが、さすがにもう打ち止めだろう。

　家族が丸ごと入れ替わったり、別れた家族と再会したり、その家族からガチの告白を受けたりするレベルの事態なんて、もう起こらないに違いない。これだけイベントボタン連射されたら、さすがにボタンぶっ壊れるんじゃないかな？

　もうこれ以上劇的な変化──青天の霹へき靂れきっぽいことなんて、俺の人生に起こらないんじゃないかな？　そう俺は思っていたわけだが……甘かった。

　人生にリセットボタンがないように、人生にイベントボタンもない。

　毎日流れ行く日常に、誰かの意思など介在しない。

　故ゆえに、打ち止めなどない。

　何度劇的なことを体験しようと、等しく機会は訪れる。

　予想もしなかった出来事なんて、幾度も身に降りかかるものだ。

　そう、例えば──。

　こんな感じの。





　　　　　☆






　──お前、空そらと結婚するのか？




『………………………………………………はい？』

　質問の意味がよくわからない。

　どうして義と父うさんからそんな質問が飛んでくるのだろう？

　空たちが俺に告白したのは今年の四月──つまり、義父さんたちが海外赴任した後なのでそのことを知っているわけがない。

　情報漏ろう洩えい元として怪しいのは空だけど、空も一応、両親の前でそのことを口にしたことはない、はずだ……と思う。

『え、と……義父さん。何でそんなことを聞くんだ？』

『実は、空がこの前ウェディングドレス姿の写真を送ってきてな』

　義父さんが言っている写真というのは、先日空が行った人生初のバイトで生まれた写真である。

　ウェディングドレスは女子の憧れだし、めったに着ることもできないので、記念に何枚か写真をもらっていたのを覚えている。

『ああ、あのバイトの』

『何だバイトだったのか。俺はてっきり空そらとお前が、俺たちに黙って結婚式を挙げる準備をしているものだと思ったのに。父さんお前にはがっかりだよ』

『何でそんな発想になるんだ!?　俺と空は兄妹きようだいだろうが！　っていうかがっかりしてんじゃねえ！』

『確かに兄妹だけど、お前と空の間に血の繫つながりはないからな。結婚に制限がかかっているのは血縁関係だけだから、お前と空が結婚するのに何の問題もないぞ？』

『あるわ！　血縁関係に問題なくてもご近所関係に問題がありまくるわ！』

『そんなもん、引っ越しちゃえばいいだけの話だろうが。お前たちが兄妹として育ったことを知らなければ、何の噂うわさも立たないだろう？　あ、噂は立つか。あまりにもかわいすぎる若奥さまがいるって、確実にご近所の評判になるな。何せ、俺と母さんの愛の結晶は妖精や天使以上にかわいらしいからな』

　空が妖精や天使以上にかわいいというのは、本人の前じゃ絶対に言わないけど俺も否定しない。

『義と父うさん、それ本気で言ってるのか？』

『本気だぞ？　親っていうのは子どもの幸せを第一に考える生き物なんだ。お前と空は昔から仲が良かったから、結婚すれば夫婦仲は良好間違いなしなのは決まってる。それに、お前って歳のわりに考え方がしっかりしているし要領もいい。大事な娘を任せる相手としては申し分ない。空が結婚するときは、息子のように信頼できる相手に任せたいと、常日頃から母さんと話し合っていたもんだ』

『息子のようなっていうか息子じゃねえか！』

　義理だけど。

『だからな、彗さとる。もしもお前が空とそうなりたいって思ったら遠えん慮りよなく手を出せ。俺たちが許す』

『いや許すなよ!?　何言ってるんだ義父さん!?　大体そうなった場合、俺はともかく空の意思はどうなるんだ!?』

　空の気持ちを俺は知っているが、あえてそう尋ねると、義父さんは「がははははっ！」と大声で笑い。

『お前こそ何言ってるんだ？　空が嫌がるわけないだろう？』

『……知ってたのか？』

『いや？　でも知らなくても娘の気持ちくらい親だからわかるさ。その様子だと、とうとう空そらに告白でもされたのか？』

『………………まあな』

　空どころか、他二人の妹と幼なじみにもだけど、それは今言わないでおこう。

『ほう、空のやつずいぶんと頑張ったみたいだな。お父さんは嬉しいぞ』

　電話口の向こうでうんうんと頷うなずいているのが想像できる。

　嬉しがるポイントが微妙じゃないか？

　娘が息子に告白するとか。

『でだ、告白されたお前は、もちろん空と結婚する気はあるんだよな？』

『あるわけねえだろ！　義理だけど妹は妹だ！』

『何だと!?　彗さとる！　お前、空の何が不満だって言うんだ!?』

『妹ってところに決まっているだろうが！　っていうか、書類上とはいえ近きん親しん相そう姦かんを勧めるなよ！』

『ぬぅ……だったら息子の縁を切ってやろう。それならどうだ!?　妹じゃなくなるから何の問題もなくなるぞ!?』

『表面上だけな！』

　俺たちには積み重ねてきた歴史があるので、内部は問題ありまくりすぎる。

『まあそれは冗談だが、もしそうなった場合、俺たちはお前と空の交際を認めるってことだ。それを今日は言いたかったんだよ』

　そう言うと、最後に義と父うさんは『またな』と一言つげ電話を切った。

　俺はコンビニで人数分の飲み物を買って部屋へと戻る。

「……………………あ」

　トイレの小窓から脱出しようとしている空と目が合った。

　今回も前回と同じく、小柄なくせに大きめの尻が嵌はまって出られないようだ。

「おい空、何してる？」

「……外の空気を、吸ってる？」

「何で疑問形なんだ」

　俺の机窓際だし、窓開ければ吸えるだろうが。

　まったく……。

「トイレは見張るように言ったんだけどな。どうやって一人になったんだ？」

「大だと言ったら遠えん慮りよしてくれた」

「お前には羞しゆう恥ち心しんというものがないのか？　女捨ててるぞ、それ」

「彗の前でだけ女でいればいい。彗だけの女にわたしはなりたい」

「もうなってるだろ。妹だけどさ」

「……その関係から脱却したい」

　俺にあっさり流され、しゅんとする空そら。

「で、今回は一人で出られるのか？　それ」

「無理っぽいから手伝って」

「はいはい」

　俺は玄関から脚きや立たつを持ち出しそれに上ると、空の上半身を向こう側へと押し戻した。

　一分もしないうちに空の身体は押し戻され、トイレのドアが開く。

「彗さとる、助けてくれてありがとう。今も、昔も」

　俺の顔を見上げ、空はそんなことを言う。

　空はそのまま俺の顔を両手で挟むと、自分のほうに引き寄せた。




「あの時からずっと、彗のことだけ好き」




　耳元でそう囁ささやき両手を離した。

　俺はなるたけ平静を装よそおい、空に買ってきたジュースを渡す。

　目に見えるのは空の横顔。

　あまりにも常人とかけ離れているためかつて疎うとまれ、あまりにも常人とかけ離れているため今は羨まれる、俺の大事な妹の横顔。




　──もしそうなった場合、俺たちはお前と空の交際を認める。




　頭の中で先ほど義と父うさんが言った言葉がリフレインした。

「………………………………妹は、妹だ。それ以上でも、以下でもない」

　その言葉を打ち消すように、思わず俺の口から言葉がこぼれた。

　そうしないと、湧き上がってくる気持ちに負けてしまう気がして。

「彗、どうしたの？」

「どうもしねえよ。さ、頑張って勉強しようぜ。夏休みを安心して迎えたいだろう？」

「……………………頑張る」

　俺も頑張ろう。

　湧き上がる気持ちに流されないように。

　ずっと兄妹きようだいでいれるように。

　誰も泣かせないように。

　一人の兄として、頑張りぬこうと思う。









世界の共通語






「少年老い易やすく学成り難し──この言葉の意味を知っているか、空そら？」

「…………に、人間年は取りやすいのに、勉学を修めるのは難しいという意味」

「三十点だ。正しくは、人間若いうちは先があると思って必死に勉強できないけど、速攻で年を取って何も学べないで終わってしまうものだ。だから若いうちからちゃんと真面目まじめに勉強しておけ──という意味だ。ちゃんと覚えとけ」

　正座中の空に俺はそう諭さとす。

「あと、類似語に『光こう陰いん矢の如ごとし』って言葉もあるぞ。これは、時間が経つのは光のように早く、二度とは戻ってこないから無為に日常を送るべきじゃない──って意味だ。こいつも覚えておいたほうがいいな」

「……それは知ってる」

「そうか、こっちの意味はちゃんと知っていたか。苦手な文系なのにちゃんと覚えているなんて成長が感じられるな。お兄ちゃん嬉しいぞ」

「褒ほめてくれる？」

「褒・め・る・わ・け・ね・え・だ・ろ！」

「あううううぅぅぅぅぅっ!?」

　正座中の空のこめかみに拳こぶしを当ててぐりぐり。いわゆる『うめぼし』である。

　空は俺のうめぼしから逃れようと、必死に身をよじるが逃さない。

　俺は空の頭を両端から万まん力りきのように締め付け続ける。

「彗さとる！　やめて！　これは痛い！　もっとソフトで身体の奥にジュンとくるような甘い痛みをわたしは希望する！」

「そんなドＭご用よう達たしな痛みは持ち合わせていない！　っていうか、持っていても与える気はねえよ！」

「ふにゅうううううぅぅぅぅぅっ！」

　さらにぐりぐりと拳を回転させる。

　あまりの痛みに空がかわいらしい悲鳴を上げるが、俺は手を緩ゆるめるつもりはない。

　心を鬼にしておしおきを続ける。

「兄さん、もうその辺で許してあげてはどうでしょうか？」

「そうだよお兄にい。ちょっと空ちゃんがかわいそうだよ」

　近くで事態を見守っていた凛りん音ねと青あお葉ばから慈悲の一声がかかった。

　俺は少し考えた後、空に取引を持ち掛ける。

「あいつらもこう言っていることだし、そろそろ勘弁してやる……ただし」

「……ただし？」

「俺の出す問題に正しく答えられたらな。ジャンルは英語」

「え、英語？　わたし英語超苦手……」

「なあに、大丈夫だ。中学の復習程度の簡単な英文だからな」

「それならいい。だけど、なんで日本で暮らしているのに英語なんて勉強しなくちゃいけない？　日本人は日本語だけ理解できれば十分」

　銀髪翠すい眼がんの義ぎ妹まいが何か言っておられる。

　お前国語も壊かい滅めつ的じゃねーか。日本語も理解できてるとは言い難いわ。

　まあいい。俺はうめぼしの体勢をキープしつつ、空そらの背中を押して移動。俺が普段使っている勉強机に空を座らせ──前を向かせる。

　空の視線が机の上、そこにある小さな紙にあるのを確認し問題を出す。


「What do you think this isこれは何だと思う？?」



「………………………………」


「What do you think this is?これは何かな空？ Please tell meお兄ちゃんに教えてくれ.」



「こ、これは、その……………………」


「Well,You don't knowそうかそうか、英語でなんて how to say in English, right?言っていいかわからないんだな。

OK, now you can speak特別に日本語 Japanese specially使っていいぞ.」














「……？　…………？」

　俺が何て言ったのかわからなかったようだ。

　しきりに頭の上に？マークを浮かべる俺の義ぎ妹まいがかわいい。

　ちなみに実じつ妹まいと似に妹まいはわかった模様。

「日本語使っていいから言えって言ってんだよ。これは何だ？　さっさと答えろ」

「これは…………か、紙」

　ぐりぐりぐりぐり。

「あうううぅぅぅぅぅぅっ!?」

「言葉には気をつけろよ？　あんまふざけたこと言ってると、うめぼしかけたままジャイアントスイングするぞ。で、これは何だ？」

「……カンニングペーパー」

「だよな」

　ようやく事実を口にした。

　そんなものを作った義妹の行動に思わずため息が一つ出る。

「どうしてこんなもんを作ったんだ？」

「期末で赤点を取らないため」

「だったら真面目まじめに勉強しろ。こういうもんに頼るんじゃない」

　俺は紙をビリビリに破くと、近くにあったゴミ箱に捨てた。

「あうぅ～」という空そらの悲し気な声が聞こえたが知ったことじゃない。

「さよなら、わたしの努力の結晶……」

「こういうのは努力とは呼ばん。大体、バレたらどうするつもりだ？　カンニングはバレたら停学だぞ」

「バレなければ問題ない。大人の世界の共通語」

「超問題あるわ！　そんな共通語存在してたまるか！（ぐりぐりぐりぐりっ！）」

「あううううぅぅぅぅ～～～～!?」

　間違った認識を正そうと、空の頭部に刺激を与える。

　俺の背後で凛りん音ねと青あお葉ばが「空ちゃんの言うことも一理ありますね」とか「うん、でもお兄にいにはそれを肯定してほしくない。お兄には正しく白いままでいてほしい」とかいった内容の囁ささやきが聞こえた気がするが、きっと俺の気のせいだろう。俺の妹たちは白くて清くてかわいいです。

「ほら、教えてやるから教科書出せ」

「……………………わかった」

　渋々……ほんとうに心から嫌そうな感じで、空が教科書とノートを出した。

「始める前にトイレ行っていい？」

「ああ、その代わり早く戻って来いよ」

「わかってる」

　空そらがトイレの中に消えていく。

「さてと」

　俺は財布を手に取り、凛りん音ねと青あお葉ばに夕飯の希望を聞いた。

「お前ら今晩何喰くいたい？」

「わたしはウナギ！　精をつけたいから！」

「何のために精をつけたいのかは聞かないでおくとして、凛音は？」

「わたしもウナギを！　そして今晩兄さんを食べた──」

「わかった冷やし中華だな」

　もう答えを聞く気が失せたので、ぶーぶー不満を述べる凛音と青葉を適当にあしらって外に出る。

　そして斜め上を向いて一言。

「何か言うことは？」

　トイレの小窓に尻がはまった、マヌケな義ぎ妹まいにそう尋ねる。

「………………ごめんなさい。助けて彗さとる」

「もう何回目だよお前？」

「最近瘦やせたからイケると思った……」

　目を逸そらしながら空が答える。

　いい加減学習しろよ……。

　お前の尻、安産型だから絶対無理だよ……。

　もうこれお前の鉄板ネタになってるじゃねえか……。

「どこいくの？」

「スーパー。夕飯のおかずを買いに行くんだよ」

「助けてくれないの？」

「帰ってくるまでそうしてろ。マヌケな姿を晒さらしていれば少しは懲こりるだろ」

「そんな……ひどい…………」

「ひどいのはお前の文系科目。自じ業ごう自じ得とくだ」

「さ、彗ぅ……」

　空が切なそうな声を上げる。

「あ、そうだ。お前は今晩何が食いたい？」

「何でもいい」

「そういうのが一番困るんだけどな……」

「そんなこと知らない。何でもいいから何でもいいと言った。だって……」

　空そらがうつむき、続きを述べる。




「だって、彗さとるがわたしのために作ってくれるから……」




　……正直に言おう。

　グラッときた。

　兄としての自覚というか矜きよう持じというか理性というか、そんなものがどうでもよくなるレベルで一瞬だけどグラッときた。

　一瞬だけど「空と結婚していいんじゃないかなー」という気持ちが本気で芽生えてしまった。

「わかった。じゃあ適当に買ってくるわ」

　後ろ手をひらひらさせながら、さも適当に流す感じでその場を立ち去った俺だが、内心心臓バクバクだった。空の顔をまともに見る自信がない。

　もしも今正面から見てしまったらどうなるかわからない。兄という名の仮面を捨て去り、恋に走ってしまうかもしれない。

　そうなれば今の関係は──考えるまでもない。

「……くそっ、メチャメチャ意識しちまったじゃねえかよ！」

　間違いなくこの前の電話のせいだ。

　俺は空を義ぎ妹まいではなく、女として意識し始めてしまっている。

　告白される前からその想いはあった。だけど、俺は凛りん音ねや青あお葉ばも含めた今の関係を壊したくないため、その想いは心の奥底に封印していた。

　それが今、揺らいでいる。

　お兄ちゃんという名の仮面にヒビが入っている。

　仮面の奥に封印された空への想いが……いや、下へ手たすると凛音や青葉も含めた妹全員への想いが、仮面の内側で荒れ狂い、暴走している。




　──選んじまえよ。だって……結婚できるだろう？

　──大丈夫だって、三人とも仲いいし。

　──あいつらハーレム認めてるじゃねえか。何の問題があるんだ？

　──優劣つければそれなりに揉もめるかもしれないけど、それだけだろう？

　──全員で明るい家庭を築こうぜ？　お前俺はそれができる立場にいる。




　そんな感じの心の声が聞こえ始めた。

　だから俺は、それらの声を黙らせるために。

「ふんっ！」

　思いっきり自分を殴った。

　もちろん顔面をグーで。

　それなりに鍛えているためメチャメチャ痛かったし、周りの人から変な目で見られたけど、肝心の声が収まったからよしとしよう。

「……すぐには帰れないな、これは。ゆっくり買い物しよう」

　俺は殴った右みぎ頰ほおを押さえながら、神み子こから告白された時のことを思い出しつつスーパーへと向かった。

　おかげで帰るまでに完全に収まり、帰宅後も普通に妹たちと接することができたので、

「やはり幼なじみ（美少女）は偉大だな」と俺は思った。




　なお、そのせいで今度は神子への想いが暴走しそうになり、収めるまでに一苦労あったのだが、それはまた別のお話。

　結論＝夏は人をおかしくする。









バンド






「お姉ちゃんいますかっ!?」

　休日、試験勉強をしていたら突然昴流すばるが現れた。

　肩をいからせ、息を切らし、勢いよく玄関のドアを開けた昴流は、「お邪魔しますっ！」の一言だけ述べると、その勢いのまま上がり込む。

「あら昴流、そんなに慌ててどうしたのです？」

　そんな妹の様子を見て、凛りん音ねが心配そうに声をかける。

　実の兄と結婚したいとか言っているお前に、「どうしたのか？」と心配されるのって何か嫌だと思うのは俺だけなんだろうか？

　人のフリ見てわがフリ直せという言葉を、わが愛しの実じつ妹まいに送ろうと思う。

「人生ゆとりが大切。わたしみたいに心にゆとりを持とう」

　そう声をかけたのはわが愛しの義ぎ妹まいたる舞まい並なみ空そら。

　確かに人生においてゆとりは大切だ。だがしかし、お前はゆとりすぎじゃないだろうか。

　文系科目が全部赤点なヤツに、期末テストの近いこの時期にゆとっている余裕はないんじゃないだろうか。理系全部満点でも。

「とりあえず落ち着こうか。冷蔵庫にジュース冷えているからそれ飲んでいいよ。右上の一番奥ね」

　最後に声をかけたのはこの部屋内の最年長にして似に妹まいの青あお葉ば。

　慌てている昴流すばるを落ち着かせようと、微笑ほほえみながらそう促うながすわが愛しの似妹は大人な感じで非常にいいと思う。思うんだけど……何でお前は俺の冷蔵庫事情を把握しているのかな？　昴流は落ち着けても俺が落ち着けねえよ。

　この空間における青葉のお嫁さん率が着々と上昇しているのを感じる。

　雰囲気に流されて、兄妹きようだい和親条約に抵てい触しよくすることのないよう気を付けなければ。

「んっ……んっ………………ぷはっ」

　昴流は勧められたジュースを一気にあおり、服の袖そでで口元を拭ぬぐった。

　ボーイッシュな昴流だから絵になるけど、明らかにお嬢の行動じゃないな。

　世界の星ほし延のべの教育はとてもワイルドでフリーダムのようである。

「で、どうしたんだ？　遊びに来たってわけじゃなさそうだけど」

「あ、うん。……実はお姉ちゃんたちにお願いがあって」

「お願い、ですか？」

「うん」

「お姉ちゃんたち──ってことは凛りん音ねちゃんだけじゃなくわたしや空そらちゃんも含めて？」

「うん」

「凛音の妹ならわたしの妹も同然。わたしは妹のお願いを断るような心の狭いお姉ちゃんじゃない。昴流、言ってみて」

　空がそう促すと、昴流が『お願い』を切り出し始めた。

「え、と……お姉ちゃんたちって何か楽器できるかな？」

「楽器、ですか？」

「できないこともない」

「だけど何でまた？」

「実は、バンドのメンバーが足りなくて…………」

　絞り出すような声で昴流が言う。

「バンド？　……確か、ヴィジュアル系ガールズバンドだった気がする」

「ええ、そうです。中学の友達と組んでいるのでしたね、昴流」

「うん。だけど一人抜けちゃって……」

「それでわたしたちにお願いってわけなんだね」

「そういうことなの。新しいメンバーが見つかるまででいいからお願いできないかな？　お姉ちゃんたち人数足りないから練習できなくて……」

　上目遣いでそう言う昴流。

　ボーイッシュ系美少女の昴流すばるが見せる女の子らしい上目遣いは、普通女子の三倍の威力がある。

　お願いされたのが妹たちこいつらじゃなくて俺だったら、二つ返事でＯＫしている。

　俺の異い妹まいが女子力かわいい。

「ちなみに抜けた子が担当していた楽器は何です？」

「ベース」

「ベースかあ……触ったことないなあ。ギターなら施設にいたころちょっと触ったことあるけど……」

「ギターでもいいよ！　ボクがベースやるから！」

「うーん、でもなあ……ねえ？」

「ええ、今は期末試験シーズンですし……」

　困ったような表情で顔を見合わせる凛りん音ねと青あお葉ば。

　臨時とはいえ、バンドのメンバーになればそれなりに時間は取られてしまう。

　期末試験が近い今の時期に、そんなことをすれば成績に響いてくる。

　かわいい異妹いもうとの頼みは聞いてやりたいけれど時期が悪い。

「……だよね」

　がっくりと肩を落とす昴流。

　こう言われるのは予想はしていたのだろう。日本の中学高校は基本的にテストシーズンは一致しているしな。

　俺たちの学校は県内トップの進学校。テストの難しさもあるため、試験勉強をおろそかにすれば、そのツケがよくて成績表──悪ければ夏休みにまで響いてしまう。

　だから、こう言われるのはわかっていた。それでも万が一の可能性もあるため、ダメもとでお願いしてみたといったところか。

「ごめんね、無茶なお願いしちゃって。しばらく活動は諦めるよ」

「待って」

　聞いてくれてありがとう──と、昴流が立ち去ろうと背中を向けた瞬間、その行動に待ったをかける声が上がった。

　義ぎ妹まいの空そらである。

「昴流はそれでいいの？」

「よくはないけど、さすがに無理強いはできないよ。臨時メンバーだから合わせるのに時間かかるし、そうなったらテスト勉強できなくなるもん。ボクのせいでお姉ちゃんたちの成績が落ちるのは……」

「構わない。妹の頼みを聞けずして何がお姉ちゃんか？」

　空がゆっくりと首を振る。

「妹が困っているのに、自分の都合を優先して保身に走る……そんな人はお姉ちゃんを名乗ってはいけない」

「空そらお姉ちゃん……」

「たとえ自分の都合が悪かろうと、妹が困っているのならば全力で助ける。そういう人がお姉ちゃんを名乗ることができる」

「で、でも…………」

「昴流すばる、遠えん慮りよすることない。わたしは妹が困っているのならば全力で助けたい。テスト勉強なんてしなくていい。自分の成績なんて知ったことじゃない。そんなことよりも昴流の悩みが解決することのほうが大事」

　空は昴流の手を取り、彼女の顔をじっと見つめる。

「昴流、安心して。あなたの悩みはわたしが何とかする。そう……わたしはあなたのお姉ちゃん。姉を名乗ることを許された選ばれし者」

「あ、ありがとう空お姉ちゃん」

「お礼なんていい。わたしは姉として当然のことをするだけだから」

　そして空は軽く目を閉じ天井を仰あおぐ。

「これでいい、これで……。わたしのしたことは正しいこと。決して何も間違っていない」

「間違いだらけだ、この愚義妹ぐまい」

　スパーン──と、近くにあったスリッパでツッコミを入れる。

　空が後頭部を押さえながらその場にうずくまった。

「さ、彗さとる……何するの？」

「何するの？──はこっちのセリフだ。お前何考えてるの？　何勝手なこと言っちゃってるの？　文系科目赤点だらけのお前がそんなことしたらどうなるかわかってんの？　夏休み一週間の補習が確実に延長するぞ？」

　補習延長──その言葉に空の表情がくもった。

「取る点数によるだろうけど、この前みたいに文系全部赤点だったら、最悪夏休み潰つぶれるかもしれないんだぞ？　わかってるのかお前？」

「わ、わかってる……」

「本当か？」

「本当。確かに彗の言う通り、わたしの文系は真っ赤っ赤。テスト勉強をしなければこの赤さは継続し、わたしの夏休みは赤き絶望の海に沈むことは明白。でも、それでも……新しくできたかわいい妹を見捨てることなんてできなかった」

「空、俺は正直なお前が好きだな」

「テスト勉強をこれ以上したくなかった。また赤点を取る可能性はあるけど、それはあくまで可能性。取らない可能性も十分ある。だったらいっそのこと開き直ろう。明日は明日の風が吹く」

「吹き飛ばされるような向かい風がな！」

　赤点取らない可能性も十分ある？　『十分』なんてあるわけねえだろ。

　俺はもう一発同じところにツッコミを入れた。

　同じところにツッコミを入れられた空そらが涙目で睨にらんできたので、俺が負けじと睨み返すと、空は視線を外して黙り込んだ。

　この件で俺が折れないと理解したのだろう。

「そういうわけだから昴流すばる、空は今述べたとおりに頭の中身と成績がヤバいから、こいつが今言ったことは聞かなかったことにしてやってくれると嬉しいかな」

「あ、うん、もちろん。ごめんね、無理言っちゃって──」

「その代わりと言っちゃなんだけど、凛りん音ねと青あお葉ばなら使ってくれていいから」

「えぇっ!?」

「ちょっと兄さん!?」

「別にいいだろう？　お前たちなら」

　凛音は俺と同じで成績はいいし、青葉にいたっては学年トップだ。

　普段からコツコツやってる二人ならば、わざわざテスト勉強なんてしなくても、いい成績は取れると俺は踏んでいる。

　空が言ったことは間違いだらけだったけど、全部が全部間違いだってわけじゃない。

　妹が困っているなら全力で助ける──ってところだけは共感できる。

「俺はお前たちならできるって思うんだけどな」

　俺はそう促うながし二人の返事を待った。

　昴流に使ってくれていいとは言ったけど、あくまで決めるのは凛音と青葉だ。俺が頼めばやってはくれるだろうけど、二人に無理強いはしたくない。

　凛音と青葉も俺の妹なのだ。

　妹の嫌がることをするなど俺が許さん。

　あくまで二人の意思を尊そん重ちようする。

「わかりました、やりましょう」

「ホント？」

「わたしもやるよ。もっとも、どこまで力になれるかはわからないけどね」

「ありがとうお姉ちゃんたち！」

　昴流が二人に抱き着いた。

　そこまで喜びを露あらわにするなんて、よほど嬉しかったのだろう。

「ボクみんなに話してくる！　詳しいことが決まったら連絡するね！」




　そう言うなり昴流すばるは部屋を飛び出していった。

　俺はお願いを聞いてくれた凛りん音ねと青あお葉ばにお礼を言い、今晩は二人の好きなものを作ってやろうと心に決め、夕飯の食材を買いにスーパーへと出かけた。

　なお、テスト勉強からの解放が失敗した空そらは、その後しばらくの間部屋の隅で体育座りで絶望していたことをここに記録させてもらうとしよう。









楽しい夏休み計画






「夏と言えば海です！　海っ！」

「いいや、夏と言えば山に決まってるわ！」

　日曜日。

　期末テストが終わり、あとは夏休みを待つだけとなったいつものメンバーは、今日も俺の部屋に集まっていた。

　いつもは四人だったのだが、最近は神み子こと昴流が加わるようになり計六人。

　男俺一人に美少女が五人と、いよいよ本格的な妹ハーレムが始動し始めたように思える。神子は妹じゃないけど。

「青く澄み渡った空の下で、母なる海に抱かれることこそ最高の夏の思い出になるんですっ！」

「爽さわやかな川のさざめきを聞きながら、沈みゆく夕日を眺めることこそ最高の思い出になるに決まってるでしょ！」

　テスト期間でよほどストレスが溜たまったのか、空や昴流とゲームをしている俺の横で凛音と神子が言い合いをしている。

　相変わらず仲が良いなこいつら。お互いに「こいつなら何を言ってもいい」と思っているからこそ、こうも熱くなれるのだろうか。

　喧けん嘩かするほど仲が良いと言うし、とりあえず放っておこう。

「はい、お兄にい。どうぞ、麦茶だよ」

　空そらに、昴流すばるに、そして俺に。麦茶の入ったコップを青あお葉ばが渡してくる。

　丁度のど乾いていたんだよな。

「夏は絶対海です！　山は冬に決まってるでしょう！　スキーやスノーボードのできない時期に山に行って何が楽しいんですか!?」

「夏こそ山に決まってるじゃないの！　夏に海なんて行ったら芋洗い状態になるのが目に浮かぶわ！　それを味わいたいだなんてあんた頭おかしいんじゃないの!?」

「むきぃーっ！　言うにことかいて頭がおかしいとは何ですか!?　何年も兄さんと一緒にいながら、好きの一言も言えなかった臆病者チキンのくせに！」

「あ、あんたには関係ないでしょう!?　だいたいこの前ちゃんと言ったし！　臆病者チキンじゃないし！」

「臆病者チキンじゃなければビッチターキーですね！　夜のクラブにでも行って、頭がパーリーピーポーな男性たちにお持ち帰りでもされたら如何いかがでしょうか!?　クリスマスの食卓に上がる七面鳥ターキーみたいに、美お味いしくいただかれてはどうでしょうか!?　見知らぬ男性たちに！　ビッチらしく！」

「言ってくれるわね、この腹黒お嬢……」

「あなたこそ、このファッションギャル……」

　ぐぬぬぬぬ……とお互いを睨にらみつける凛りん音ねと神み子こ。

　いい加減白熱してきたし、そろそろ介入するとしようか。

「何をそんなに熱くなってるんだ、お前たちは」

「兄さん、聞いてください！」

「彗さとる、ちょっと聞いてよ！」

　凛音と神子が一瞬で顔を寄せてくる。

「夏と言えば海に決まってますよね？　兄さんの中に眠るわたしへの恋を感じて二人で夏を抱きしめる思い出を作るためには、海こそ相応ふさわしいとこのファッションギャルに言ってやってください！」

「何勝手なこと言ってるのよ！　人でごった返す海なんかより、涼しい山の中でキャンプしたほうが楽しいに決まってるじゃない！　川のせせらぎに冷えたスイカ、これこそ夏よ！」

「俺の意見を言う前に聞きたいんだけど、そもそもの事の発端は？」

「夏休みにどこか行きたいので、山と海のどっちがいいか話し合っていたんです」

「そしたら思いのほか白熱しちゃって」

「なるほどな」

　だいたい予想通りの答えだった。

「両方行くっていうのはダメなのか？」

　個人的には山も海もどっちも好きなんだけどな。

　それぞれに良いところがあって楽しいと思う。

「うーん、アリといえばアリですね。両方に別荘ありますし」

「じゃあそれでいいじゃねえか」

　両方味わえるんだったらそれにこしたことはない。

「でもわたしは海に行きたいんですよ！」

「あたしだって山に行きたいのよ！」

「……子どもかお前らは」

　行けるならどっちからでもいいだろうに。

「兄さんはどっちから行きたいですか!?　やっぱり海ですよね!?　海に行くなら、もれなくわたしの水着姿鑑賞券がついてきますよ！」

「山に決まってるわよね彗さとる!?　山ならもれなくあたしの山さん菜さい料理フルコースがついてくるわよ！」

「山菜料理でしたら兄さんも作れるから、取引材料としては弱いんじゃないですかね？」

「ふん、それを言うならあんたの水着姿だって弱いんじゃない？　妹の水着姿を鑑賞しても、何も面白いことなんてないんじゃないの？」

　神み子このこの一言が胸に突き刺さった。

　ごめん、凛りん音ねの水着姿超見たい。

　神子はこのメンバーの中で、俺の本心を唯一知っている女子なので、今の一言は間違いなく警告だろう。

　妹の水着姿なんて、興味ないフリしなさいよ──という。

　少しでも興味あるフリなんて見せたら、この子ますますつけ上がるわよ──という。

　うーん、どうしよう？

「なあ、お前らはどっちがいいと思う？」

　困った俺は、蚊か帳やの外にいた他の妹たちへ質問を投げかけた。

「わたしは海。彗と一緒にゴムボート乗りたい。そして波にさらわれたい。無人島で幸せな家庭を作りたい」

「わたしは山かな。お兄にいと一緒に神隠しに会いたい。誰も知らない時間と空間の果てで、お兄と一緒に永遠を生きたいな」

「重いわ！　そして怖いわ！」

　空そらと青あお葉ばにツッコむ。

「昴流すばるはどっちがいいと思う？」

「ボクは山かな。川で遊ぶの楽しいし」

　唯一まともな意見が返ってきたな。

「それにね、神み子こお姉ちゃんが言ったみたいに、スイカを川で冷やして食べるととっても美お味いしいんだよ。あの美味しさをお兄ちゃんやお姉ちゃんたちにも分けてあげたいな」

「よし、山にしよう」

　俺の意見が確定した。

　自分のことだけじゃなく、他人のことも思いやれる昴流の意見に感動したのがその理由だ。

　自分の欲望と直結している俺の妹たちとはえらい違いである。

　お前ら少しは見習え。

「わかりました……けど」

「けど、何だよ？」

「兄さん、ちょっと前から思っていたんですけど、何か昴流に甘くないですか？」

「そうか？」

「そうですよ。わたしや空ちゃん、青葉さんにはもう少し厳しい感じなのに」

　そうなのだろうか？

　自分じゃ全く自覚がないが、言われてみれば確かに少し甘いのかもしれない。

　初対面で女子だと知らなかった時、凛りん音ねの恋人としてわりとあっさり認めたし。

　この前のお願いも、期末前の忙しい時期に無茶を叶かなえてやろうとしたし。

「どうして昴流にはちょっと甘いんですか？」

「たぶん一番俺の妹っぽいからじゃないか？」

「そんな!?」

　凛音がその場で崩れ落ちた。

　この一言を聞いていた空と青葉も、それぞれ床に倒れており、時折ビクンビクンと痙けい攣れんしている。

「わ、わたしが本当の妹なのに……血の繫つながった実じつ妹まいだというのに……」

「長年一緒にいたわたしが妹っぽくない？　そんな、そんなばかな……」

「お兄にいの中には、まだ昔のイメージが残っているのかな……？　妹じゃなくて弟なのかな……わたし」

「別に、お前らを妹と思っていないわけじゃないけどさ」

　ただ、何となくそう思っただけだ。

　この中で一番年下だし、唯一「お兄ちゃん」と呼んでくれるからそう思ったのかもしれない。「お兄ちゃん」は魔法の言葉だからな。

　妹という魔法にかけられても仕方がない。

「それじゃ決まったし、しっかり予定空けておけよお前ら」

　あと、なるべく夏休みの宿題は片づけておけよ。

　全力で遊びにくくなるからな。

　宿題という言葉に空そらと神み子こから反応があったが聞く耳持たない。

　俺は夏休みの宿題は三日で終わらせる派なのだ。







　というわけで、今年の夏休みは山で遊ぶことが約束された。

　まだ夏休みに入っていないが、今から眠れないくらい楽しみである。









見デせュ合エいル






　一学期の期末テストが終わった。

　中間テストと違って技能四科目も加わるので、テスト勉強が面倒くさくなるのが期末テストだが、普段からコツコツやっている俺にとってはそうでもない。

　せいぜい勉強時間を普段より少し増やしたり、「助けてえええぇぇぇぇ～～っ！　わからないのおおぉぉぉ～～っ！」と泣きついてきた神子に、凛りん音ねや青あお葉ばと一緒に勉強を教える時間が増えたくらいのものだ。あと、空の逃走防止。

　勉強するのが大嫌いなわが愛する義ぎ妹まいが、何かと理由をつけては逃げようとするので、テスト対策よりもそっちの対策のほうが大変だった。

　毎度毎度、小柄な体格に反比例して大きめな尻が引っかかって脱出失敗するので、そろそろあいつは学習したほうがいいと思う。

「ねえねえ彗さとる、テスト結果どうだった？」

　テスト返却日の放課後、借りていた参考書を返しに来た神子がそう尋ねてきた。

　明らかに声が弾んでいるので良かったんだろうな。

　中間テストのときは話しかけてこなかったし、たぶん間違いない。

「まあまあかな」

「へぇ、まあまあなんだ」

　にんまりとした微笑ほほえみを神み子こが浮かべる。

「ねえ、だったらさ、勝負しない？」

「勝負？」

「そう、勝負。テストの答案を見せ合って、どっちがより上か勝負するの。当然、得点が高かったほうの勝ち。どう？」

「いや、どう？──って言われてもな」

　神子の提案に正直困惑した。

　ぶっちゃけ神子に勉強を教えたのは俺たちなので、常識的に考えて負けるはずがないと思うんだけどな。

「そんなに結果が良かったのか？」

「まあねー♪　中学高校合わせて、過去最高によかったのは間違いないわね。何せ赤点が一つもなかったし」

「いつもはあるのか……」

　ちなみに俺は赤点を取った経験はない。

　ちゃんと授業を聞いて、ノートを取って、毎日ちゃんと復習していれば、個人差はあれど赤点なんて取らないと思う。だって赤点って平均点の半分だし。

「う、うるさいわね！　今回はなかったんだからいいじゃないの！」

「確かにな。でも、お前俺の成績知ってて勝負しようって言ってるのか？　言っておくけど俺、結構成績いいぞ」

　人に教えられるくらいなので、俺はそれなりに成績はいい。

　だいたい上の中あたりだな。いつも学年五十番に入るか入らないかくらいのラインにいる。

　今回は神子に教えた関係で、しっかりと復習ができたためいつもよりデキはよかった。

　たぶん今回は上の上、学年三十番以内はいっていると思う。

　そんな俺と赤点取らなかったことを喜んでいる神子とじゃ、こう言ってはなんだけど、全く勝負にならないんじゃないだろうか？

　そう神子に言うと。

「確かにね。あんたの成績は知っているし、正面からまともに勝負したら百パーセント勝負にならないでしょうね」

「ってことは、正面からのまともな勝負じゃなかったら勝ち目がある。だから勝負してみよう──ってことか？」

「正解。よくわかってるじゃない」

　バチン──と、神み子こがウインクを決めた。

「あたしたちの中学で流は行やってた、こういう勝負での特殊ルールがあるのよ」

　神子はそう前置きして説明を始める。

「ちょっとこれ借りるわね」

　本棚に置いておいたトランプを手に取り、ハートとスペードの二種類だけ取り出す。

　その中から、表示されている数が十以上のカードを取り除き、九枚の山札デッキを作り上げるとテーブルに置いた。

　そして今回の成果ともいえる九教科の期末テストを、裏返しにしてシャッフルした後、その隣に置く。

「ルールを説明するわ。プレイヤーはさっき作った山札の一番上をめくる。そして、そのカードに描かれていた数字と、上から数えて同じ場所にあったテスト用紙を選び、戦わせるの。それを最大三回繰り返す」

「なるほど、つまり、先に二回勝ったほうの勝ちってわけか」

「そういうこと。同じ教科で勝負するわけじゃないから、勝負にはある程度運が絡んでくるわ。苦手な教科が多くても、勝負回数が少ないから、運が良ければ相手の苦手教科に自分の得意教科がぶつかって勝てたりね。結構平等でしょ？」

「そうか？　まんべんなく全教科取れている奴が相手だと詰むだろ？」

「そんな人まずいないから大丈夫よ。いたら勝負なんてふっかけないし」

　あんただって成績いいけど、全教科ってわけじゃないでしょ──と神子。

　よくご存じでいらっしゃる。

「勝負は三回だし、運が良ければ自分よりも成績いい奴にだって勝てるわ。あたしの成績は知っての通りだいたいアレだけど、今回はいくつか高得点あるのよね」

　──だからちょっとやってみない？

　山札と答案用紙をシャッフルしながら神子が言う。

「別に何かを賭けるわけじゃないし、まあいいか」

　ぶっちゃけ俺有利だしな。全教科平均以上取れてるし。

　了承の意思を神子に伝える。

「じゃあ早速やりましょ」

　と、神子が俺を促うながしたのだが。

「ほう、テスト勝負ですか。何やら面白そうなことをしようとしていますね」

　玄関のドアが開いて妹たちが入ってきた。

　凛りん音ね、空そら、青あお葉ばに昴流すばると、妹たち勢ぞろいである。

　ただいま──と、自分の部屋の如ごとく上がり込んでいる妹たちだったが、神子がツッコミを入れる気配はなかった。

　俺同様、神み子こも「こういうもの」として認識してもう慣れてしまったんだろうな。

　妹たちに俺の生活が脅おびやかされているような気がしないでもない。

「わたしたちの管理下にあったあなたが、そのような提案をするなんて興味深いですね」

　凛りん音ねはそう言うと、俺に立つように促うながし、代わりに座った。

　そして鞄から自分の答案用紙を取り出す。

「いかがでしょう？　兄さんではなくわたしと勝負というのは？」

　挑発するかのように神子に微笑ほほえみ凛音が言う。

「……へぇ、面白いじゃない。もちろんいいわよ」

　二人の間で火花が散ったように見えた。

「言っておくけど、今回の結果相当よかったわよ？　吠え面づらかかないでよね」

「それはこっちのセリフですよ神子さん。いくら結果が良かったとはいえ、しょせんあなたは身の程知らずの孫そん悟ご空くう。わたしたちの掌てのひらの上で飛び回っていただけだということを思い知らせてあげましょう」

　お互いに自分の山札をシャッフルしながらそう言い合う。

「絶対に……」

「負けませんっ！」

　かくしてテスト後の定番イベント、『答案の見せっこ』が俺の部屋で開催されることとなった。

　なお、テストの話題は禁句なのか、空そらだけは帰ってくるなりＰＳ４プレイステイシスフオーの電源を入れ、終しゆう始しこちらと絡む様子を見せなかった。

　期末の結果が大丈夫なのか個人的に心配なので、あとで問いただすことにしようと思う。
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「それじゃ二人とも、準備はいいか？」

「もちろん」

「いつでもどうぞ」

　二人は同時に山札のシャッフルを止め、積まれた相手の答案の横にそれを置く。

　一瞬、お互いの視線を合わせ、先攻＆後攻のジャンケン。

　神子が勝って先攻を取ったけど、これ先攻後攻を選ぶ意味あるのだろうか？

「じゃあまずはあたしから…………えいっ！」

　神子が引いたカードは７。期末テストの上から七番目にあった答案を抜き取り、俺たちの目の前で表に返した。

「教科は英語。得点は七十点よ」

「ほう」

　今回の英語は特に難しかったらしく、先生の話じゃあ平均点は四十三点だったと聞いている。

　それを神み子こが七十点。普段は下の中～下の下あたりを彷徨さまよっているこいつが、平均を大きく上回っている。

　なるほど、勝負をふっかけようとするだけのことはあるな。

「やるじゃないですか神子さん。難しかったはずの英語が七十点とは感服しました」

「でしょう？　ふふん♪　もっと褒ほめてもいいのよ？」

「これも全すべてわたしや青あお葉ばさん、そして愛する兄さんのおかげですね。さすが兄さんです。普段は底辺を彷徨っている神子さんの成績を、ここまで浮上させるなんて凄すごいです。ますます惚ほれ直しちゃいました。兄さん、大好きですっ」

「あーうんうん。俺も大好きだよ」

「この前と同じく流されましたっ!?」

　凛りん音ねの愛の告白を華麗にスルーし、俺は空そらや青葉、昴流すばると一緒にＰＳ４プレイステイシスフオーに興じている。

「あ、お前ら！　三人がかりとか汚いぞ!?」

「審判やってくれるんじゃなかったんですか!?」

「いや、そのつもりだったんだけど、あきらかに審判いらなそうな感じだったから」

「まあ、ぶっちゃけいらないわね」

「インチキしようがないもんね」

「審判いらないと思う」

「ボクもそう思う」

「ううっ!?」

　みんなからの鋭いツッコミに凛音が閉へい口こうした。

「というわけで遊んでいるんだけど、何か問題あるか？」

「あ、あります！　ありますよ！　一度引き受けたんですから、やることなくても最後まで見ていて下さいよ！」

　えー？　メンドくさい。

　しかし凛音の言い分も一理あるので、俺はゲームを止めて審判に戻る。

　決して妹三人からの集中攻撃に屈したからじゃない。覚えてろよお前ら。

「そんじゃ凛音、さっさとカードめくってくれ」

「わかりました。わたしのターン！　ドロー！」

　掛け声とともに凛音がカードを引いた。

「カードの表示は……４！　それでは上から四番目の答案をめくりましょう」

　カードに従い、テスト用紙を抜き取り表にする。

「教科は……すごい偶然ですね。わたしも英語です。ちなみに百点」

「えぇっ!?」

「おお、すごいな凛りん音ね」

「ふふん、如何いかがですか兄さん？」

　凛音が自慢げに胸を反らした。

　平均点が五十点を切っているテストで満点を取るとか、俺の実じつ妹まいが賢かしこかわいい。

　ちなみに俺は八十七点だった。

「くぅ……結構いいデキだったのに。まさか負けるなんて」

「ふ、神み子こさんもやるようになったみたいですが、わたしに言わせればまだまだです。しょせんあなたはギャルウィルスに感染したビッチな外がい妹まい種しゆ。クラブでイケメン外国人相手に〇ァックミーしか喋しやべったことのない人が、海外在住経験のあるわたしに敵かなうわけないんですよ」

「い、言ってないし！　そんなこと言ったことないし！」

　神子が真っ赤になって否定する。

「彗さとる！　言っておくけどあたしあんなこと一度も言ったことないから！　勘違いしないでよね!?」

　しねえよ。だってお前ファッションギャルじゃねえか。

　だいたいクラブすら行ったことないんじゃないか？　見た目は派手だけど中身は違うってちゃんと知ってるわ。

　どうでもいいけど今のセリフ、ツンデレっぽいな。

「それでは一回戦はわたしの勝ちですね」

　メモ用紙として活用している、広告の裏面に勝負結果を記録する。

「では、続けて二回戦といきましょう」

　凛音が促うながし再びジャンケン。凛音が勝ったので順序が入れ替わり、今度は凛音が先攻となった。

　答案の横の山札をめくる。

「次の表示は９ですか。神子さん、この場合はどうするのです？　一回やったから答案が八枚しかないのですが？」

「ああ、言ってなかったわね。使った答案は元の位置に戻すの」

「わかりました」

　神子に言われた通り、英語の答案を元の位置に戻してから一番下──九番目の答案を抜き取る。

「ではいきますよ？　教科は……ああ、すいません神子さん。どうやら詰みです」

　挑発的な微笑ほほえみを浮かべて答案を見せる凛りん音ね。

「教科は社会。九十三点です」

「「「「「えぇっ!?」」」」」

　凛音の言葉に俺や神み子こだけでなく、ゲームで遊んでいた他の妹たちも反応した。

「凛音が……社会で九十三点だと!?」

「実の兄にガチ告白したあんたが、社会で九十三点ですって……？」

「わたしたちの中で一番常識のない凛音が社会で九十三点……」

「お金があれば何でもできると常々主張している凛音ちゃんが社会で九十三点……？」

「わ、わぁお姉ちゃんすごいね。ボク尊敬しちゃうな……」

「何でそんな反応するんですか皆さん!?」

　自分の胸に聞いてみればいいんじゃないかな？

　この反応を心に刻んで、普段の行動や言動をもう少し見直してほしいと思う。

「皆さんの反応は納得いきませんが、まあいいです。神子さん、あなたの答案の中に、九十三点以上の教科はあるのですか？　なければこれで終わりですけど」

「あるわよ。だから、まだ勝負は終わっていないわ」

　九十三点という圧倒的点数を見せられても、神子の目はまだ死んでいなかった。

「光れわたしの右手！　ドローッ！」

　声と同時に、勢いよく神子がカードを引いた。

「表示された数字は……１！　カード効果により一番上にある答案用紙を表にして場に出す！」

　カードゲームで超有名なあの漫画のようなことを口にしながら、神子は一番上の答案用紙を表にする。

「右手、光ったわね」

「そんな…………まさかっ!?」

　凛音が驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

「教科は家庭科！　百点よ！」

　言葉通り、神子の答案にはテストを完全攻略した証あかしである、百の数字が刻まれている。

「こんな、こんなギャルギャルしくて包丁も握ったこともなさそうな見た目なのに……」

「ふっふーん、自慢じゃないけど家庭科のテストだけは百点を逃したことないのよね♪」

「家庭科が得意なことは知っていましたが、まさかここまでとは……」

「掃除、洗濯、料理に裁縫、好きこそものの上じよう手ずなれってヤツよ」

　どうだ──と言わんばかりの表情で神子が胸を張る。

　反対にこれ以上ないくらい落ち込んでいる凛音とは実に対照的だ。

「そんな、まさかこんなことが…………」

「おいおい凛りん音ね、まだ一対一のイーブンだろう。それにこんなのただの遊びじゃないか。そこまで落ち込まなくても」

「いいえ落ち込みます！　兄さんは何もわかっていません！　今のこの勝負が、どれだけ大きな意味を孕はらんでいたのかを！」

「大きな意味？」

「そうです！　神み子こさんの取った家庭科での百点……これは学業の評価だけにあらず、女としての評価でもあるのです……っ！」

　心底悔しげに拳こぶしを握り、凛音が力説する。

「家庭科のテストで必要なのは家事全般の知識……。これは言い換えれば女子としての戦闘力。将来結婚してお嫁さんになる際、最も重要視されるパラメーターと言えるでしょう」

「まあ、そうかもな」

　家事のことをよく知らなくてできない人よりも、知っててできる人のほうをお嫁さんにしたいと思うのは男として当然だと思う。

　好きになったらそんなこと関係ないんだろうけど、やはりできないよりもできることを俺も望む。

「そのパラメーターが現時点で最強……。女として負けた感が半端ありません……」

　ちなみにわたしは九十一点でした……と凛音。

「大丈夫だって。お前も十分女子力高いって」

「……慰めはいりませんよ兄さん。この敗北から学び、わたしはさらに強くなります！　兄さんのお嫁さんになるために！」

「なるな！　俺は実じつ妹まいを嫁にする気はない！」

「兄さんの赤ちゃんを産むために！」

「産ませねえよ！　行為に至いたらねえよ！」

「くっ……やはり今のわたしの女子力では兄さんの常識を壊せませんか……。突然ですが、実妹と結婚しますっ！──と言わせられないわたしはまだまだ未熟なのですね」

　未熟じゃなくなっても絶対言わない。

　俺の常識をひっくり返すような何かがあって、今以上に凛音たちが妹だという認識が薄れない限り、俺がそういう行為にいたるようなことはまず起きないだろう。

「悔しいですが認めます。今のわたしよりも、神子さんのほうが兄さんのお嫁さんに近いというこ──」

「はいはい二回戦はあたしの勝ち！　さっさと最後の三回戦やるわよ！」

　凛音の言葉を遮さえぎり、手を叩たたいて神子が勝負を促うながす。

　強引に打ち切っている感は否いなめないし、神子の顔は羞恥で真っ赤だ。

　せめて顔には出さないでくれよ。意識して顔見れなくなるだろうが。

「ここまではイーブンだったし、最後の最後は二人同時にいきましょ」

「わかりました。それでは……」

　二人同時にカードを引く。

　二人が引いた数字は二と三。凛りん音ねと神み子こは表示された数字の位置にあった答案用紙を表にする。

　その結果──。
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「いやいや、まさかわたしが負けるなんて思いませんでしたよ神子さん。総合得点じゃわたしの圧勝ですけど」

「そ、そうね…………」

「あなたの言った通り、これなら成績関係なく遊べますね。仲間内で一人だけいい点数取って、『〇〇さんと比べても楽しくないです』とか『〇〇さんなんか友達じゃありません』とか『勝つとわかってる勝負をふっかけて楽しいですか？　〇〇さんって性格悪いんですね』とか言われることもないでしょう」

「やけにたとえが具体的だな」

「……それは、兄さんの気のせいです」

　凛音の目から光が消えた。

　間違いなく凛音の経験から来る言葉なんだろうな。

「それはともかく、この勝負はあなたの勝ちです。先生役のわたしにピンポイントとはいえ勝ったのですから、もっと喜んでくださいよエ……神子さん」

「あんた今何て言おうとした!?」

　顔を真っ赤にして神子が凛音に詰め寄る。

「別に何も？　あなたの気のせいですよエロさん」

「言ってるじゃない！　しかもあたしの名前一文字も被かぶってないし！」

「わたしはあなたの肉体の名前ではなく、あなたの中身──言うなれば魂の名前を呼んでいるのですよ。エッチでビッチな安あん国こく寺じ神子さん」

「あたしはビッチじゃないって言ってるでしょ!?　っていうかエッチでもないから！」

「本当にそうでしょうか？　ビッチは百歩譲ってともかくとして、エッチじゃなければこの点数は取れないのではないでしょうか？」

　そう言って凛音は神子の答案を手に取る。

「保健体育で百点なんて、エッチなことに興味津々じゃなければ取れる点数じゃないでしょう？」

「言いがかりよ！」

　神み子こが凛りん音ねに反論する。

　俺も言いがかりだと思うんだけど、イメージ的にものすごく説得力あるよな。

　保健体育ってほら、その……色々とアレじゃないか。

　純粋に学術的知識の習得が目的の授業ではあると理解はしているんだけど、内容が内容だけに、どうしてもイメージ先行してしまうのは仕方ないと思う。

「そう恥ずかしがらなくてもいいじゃないですか。エッチなことは子孫繁栄には欠かせません。自分が人よりエッチであることを誇りに思いましょうよ神子さん」

「思えるか！　そういうあんただって九十九点だったじゃない！　超ドエロじゃない！」

　そう、こんな風に神子を煽あおってからかっているが、凛音の点数も超高かった。

　奇くしくもラストバトルは一回戦と同じく、同じ科目の勝負となり、神子が凛音を下したというわけだ。

「そういうのをね、目め糞くそ鼻はな糞くそを笑うっていうのよ！　あたしがエッチだっていうのなら、あんただって同じなんだからね！」

「ええ、そうですね。わたしは人よりエッチで性的なことに関して興味津々ですがそれが何か？」

「認めるの!?」

「もちろんです。わたしは兄さんと幸せな家庭を築くことを常日頃から妄もう想そうしている夢見る乙女ですから。将来結婚して子どもを作るならばエッチなことは不可欠。なんなら今からイメージトレーニングを──」

「しないでいい！」

　凛音の後頭部に軽いツッコミを入れる。

「何度も言うけど、俺はお前と結婚する気はない！」

「わたしも何度も言いますが、兄さんと結婚する気まんまんですっ！　兄さん、愛してますっ！」

「うわっ!?」

　凛音が正面から抱きついてきた。

「ちょっとあんた、彗さとるから離れなさいよ！」

「いーやーでーすぅーっ！　離れたくありませんーっ！」

　神子が凛音を引っ張るが、腕を首に回しているためなかなか離れない。

　隠れシスコンである俺にとって、ある意味嬉しいこの状況は、凛音の行動にブチキレた空そらと青あお葉ばが、強引に凛音を引き剝はがすまで続くことになる。

　空がフェイスロックで緩ひるませてからの、流れるような青葉のジャーマンにより、ベッドの海に沈んだ凛りん音ねの顔が、それなりに幸せそうだったので良しとしておこうと思う。







　どうでもいいけど青あお葉ば、やきもち焼いたのはわかるけど、スカートの時にそういう投げ技は止やめろ。

　パンツどころかへそまで見えるぞ。









星ほし延のべ






　──キィーン。

　妹たちの手から零こぼれ落ちたフォークが乾いた音を立てて床に転がった。

　フォークに付着していたミートソースが、その衝撃で床に散らばり部屋を汚すが、きれい好きを自負する青葉も、本日の家事当番である凛音も全く反応を示さなかった。

　落ちたフォークは誰にも拾われることなく、転がったままその身を鈍く輝かせている。

「も、申し訳ありません兄さん……」

　ようやく、本当にようやくといった時間を経て凛音が回復した。

　誰も反応しなかったため俺が片づけようと動いた直後、三人の中から凛音だけが。

　残りの二人──空そらと青葉は微動だにしていない。

　二人は完全に上うわの空そら。目に光が入っておらず、虚こ空くうを見つめ続けている。

　仕方ないので俺が二人のフォークを拾い、それぞれの手に再び握らせてやるが、空からも青葉からも反応がない。

　仕方ないので俺は二人の目の前にフォークを置き、自分の席に戻って食事を続ける。

「あ、あの……」

「うん？」

　本日の夕飯であるミートソースパスタを口に運ぼうとした時、凛りん音ねが声を上げた。

「わ、わたしの聞き間違いかもしれませんので、もう一度先ほどと同じ内容のことを、口にしていただけないでしょうか？」

「わ、わたしもお願い。きっと、きっと聞き間違い……」

「わたしも。お兄にいが、お兄がそんなこと言うはずないもん…………」

　おずおずと、期待半分遠えん慮りよ半分といった感じで、凛音がそんなことを言ってくる。

　空そらと青あお葉ばもそれに続く。こちらは期待半分恐怖半分といった感じだ。何を恐れているのかよくわからないが、たぶん俺の見立ては間違っていない。

「別にいいけど」

　妹たちの様子に疑問を感じながらも、俺はお願いされた通り、先ほど口にした言葉と一言一句違たがわない言葉を述べる。

「凛音、お前の親父おやじさんに挨拶したいんだけど、直ちよつ近きんで都合のいい日ってあるかな？」

「「「聞き間違いじゃなかった！」」」

　凛音は世界一幸せそうな、空と青葉は世界に絶望したかのような表情を浮かべ、目に涙を蓄え始めた。

「ああ……とうとうこの日がやってきたのですね。神さま、ありがとうございます。わたしは世界一の幸せ者です！」












「そう、そういうこと……。彗さとるがそういう道を選んだというなら、わたしは笑が……笑顔で、しゅく、祝福…………」

「できない、できないよ……。もしも選ばれなかったとしても、笑顔で祝福しようって決めてたのに、できないよぅ……」

　三者三様、それぞれの反応を見せる妹たちだが、何なに故ゆえこんな反応を見せるのかがよくわからない。

「なあ、何でお前らはそんな反応を？　俺はただ凛りん音ねの親父おやじさんに挨拶に行きたいって言っただけだぞ？」

「「ぐふうっ!?」」

　空そらと青あお葉ばが胸を押さえて床に倒れた。

「兄さん、死体蹴りはマナー違反ですよ。感心しません」

「すまん、お前が何を言っているのかお兄ちゃんわからない」

「え？　だってわたしのお義と父うさんに会いたいのでしょう？」

「ん？　ああ」

「「げふうっ!?」」

「できれば親父さんだけじゃなくて、お袋さんにも会いたいかな。これから世話になるわけだし」

「「ふぐぅっ!?」」

「お義か母あさんにもですか？　わかりました、わかりましたけど兄さん、もうその辺で……わたし的にはとても嬉しいのですが、さすがに見ていて忍びな──」

「お前んとこの別荘を使わせてもらうわけだし、お礼の挨拶くらい行かなきゃまずいだろう？」

「ぐふうっ!?」

「凛音!?」

　今度は凛音が胸を押さえて倒れた。

　たった今復活して世界の全すべてに感謝しているかのような空と青葉が先ほどまでやっていたのと同じように、床に横たわりピクピク痙けい攣れんしている。

「そういうこと。納得」

「なんだ、そういうことだったのか。あっはっは。早とちりして損しちゃった」

「激しく同感です……。そして、その早とちりでテンションが天高く上昇しただけに、思いっきり叩たたきつけられてダメージがはんぱないです……」

　まだ状況が吞のみ込めなかったので、詳しく話を聞いたところ、どうやら妹たちは俺が凛音を選んだものだと勘違いしたらしい。

　親への挨拶はそういう意味も含まれるため、言われてみれば納得だ。

　しかし、俺は普段から「妹とつきあう気はない」、もしくは「妹と結婚する気はない」と断言しているというのに、こうもあっさり勘違いされるのは遺い憾かんだと言わざるを得ない。

「で、どうなんだ？　近いうち時間取ってもらえるか？」

「………………大丈夫です。わたしが頼めば、たとえ世界企業サミットの開催日程中だろうと、最優先でアポ取ってくれますよ…………」

「サミット優先しろよ！」

　娘のお願いより経済優先してくれよ！

　ただでさえ不景気で世界経済の行方ゆくえが不透明なんだからさあ！

「……ちょっと待っててください」

　起き上がる気力もないのか、凛りん音ねは床に寝転がったままスマホを操作し、育ての親に電話をかける。

　その横では空そらと青あお葉ばが非常に美う味まそうにパスタを食っている。

　メシウマとでも言いたそうな表情である。

「…………明日なら空いているそうです。終業式が終わったら行ってみますか？」





　　　　　☆






「……デカいな」

「……大きい」

「……うん、見たこともないくらい」

「……どんな悪いことすればこんな家住めるのかしら？」

「神み子こさん、喧けん嘩か売ってます？」

　神子がそう言うのも無理はない。

　笑顔でこめかみをピクつかせる凛音の家は、確かにありえないほど大きかった。

　土地がバカみたいに高い東京＆神奈川エリアに、やや街はずれにあるとはいえ、東京ドームウン個ぶんもある敷地を持つ家。

　神子だけじゃなく、俺も内心「どんだけ悪いことしたんだろう？」と思ってしまうレベルでインパクトがあった。

「全くもう、悪いことなんてしているわけないじゃないですか！」

「わかったわかった。あたしが悪かったわよ」

「いいですか？　正しいことも悪いことも、全すべては権力者が決めること。一国の首相すら意のままに操れる星ほし延のべ家が悪に染まることは絶対にありえません。たとえどんなことをしたとしても、我が家が白と言えば、黒いものでも白になるのですから」

「思いっきりやってるじゃないの！」

「善と悪は法律で決めろよ！」

「わかりました、では兄さんの言う通り今後は法律で決めるとしましょう。まあ、その法律も我が家がいいように作り変えれるんですけど」

　凛りん音ねが含み笑いをしつつそう返した。

　法治国家がこんなの放置してていいのだろうか？

　俺の実じつ妹まいが悪女かわいい。

「さて、冗談はこのくらいにして中を案内しますよ。皆さん、ついてきてください」

「ねえ本当に冗談なの？　あんたがさっき言ったこと、マジで本気で冗談なわけ？」

「やだもう、冗談に決まってるじゃないですか。きゃるーん♪」

「噓よ!?　絶対あんた噓ついてるでしょ!?　都合の悪いこと全部揉もみ消してるでしょ!?」

「懐かしい光景」

「うん、まるで一年前のわたしたちを見てるみたいだね」

「ああ、お前らも前はあんな感じだったな」

　今の仲の良さから忘れがちになるが、一年前のわが愛する妹たちはちょうどあんな感じだった。

　お互いを敵視していた初対面から始まり、一緒の時間を過ごすうちにボケとツッコミの応酬が始まり、それを繰り返すうちに今の関係になったのだ。

　それを踏とう襲しゆうしているし、この前のマラソン大会やテスト勉強なんかをきっかけに距離が縮まった気もするし、この調子で神み子ことも仲良くなるんじゃないかな。

　っていうか、すでになってると個人的に思うが。

「おかえりなさいませ、お嬢様」

「はい、ただいま戻りました」

　延々と続く壁が終わり、ようやく俺たちは星ほし延のべ家の正門にたどり着いた。

　そこを守る守衛さんと一言二言言葉を交わし、いよいよ敷地内に入った俺たちだが……遠い。屋敷の玄関までの距離が果てしなく遠い。遠近法が狂って見える。

　え？　これ徒歩何分？

　門から家まで徒歩何分なの？

「だいたい十分から十五分といったところでしょうか？」

「そんな家、日本に存在するんだ……」

「結構遠いので、あれに乗っていきましょう」

　そう言って凛音が指さした先にあったのはセグウェイだった。

　日本の法律上公道は走れないが、私有地ならば問題ない。

「……セグウェイなんて初めて乗ったわ」

「俺も……」

「彗さとる、あんたの実じつ妹まいどれだけお嬢なの？」

　たぶん、気まぐれに世界を動かせるくらいだな。

「運転の仕方わかりますか？　わからないなら教えますけど？」

　当然のことながら、俺たち庶民はセグウェイの運転経験などない。

　素直に教えてもらい──五分後、ようやく俺たちは星ほし延のべ家の玄関にたどり着いた。

　足を水平に保ち、重心を後ろに移動させてセグウェイを停める。

「さ、遠えん慮りよせずに中へどうぞ」

　個人の邸宅なのに自動ドアな玄関を潜くぐり抜けて中に入ると外と同じく、ここは本当に日本なのかと疑う品々に圧倒される。

「おかえり、凛りん音ね」

「あ、お義か母あさん」

　そんな俺たちを出迎えてくれたのは一人の美女だった。

　ジーンズにサマーセーターとラフな格好だが、全身から気品というか、何かオーラみたいなものが感じられる。

　凛音が「お義母さん」と言っていたので、この家の奥さんなんだろうが、ぶっちゃけ大学生と言われても信じられるレベルで若い。

　もしも俺が合コンみたいな場でこの人と出会ってしまったら、即座にロックオン………………あれ？　しないな？

　どうしてかわからないが、何な故ぜかそういう気分にならないであろうことが断言できる。

　凛音のお義母さんだからだろうか？　俺にマザコンの気けはないし、そういう対象として見ることを脳が拒否しているからかもしれない。

　見た目はもの凄すごいレベルの美女なんだけどな。

「そちらはお友達かしら？」

「ええ、約一名ほど違いますけど」

「ちょっと!?」

「冗談ですよ。お友達（仮）ということにしておきます」

「（仮）って本人を前にしてそれはどうなのよ!?」

「注文が多いですねえ。わかりました、ならばお友達（笑）で」

「もっと悪いわ！　あたしの何を笑うっていうの!?」

「何年も兄さんの傍そばにいたのに、全く告白できなかったところですかね」

「くぅ……臆病者で悪かったわね！」

　凛音のお義母さんそっちのけで、やいのやいのと言い合いを続ける凛音と神み子こ。

　そんな光景を微笑ほほえましく見ながら、件くだんのお義母さんが近寄ってきて、挨拶。

「凛りん音ねと昴流すばるの母、星ほし延のべ巡めぐ理りです。娘たちがお世話になってます」

「舞まい並なみ空そら」

「露女つゆずめ青あお葉ばです」

「で、あそこで義娘むすめさんと言い合いをしているのが安あん国こく寺じ神み子こっていいます。で、自分が──」

「舞並彗さとるくんね。凛音から聞いてるわ」

　自己紹介する前に言われてしまった。

「うちにいる間あいだ中じゆう、凛音ったらほぼあなたの話しかしないからよく知ってるわ。自己紹介の必要がないくらいに」

「そんなに俺の話ばかり？」

「ええ。ご飯の時なんかそれはもうしゃべりっぱなしだったのよ？」

　その時のことを思い出したのか、巡理さんがコロコロと笑う。

「私や昴流はいいんだけど、うちのお父さんがねぇ……。義娘の口から出る言葉が、他の男の話ばかりなもんだから拗すねちゃって」

「ああ、気持ちはわからないでもないですね」

　俺だって妹たちの口から、他の男の話が頻ひん繁ぱんに飛び出したりなんかしたら、拗ねるかどうかはわからないけど確実に不機嫌にはなる。

　一緒にいるところなんて目撃したら、確実にストーキングして詳細を調べるな。実際前にやったし。

「そのせいで『明日は気分が優れないから会社休む』とか、『家族の絆きずなを深めるため旅行に行こう！　明日世界経済サミットだけどな！』とか言い出したりしてね」

　凛音から聞いてはいたけど、冗談じゃなかったのか……。

「凛音が一人暮らしするって言ったときは大変だったのよ？　世界経済」

「お父さんじゃなくて世界経済が!?」

「ええ、そうよ？（笑）」

「（笑）で済ませられるレベルなの!?」

　大変だったのレベルが違ちげぇ!?

　明らかに俺たちに処理できる範はん疇ちゆうにない。

「正直なところ、世界経済の継続的な低迷の原因は、世界的な雇用の悪化や需要と供給のバランスが崩れたからじゃなくて、凛音の一人暮らしが原因ね。うちの人が寂しがっちゃって（笑）」

「どんだけだ!?　俺の実じつ妹まいの世界経済への影響度はどんだけなんだ!?」

「だいたい三十パーセントくらいじゃないかしら？」

「ずいぶんと具体的な数値ですね!?」

「凛りん音ねと昴流すばると私で三十パーセントずつだからね」

「すごくわかりやすい計算ですね！」

　めっちゃわかりやすいわ！

　超わかりやすいわ！

　影響の内訳がはっきりしすぎて、透明感すら感じられるわ！

　日本の政治家もこれくらいはっきりしてればいいのに！

「三人で、三十パーずつ？」

「残りの十パーセントは何ですか？　凛音ちゃんのお義か母あさん？」

「それは……」

　空そらと青あお葉ばの質問に、巡めぐ理りさんは何な故ぜか言葉を濁にごした。

「まあそんなことはいいじゃない。奥でうちの人が待ってるからついていらっしゃい」

　残りの十パーセントに何かあるのだろうか？

　巡理さんはそう言うと、せかすように先に立って歩き出した。





　　　　　☆






　ついていらっしゃい──と言われ、素直についていくことにしてから五分ほど経過した。

　五分、そう、五分だ──お湯を入れて三分で完成するカップラーメンを待つ時間よりも長く家の中を歩いているというのに、まだ目的の部屋に着かない。

　ここは本当に個人のお宅の中なのだろうか？　通路のところどころにある装飾品（特に絵画）のいくつかは、美術の教科書で見たようなものまであるんだけど？

「みんなさっきからキョロキョロしてるけど、何か珍しいものでもあったかしら？」

「むしろ珍しくないものがありません」

「無駄に広い家でごめんなさいね。あそこの角を曲がったらすぐだから」

　そう言って巡理さんが角を指さす。

　その曲がり角を俺は通り過ぎようとして──不意に足を止めた。

「彗さとる？」

「お兄にい、どうかした？」

「なに急に？　どうして立ち止まったのよ？」

「いや、この絵がちょっとな」

「絵がどうかしましたか兄さん？」

「いやあ、他の絵と毛色が違うなーって思ってさ」

　これまで廊下にあったのは、教科書とか美術館とかでお目にかかったことがあるような、人間十七年ほど生きていれば、必ず人生のどこかで目にしたことのあるようなものばかりだったのだけど、目の前にあるこの絵だけはそういうのじゃなかった。

「これ、もしかして？」

「ああ、それ？　家族の肖像画なのよ」

　引き返して、そう説明してくれる巡めぐ理りさん。

「まだ凛りん音ねがうちに来る前に描いてもらったの」

　肖像画に描かれているのは、二人の大人と一人の子ども。

　わざわざ描いてもらうからか、全員正装でキメている。

「じゃあ、こっちの子は昴流すばる？」

「このころから男装してたんだね、昴流ちゃん」

「そういえば今日はあの子見ないわね」

「ああ、今日は学校なんですよ」

「ふーん……」

　俺たちはその絵をその後一分くらい眺めて思い思いの感想を語り、その場を後にした。

　そして目的地に到着。

「それじゃこの先にお父さんいるから。先に入って待っててちょうだい」

「あれ？　お義か母あさんは入らないのですか？」

「ええ、ちょっと町内会の用事があって行かなきゃいけないの」

　こんなデカいお屋敷に住んでる人が町内会入ってるんかい。

「じゃあ凛音、後はよろしくね。お義母さんもう行くから」

「はい、行ってらっしゃい」

　手を振って巡理さんを見送る俺たち。

　さて、いよいよか。

「お義と父うさーん、入りますよ？」

　凛音があけたドアの先には、見た感じ二十代後半から三十代前半の男が、腕を組んでソファに座っていた。

　後で聞いて確認したところ、実年齢は四十過ぎらしい。

　お義母さんの巡理さんといい、凛音の両親若作りだな。

　うちの義母さんも十分若いけど。

「話は聞いている。座りなさい」

　ジロリ──と、こちらを値踏みするかのような視線をよこし、そう促うながす。

　目め力ぢからというか、圧が凄すごい。目から重力波が出ているんじゃないかというくらいのプレッシャーを感じる。

　凛音のお義父さんはひとしきり全員に視線を送った後、ピタリと俺に視線を固定し、強い口調でこう言った。

「私からの返事は一言だ。義娘むすめはやらん。わかったら帰れ」

「話聞いていないじゃねえか！」

　前フリがあっただけに、思わず素に戻ってツッコんじゃったじゃねえか！

「凛りん音ねは私の大事な娘だ。たとえ血縁上の兄とはいえ、どこの馬の骨かもわからん輩やからにかわいい娘を嫁になどやれるか。わかったらさっさと帰ってくれ」

「いや、あのですねお義と父うさん……」

「きみにお義父さんなどと呼ばれる筋合いはない！」

「いやとにかく俺の話を……」

「聞かん！　聞かん聞かん聞かん聞かん聞かん聞かん聞かん聞かん聞っかーーーん！　絶対に、絶対に凛音を嫁になんてやらんっ！　やらんぞっ！」

「だから別に凛音との結婚を認めてほしいってわけじゃなくてですね」

「何ぃっ!?　きみは、きみは私の義娘と結婚したくないというのか!?」

「だからそう言ってるでしょうが！」

「貴っ様ぁ！　私の義娘のどこが気に入らないというのだ!?」

「そんなこと一言も言ってないだろうが！　結婚してほしいのかしてほしくないのかどっちだよ!?　落ち着いてくれ凛音のお義父さん！」

「誰がお義父さんだ!?　きみにお義父さんと呼ばれる筋合いなどないとさっき言っただろう！　二度も言わせるな！」

「あーっ、もう！　このおっさん超メンドくせえ！」

「筋合いはあります！　兄さんはわたしの未来の旦だん那なさまです！」

「凛音、訂正して。彗さとるはわたしの旦那さま」

「空そらちゃん、噓はいけない。お兄にいはわたしのだ。そうだよね。お兄？」

「この妹たちも超メンドくせえ！」

「あんたが選んだ結果今でしょ。自じ業ごう自じ得とくだっての」

　話が全く進まない。

　神み子こに視線で助けを求めたが、あっさりと突き放されてしまった。

　確かに俺が選んだ結果だけど、少しは助けてくれてもいいと思う。

　助け船が全く出ない状況下で、話が停滞すること約──一時間。

　超複雑に絡み合った知恵の輪を解くように、少しずつ、本当に少しずつ経緯を説明し、ようやく凛音のお義父さん──星ほし延のべ陽よう太たさんは話を聞く態勢になってくれた。

「ああ、何だ別荘の件だったのか。男が挨拶に来ると言われたから私はてっきり、凛音を嫁にくれと言いに来たのかと」

　この人マジで凛音の親だわー。

　血は繫つながっていないけど人の話聞かなかったり、自分で勝手に解釈するところとか超そっくりだわー。自分の世界持ってるから昴流すばるの親でもあるわー。

「別荘なら好きに使ってくれて構わない。近いうちに人を雇やとって掃除しておこう」

「ありがとうございます」

　ようやく目的を果たすことができた。

　やるべきことを全すべて終わらせたのでホッと一息。

　その後に出されたお茶とお茶菓子をいただき（めちゃめちゃ美う味まかった）、そろそろお暇いとましようと席を立つ。

「あー彗さとるくんだったな。ちょっと待ってくれないか？」

　部屋を出ようとしたとき、不意に陽よう太たさんに呼び止められた。

　……何だろう？　変な難癖つけられるんじゃないだろうな？

「旅行は認めたけど、自分の目の黒いうちに、かわいい義娘むすめに手を出せると思うなよ？」とか、「一つ屋根の下にいることは認めるが、義娘と同じ部屋の空気を吸うことは許さん」とか、「敷居を跨またぐことは許してやるが、義娘の貞操が心配なので、きみ専用のテントを用意させてもらうからな」とか、なんかそんな感じの。

　初対面から義娘大好きビームを目と口から放ちまくっていただけに、こんな感じの想像が俺の頭の中に浮かんだのだが、陽太さんが取った行動は俺が全く予想していないことだった。

「……………………………………」

「……あの、何か？」

「…………………………いや、何でもない」

「全然そうは見えないんですけど……」

　めっちゃ見られてる。若作りのおっさんに超ジロジロ見られてる。

　いわゆる不良的なガンつけではなく、何かを確認するかのように、上から下までジロジロと。

　前に後ろに上に下に。全身余すところなく確認されている。

　ストリップショーの踊り子さんってこんな感じなのだろうか？

　舞台下の客たちに、こんな感じにジロジロと、自分の全てを見られているのだろうか？

　俺十七歳だから行ったことないけど。

「きみ、どこかで会ったことないか？」

「いや、そんなことはないと思いますけど」

「ふむ……そうか」

　そう言うと、陽太さんは納得したのか俺から離れて行った。

　奥にあった別のドアから部屋を出ていく。







「お義と父うさんに呼び止められていましたけど、何のお話だったんですか？」

　先に玄関で待っていた凛りん音ねにそう聞かれた。

「何でもねえよ。さ、帰ろうぜ」

「……怪しい」

「お兄にいがそう言う時は、大たい抵てい何でもあるパターンなんだよね。昔から」

「そうね。確かに何でもありそうな顔をしてるわ」

「何かめちゃめちゃ疑われている!?」

　妹たちと幼なじみ全員に信じてもらえていないだと!?

　俺ってそんなに信用ないのか!?　ちょっとショックだ！

「彗さとる、何を言われたの？」

「きっとほら、アレだよ。『旅行は許すけど、同じ屋根の下で生活するのは認めん！　きみだけ別枠でテントを用意するからそこを使いたまえ』とか言われたんだよ」

「あたしも青あお葉ばさんと同じ意見ね。そこからさらに『ところできみは日本の失業率を知っているかな？』とか、『日本では年間約〇人が生活が立ち行かなくなり、路上生活者に身を落とさざるを得なくなっているそうなんだが、それについてきみはどう思う？』とか、暗に脅おどされたに百円賭けるわ」

「ちょっと皆さん!?　人の親捕まえて好きなこと言ってくれますね！」

　自分の義父をイジられて、凛音はちょっとご立腹の様子。

　俺の実じつ妹まいがプンプンかわいい。

「お義父さんがそんなこと言うはずがないじゃありませんか！　もしもそんなことを言ったら、わたしに一ケ月は口をきいてもらえなくなるのは明らかなので、わたしの機嫌を取るためにきっとこう言ったはずです。『わたしの義娘むすめを幸せにしてやってくれ。将来のわが息子よ』と。そうですよね兄さん!?」

「全く一ミリもカスってねえよ」

「そんなっ!?」

　凛音がガーンとなった。

　もしもこれがマンガだったら、背景に擬音と縦線が入ってる。

「じゃあ、やっぱり？」

「いや、そういうのとも違う。前にどっかで会ったことないかって言われただけだ」

　俺の答えに「なーんだ」と言った表情の面々。

「あるわけない。わたしたちの家、中流の上」

「俺を引き取って育ててくれたくらいだから、世間一般のご家庭よりは裕福なんだろうけど、さすがに比較にならないもんなあ」

　持ってる資産のケタが違う。

　住む世界が違いすぎるため、凛りん音ね＆昴流すばる以外に接点なんてあるわけない。

「さ、やることやったし、暗くなる前にさっさと帰ろうぜ」




　俺はみんなをそう促うながすと、来た時と同じようにセグウェイに乗って星ほし延のべ邸を出る。

　別荘の使用許可ももらったし、あとは夏休みを待つだけだ。

　今年の夏は、いつもと違う特別な夏になりそうな予感がする。







　この予感がまさか現実のものになるとは、この時の俺は思いもしなかった。

　俺の身にどんなことが起こったのか──そのことはおいおいこれから語っていこうと思う。









夏休みの宿題は三日で終わらせたほうがいい






　七月二十一日、いよいよ待望の夏休みがやってきた。

　青春を謳おう歌かする、多くの思春期ボーイズ＆ガールズにとってはこれからが夏本番。

　忘れることのない一夏の思い出を作るために、孔こう明めいのように知略を走らせ、呂りよ布ふのように獅し子し奮ふん迅じんの行動力を発揮する──それが夏休みというもの。

　だがしかし、そうする前に俺たちにはやらなければならないことがある。

　そのやらなくてはならないこととは何か？

　あえて言わなくてもわかると思うが、ここは言わせてもらうとしよう。

　やらなくてはならないこと。

　そう、それは──。





　　　　　☆






「助けてええええぇぇぇぇ～～っ！　わからないのおおぉぉぉ～～～っ！」

　そんな泣き言とともに、俺と空そらの幼なじみである安あん国こく寺じ神み子こが現れたのは、朝八時のことだった。

「神み子こ、お前な…………まだ九時前だぞ？　電話もせずに朝っぱらからいきなり来て『わからないのおおおぉぉ～～っ！』って……」

　寝ぼけ眼まなこをこすりながらそう答える俺。

　親しい仲とはいえ、幼なじみの常識外れの行動に少々ご立腹である。

「夏休み一日目なんだから昼過ぎまで寝かせてくれよ……」

　学校ないから夜よ更ふかしして眠いんだよこっちは。

　ちなみに空そらは一週間ほど補習があるので夜更かしはしていない。

「うぅ……悪かったわよ」

　俺の言葉に、素直に非を認めて謝る神子。

　そうあっさり謝られては、こちらもこれ以上非難するわけにもいかないだろう。

　着替えて神子を受け入れる。

「で？　わからないって宿題のことだよな？」

「うん」

「どこがわからないんだ？」

「具体的に言うとほぼ全部ね」

「……………………そうですかー」












　全部ときましたか神み子こさん。

「……夏休みの宿題って一学期の復習のはずなんだけどなー。普通に過ごしていればわからないなんてことないんだけどなー」

「彗さとる、普通って意外と色々あるのよ？　あんたにとっては普通のことでも、あたしにとっては普通じゃないことなんて山ほどあるわ」

「なるほど。一理あるな」

「でしょ？　だからあたしが夏休みの宿題が全然わからなくても、全くおかしいことじゃないの」

「いや、それはおかしい」

　少し前に期末テストがあったばっかじゃねえか。

　一緒にテスト勉強したし、みんなでちゃんと教えてやったじゃねえか。

　過去最高のデキとか言ってたじゃねえか。

　そう指摘してやると、神子は俺から視線を外し、ふ──と儚はかなく微笑ほほえむと。

「昔のことなんて忘れたわ……」

「一ひと月つきも経っていないだろうが！」

「彗、人間の記憶ってのはね、どうでもいいことほど忘れるようにできているの」

「せめて一月は覚えておけよ！」

　しかもどうでもよくねえことだろうが。

「そんなこと言われたってしょうがないじゃないの。忘れたものは忘れたわけだし」

「そりゃそうなんだけどな……」

「全然わからないから、このままじゃ宿題が永遠に終わらない。だから──」

「俺のとこに来たってわけだな」

「そういうことっ」

　パチッ──と神子がウインクを決めた。

　似合うしかわいいんだけど何かムカつくな。

「ってなわけで宿題教えて？　あんたに迷惑はかけないからさ」

　こちらの返事前に、神子は持ってきた宿題をテーブルに広げる。

　朝っぱらからアポもなしに叩たたき起こされたので、すでに迷惑をかけられているような気まんまんなわけだが、それを指摘したところでスルーされてしまうのは間違いないだろう。付き合いが長いからそれくらいわかる。

　俺も起きたら宿題を片づけようとは思っていたし、それが前倒しされたと思えばそれほど腹も立たない。

　そう自分を納得させ、神子の向かい側で俺も宿題を始めた。

　昼過ぎまで寝るのはまた今度にしよう。





　　　　　☆






「うっし、終わった」

　宿題開始から二時間ほど経過したころ、俺の宿題は完了した。

　まだ夏休み初日だというのに宿題終了のお知らせだと!?　噓をつくならもっと上う手まい噓をつけよ──と思うかもしれないが、これは噓でもなんでもなく厳げん然ぜんたる事実だ。

　何しろ俺は、夏休みの宿題は三日で終わらせて後は遊び惚ほうけるタイプ──いわゆる前衛型なのだ。

　小学校に上がり、夏休みという概念が人生に深くかかわるようになった時から、今の今までずっとこの型スタイルを貫いている。

　小一からこの型をずっと続けている原因は、間違いなく俺が育った施設の教育方針によるものだろうな。

　舞まい並なみ家に引き取られる前に俺がいた施設では、夏休みの宿題は七月に終わらせなければならなかった。もしも七月中に終わらなければ悪い子とみなされ、クリスマスに院長先生が扮ふんするサンタさんからプレゼントをもらえないという過か酷こくなルールが俺たちの施設にはあったのだ。

　子どもにとって、クリスマスにプレゼントをもらえないことほど過酷なことはないだろう。

　なので、そうならないよう自然と早く終わらせる習慣が身に付き今に至いたるというわけだ。

　夜よ更ふかししたのも別に遊んでいたというわけじゃなくて、宿題を片付けていたからだったりする。

　昨日の夜の時点で七割くらい終わっていたので、こんなに早く終わっても不思議じゃない。

「さ、やることやったし、まったりするかな」

「するな！」

　昼まで少し時間もあるしゲームでも──と、ＰＳ４プレイステイシスフオーの電源を入れると神み子こが声を上げた。

「終わったんなら教えてよ！　わかんないから教わりに来たのに！」

　そういやそうだったな。

　一緒に宿題を始めてから全く聞こうとしなかったから、てっきりテスト勉強した時のことを思い出せたからだと思ってたぜ。

「っていうか、人が宿題している横でゲームするとか何考えてるの!?　気になって集中できないじゃないの！」

「集中できないのはお前の心が弱いからだよ神み子こ。しっかり集中できていれば、人が横でＲＰＧをしようが、格ゲーをしようが、話題になったギャルゲーをしようが、音量ＭＡＸでエロゲーをしようが全く気にならないはずだぞ？」

「なるわよ！　ギャルゲーまでならともかくとして、最後のやつは絶対気になるに決まってるじゃない！」

「そうか、神子もそんな年頃なんだな。エッチなことに興味津々なお年頃か」

「同い年！　あんたとあたし同い年！　って言ってるそばからゲームするな！」

　神子がリモコンを操作しテレビをポチった。

「わかったわかった。じゃあ静かに読書でもしているから、わからないとこがあったら声をかけてくれ」

　そう言い、俺は机の引き出しの中に作った二重底の空間から、一冊の本を取り出した。

　ちなみにどんな本かというと………………まあいいじゃないかそんなことは。

　とはいえ、何も言わなければどんな本かわからないだろうから、ここは一つとても高こう尚しような本だとだけ言っておこうか。

　美術館とかでよく目にする題材が、日本が世界に誇るマンガという技法で十二分に表現されており、とても美しく芸術的だ。

　しかし、真の芸術とはなかなか世の中に理解されないのが常のようで。

「かけづらいわ！　メッチャメチャかけづらいわ！」

　神子は本を見るなり頰ほおを赤くし、全力で俺にツッコミを入れた。

「人が宿題している横でエロマンガを読むな！　せめて普通のマンガにしてよ！」

　そう、俺が取り出したのは世間一般にエロマンガと呼ばれる類たぐいの、キスシーンやそれ以上のシーンが存在する年齢制限がかかった本だった。

　ちなみにＲ15。間違ってもＲ18ではない。

「普通、普通ね……。なあ神子、普通とそうじゃないものの線引きって、いったいどこでするんだろうな？」

「そんなこと聞かれてもわからないわよ！　でも、少なくともあんたが今読もうとしているソレは普通じゃないって断言できるわ！」

「人間の感性って面白いよな。同じ半裸の絵でも、美術館にあれば芸術品で、本屋のＲ指定コーナーにあればエロだと言う。この矛盾はどうしたものか」

「どうもしない！　少なくともあんたが考えることじゃない！」

「神子、それは違う。こういう問題こそ一人一人が真剣に考えるものなんだ。ネット全盛の今の時代、世界は様々な情報に溢あふれている。そんな情報の海で溺れないようにするためにも、一人一人が考えるようにならないといけないんだよ。誰かの意見に踊らされるな。それは違う──と、明確に反論できるだけの芯を自分の中に作り上げるんだ」

「たった今あたしの中に作り上げたわ！　いいからソレしまえ！」

　そろそろ神み子この怒りがＭＡＸになりそうだったので、俺は素直に従った。

　夏休み初日の朝っぱらから叩たたき起こされたことへの復讐はこれくらいにしておこう。

　内心、俺も結構恥ずかしかったからな。これ以上は無理。

「ここ教えてよ。どうやって解くのかわかんない」

「ああ、これはな──」




　と、こんな感じで今年の夏休みの宿題を俺たちは終わらせた。

　来年は俺のところに来なくても、一人で処理できるようになっていればいいと思う。









バンガローでがんばろう






　夏休み七日目。

　ようやく空そらの補習も終わり、全員が夏休みに突入できた俺たちは、かねてから計画していた旅行を実行に移す。

　予定通り目的地は山、凛りん音ねの家が所有している別荘を拠点に五日ほど遊ぶつもりだ。

　五日間で必要な生活必需品は向こうで用意してくれる手はずになっているので、持っていくものはそれほど多くない。

　俺は旅行中の着替えだけを準備し、リュックに詰め込み部屋を出る。

　ちょうど三人の妹たちも出るところだったようで、俺たちは連れ立って海え老び名な駅近くの待ち合わせ場所へと向かった。

　そこで神子や昴流すばると合流し、電車を使って目的地へ行く予定だったのだが。

「………………何でいるんですか？」

　待ち合わせ場所には神子と昴流だけでなく、何な故ぜか凛音と昴流のお父さんとお母さん、星ほし延のべグループ最高経営責任者──星延陽よう太たさんと巡めぐ理りさんの姿もあった。

　陽太さんはアロハシャツにハーフパンツ、巡理さんはタンクトップに薄手のスカートと、夏を満喫する気まんまんな格好である。

「私たちがいては何か不ま味ずいのかね？」

「ごめんなさいね。この人ったら『私も行く！　行くんだーっ！』って聞かなくて」

「そ、そんな風には言ってないだろう！」

「……言ってたよお父さん」

　ボクしっかり聞きました──とでも言いたそうな顔で昴流すばるがため息をついた。

　ちなみに昴流の格好は、赤のＹシャツにショートパンツ。ボーイッシュ要素を取り入れた、動きやすそうかつかわいらしい格好である。

　俺の異い妹まいが爽さわやかかわいい。

「そういうわけだから、私たちもご一緒していいかしら？」

「構わない」

「もちろん。大人がいたほうがいいとわたしは思うし」

「あたしも。何か間違いがあっちゃいけないもんね」

「……そこで何な故ぜ俺を見る？」

「何言ってるんですか神み子こさん!?　むしろ間違い上等じゃないですか！　兄さんにはこれを機会に間違いを起こしていただき、わたしと子どもを作っていただかないと！」

「作らねえよ!?　俺は妹と結婚する気はない！　特にお前とは！」

「ふっ……今夜のわたしを見て同じことを言えると思わないで下さいよ兄さん？　兄さんと旅行をするこの日のために、わたしは一週間前から入念な下着選びをしてきたんですからね！　わたしのＯバックが今夜火を吹きますよ！」

「すいません陽よう太たさん巡めぐ理りさん。出発前にちょっとコンビニに寄っていいですか？　この実バ妹カに下着買わせますんで」

「ああっ!?　兄さん、一体何を!?」

　凛りん音ねのバッグをむしりとって巡理さんにパス。

　俺は凛音を引きずり、近くのコンビニに向かった。





　　　　　☆






　星ほし延のべ家の別荘は他県にあるため、当初俺たちは電車とバスを乗り継いで行く予定だったのだが、凛音と昴流の両親が引率してくれることとなったためその必要がなくなった。

　二人が車を用意してくれていたので、それに乗って目的地へ直接移動することになったのだが……。

「くる、ま……？」

　俺たちの目の前に白いリムジンがあった。

　いや、これをリムジンって言っていいのだろうか？　ベースは明らかにリムジンなんだけど、キャンピングカーにカスタマイズされている。

　気後れしながらも乗ろうとドアを開けた瞬間、「部屋？」と内心ツッコんでしまうような光景が、車の中に広がっていた。

　その光景をたとえるならば１ＬＤＫのマンション。車の中には水道＆電気が完備されており、完璧な日本における中流家庭の一般家屋が再現されていた。

　テレビ＆冷蔵庫がありトイレも完備。小さめだがキッチンテーブルやリクライニングシートもあり、観葉植物まである。

　これは本当に車なのだろうか？

　エンジンがついた動く家なんじゃないの？

「ほらほらお兄ちゃん、早く乗って」

「お、おお……」

　あまりの光景に茫ぼう然ぜんとしていた俺を、内側から昴流すばるが手を引き促うながす。

　車のドアを閉め、玄関部分（？）で靴を脱いで奥へ。すでに中では思い思いにみんな寛くつろいでいたので、俺もその輪の中に参加する。何で車の中に畳があるんだろうな？

「みんな乗ったようだな」

　運転席の陽よう太たさんが最終確認し、出発。

　車とは名ばかりの動く家が走り出した。自分で運転するんだな、この人。

「目的地までは三時間くらいだ」

「ゆっくり寛いでね」

　寛げと言われましても──と俺は思ったのだが、三十分もすればこの状況に適応し、女性陣と同様にくつろぎ始めた。

　人間の適応力ってマジすごいな。この最強の適応力があったから。人間は地球でここまで繁栄できたんだろうな。人類マジ最強。

「兄さんもやりませんか？」

「旅行の大富豪は定番……らしい」

「お兄にいもやろうよきっと楽しい……と思うから」

「……ねぇ彗さとる？　何で空そらと青あお葉ばさんから物悲しい空気が漂ってるの？」

「お兄ちゃん、二人の過去に何があったの？」

「気づかないフリしてやれ。今の厳しい世の中には、そういうやさしさこそ必要なんだよ……」

　二人をそうたしなめると、俺は参加の意を表明してテーブルにつく。

　俺たちの人数は六人と、大富豪をやるにはちょっとだけ多いが大丈夫だろう。平民を二人にすれば何も問題ない。

　ちなみに、とある地域では三枚交換を強要される、超大富豪と超大貧民という六人プレイ時の役職があるらしいが、今回それはやらないことにする。

「この勝負もらいましたっ！　革命ですっ！　食らいなさい！　宇宙の法則が乱れ、全すべての強さが入れ替わりますっ！」

「じゃあ革命返しね。そんな事実は起こらなかったってことで」

「ぐふぅっ!?」

「誰も出せないわよね？　それじゃこれでいくわ」

「７!?」

「じゃあわたしは８。事前のローカルルール確認で８流しはアリだったよね？」

「え、ええ……アリです」

「というわけで８流し──からのこれ！」

「４の……ダブル、ですと？」

「じゃあボクはこれかな。はい」

「じゃ俺はこれ」

「……………………パスで」

「わたしはこれ」

「それじゃあわたしは２のダブル。誰も出せないから流して……さらに８流しからの３っと。やった、大富豪！」

「それじゃＡエース。誰もいけないわよね？　４であーがりっと」

「ボクは……」

「俺は……」

「わたしは……」

「……………………ありません」

　俺たちが次々とカードを処理していく中、凛りん音ねだけは一向にそうならない。

　どうも革命が返されると思っていなかったようで、手札の中には最弱のクソカードしか残っていないらしい。

　当然、全員そのことには気づいていたため、凛音は狙い撃ちされてフルボッコ。最後まで一枚も出すことなく、大貧民の地位に陥おちいる結果となった。

「くうっ……わたしの、わたしの革命が、妹革命が返されるなんて……」

　妹革命って何だよ？

「それもこれも全部神み子こさんのせいです……。このなかで唯一兄さんの妹でない外がい妹まい種しゆのあなたが余計なことをしなければ、わたしは大富豪でいられたんです。大富豪の権利を声こわ高だかに主張して、２さんを……２さんの全てをいただけたのに！」

「何な故ぜ、２にさん付けする？」

　とまあ、こんなことをしているうちに時間が過ぎ、俺たちは目的地に到着した。

「くっ……結局一度も大富豪になることができませんでした……」

「そういうゲームだし仕方ない」

「一度大貧民になっちゃうと、革命が起きない限りまず返せないもんね」

「６人だからってのもあるわよね」

「カードが少ないからペア以上が揃いにくいもんね」

「っていうか、それもあるけどそれ以上に凛りん音ねが弱すぎるってのもあるだろ。強いカードの使い時をめっちゃ逃してたぞ。２を持ってたらちゃんと使えよ」

「わかってます、それはわかっているのですが、わたしにはどうしてもできませんでした。貧民以下に陥おちいったわたしに優しく手を差し伸べてくれた２さんを、どうしても勝利への布石として、道具として見ることができませんでした……」

「だから、何で２にさん付けをする!?」

　何となく理由はわかるけど、絶対にそこをツッコんではやらない。

　この実じつ妹まい絶対ツッコミ待ちだからな。

「ほらほら、いつまでもしゃべってないで、荷物持ってさっさと降りようぜ？」

　そう促うながし、俺は先陣を切って車から降りる。

　肩に荷物を担いだ俺の目に、最初に飛び込んできた色は緑。街まち中なかでは、まずお目にかかれないような豊かな自然が目の前に広がっていた。

　広めの駐車場を少し行ったその先にある、森林公園のような一面の緑。

　俺たちがこれから滞在する別荘は、どうやらこの中にあるようだ。

「お部屋は好きなところを使ってちょうだい。たくさんあるから喧けん嘩かしないでね」

「良識の範囲でな」

「……何で俺を見るんですか？」

　注意する相手を間違ってる。

「別荘には温泉を引いているから、一休みしたら入るといい」

「近くにはきれいな川もあるから、明日はそこでご飯を食べましょう。もちろん泳げるわよ」

「本当ですか!?　凛音ちゃんのお義か母あさん!?」

「川で泳ぐとか、テンション上がる」

「さすが世界の星ほし延のべね。すっごいところに別荘持ってるわ……」

「本当にな」

　温泉と川遊びが同時にできる場所に別荘持ってるとか贅沢の極きよく致ちだろ。

　そんな避ひ暑しよ地ちの一等地に、部屋がたくさんある別荘を構えているあたり、やはり俺の実じつ妹まいを育ててくれたこの人たちは、半端ない金持ちなのだと実感する。

「兄さん兄さん、兄さんはどこのお部屋を使いますか？」

「まだ決めてないけど、とりあえずお前と離れた部屋を使おうと思ってる」

「何でですかっ!?」

「自分の胸に手を当てて考えてみろ」

　普段の自分の言動を振り返れば、自おのずと答えは出てくるものだ。

　これ以上凛りん音ねのご両親（特に義父）に睨にらまれたくないんだよ。

　陽よう太たさん、今も俺のほうめっちゃ見てるしな。

「お兄ちゃんお兄ちゃん。ボクは隣を使っちゃダメかな？」

「別にいいぞ。昴流すばるなら」

「どうしてですかっ!?」

　昴流にはあっさりと許可を出したため、凛音が再び声を上げた。

「前々から思っていましたけど、やはり兄さんは昴流に甘いですっ！　激甘ですっ！　わたしはダメなのに、どうして昴流はいいんですかっ!?」

「お前よりも昴流のほうが妹って感じがするんだよな」

「ああっ!?　嬉しいけど悲しいですっ！」

　凛音が頭を抱えて悶もだえ始めた。

「兄さんに妹として見られないのは喜ぶべきこと、歓迎すべきことのはず……。なのに、なのに何な故ぜこんなにも胸が苦しいのですか？」

「勘違いするな！　妹と見ていないわけじゃないわ！」

　本当は凛音の言うとおりなのだが、それを言うとこの実じつ妹まいは調子に乗って何をするかわからない。

　このことを知っているのは、俺以外には神み子こだけでいい。

「お前と違って、昴流は純粋に兄として慕したってくれているからな。下心満載のお前と扱いが変わるのは当然だろう？」

「その下心に応えていただくわけにはいかないんでしょうか？」

「いくか！　お前のご両親もいる場所で応えられるか！」

「ほう、では私たちがいなければ応えるというわけかな？」

「いや、そういうわけじゃ──」

「そういうことなんですね兄さんっ！　そういうわけなのでお義と父うさんお義か母あさんっ、今すぐ帰っていただけますか!?」

「帰っていただくわけにいくかコノヤロオオォォォッ！　絶対お前の思おも惑わく通りになんていかせるかコノヤロオオォォォッ！」

「ふっふっふ、ところがそうはいくのですよ兄さん。わたしたちがこれから泊まる別荘は、とても大きいですが木製のログハウス風の別荘──つまりバンガローの一種です。兄さんはバンガローにまつわるこんな言葉を知っていますか？　『バンガローでがんば──』」

「そこから先は言わせねえよ!?」

「いいえ言わせていただきます！　先人たちはこう言いました。『バンガローでがんばろう』と。そしてその言葉通りに頑張った結果がここに！」

　凛りん音ねが持ってきた荷物の中から一冊のファイルを出した。

　タイトルは『バンガローでがんばろう　～幸せ家族計画～　』。

　見るからにロクでもなさそうな内容のタイトルである。

「このファイル内容は、わたしがネットの海を彷徨さまよい集めたバンガローの逸いつ話わ集です。古こ今こん東とう西ざいの先人の方々が頑張りつかみ取った幸せの軌跡……それによると──」

「お兄ちゃんお姉ちゃん、質問なんだけど、バンガローで何を頑張るの？」

「いい質問ですね昴流すばる。今からお姉ちゃんがこのファイルを元に教え──」

「なくていいわ！」

　ドスッ──という音が聞こえてきそうな一撃が凛音の脇腹に入った。

　凛音の意識は切断され、一撃を放った奴──神み子この腕の中に倒れこむ。

　ナイスだ神子。後でジュースおごってやる。

　ちなみに陽よう太たさんと巡めぐ理りさんは何も言わない。自分の義娘むすめが相当アレなのを理解しているようだ。

「ねえお姉ちゃんたち、バンガローで何を頑張るの？」

「黙秘する」

「昴流ちゃんはまだ知らなくていいことだよ」

「気にしないで。そのうち授業でやると思うから」

「う、うん？」

　昴流は納得がいっていない様子だが、全員からの無言の圧力を感じたのか諦めてくれたようだ。

　世間一般の普通の中二ならば、何を頑張るのか理解できるのだろうけど、幸か不幸か昴流は超のつくレベルのお嬢様である。

　きっと学校でもそういった話題は上がってこないんだろうな。

　そのうち知ってしまうだろうが、せめてもうしばらくの間は、世間に毒されない純粋ピュアな異妹いもうとでいて欲しい。

「さ、いつまでもこんなところで話してないで、さっさと行きましょう！」

「神子に同意。わたし角部屋がいい」

「ほら、昴流ちゃんもいこう、ね？」

　神子が音頭を取り、女性陣たちを引き連れ先行する。

　俺は神子の一撃で凛音が落としたファイルを拾い、中身を抜き取り後に続く。

「すいません、別荘にシュレッダーってあります？」







　俺はシュレッダーの場所を確認すると、真っ先にファイルの中身を処分した。

　その後、復活した凛りん音ねが中身を消されてショックを受けたが知ったことじゃない。

　未成年がバンガローでがんばってはいけない。

　なお、何をがんばってはいけないのかはあえて言うこともないと思うので、ここは述べずに終わらせようと思う。









サービスカット（偽）






「はー、食った食った」

　夜の八時。

　夕食時に腹いっぱい美う味まいものを堪たん能のうさせてもらった俺は、用意された部屋の中でゴロ寝していた。

　普段はこんなに、起き上がるのがキツくなるほど食べないのだが、何な故ぜか陽よう太たさんや巡めぐ理りさんにやたらと勧められたので断り切れず、こういうことに至いたったというわけだ。

　まあ、青あお葉ばの料理ほどじゃないけどめっちゃ美味かったし、普段はなかなか食べれない高級食材をふんだんに使った料理だったし別にいいんだけどな。俺的に得はしてるし。

「腹ごなしにテレビでも見るかな」

　俺はベッドの上を転がって移動し、テレビのリモコンを取る。

「何か面白そうな番組はやってないかな──っと？」

　チャンネル欄を開き確認し、何となく好みに合いそうな番組を見つけ出した。

　俺はそれを見ることに決めチャンネルを変更。再び転がり向きを変え、寝ながらテレビを見る体勢に移行する。

　そしてそのまま一時間。

「さて」

　食い物がこなれたのでもう苦しくない。

　俺は一時間ぶりにようやく身体を起こし立ち上がると、見ていたテレビの電源を落とし、持ってきた荷物の中から下着などを取り出し部屋を出る。

　うら若き美少女たちと一つ屋根の下というこの状況、そんなところで下着とか言ったら、「この状況で下着だと？　まさかバンガローでがんばろうとしているんじゃないだろうな？」と、勘繰られてしまうこと請け合いだな──とか、そんなどうでもいいことを脳内で思い描きほくそ笑むあたり、俺はちょっと疲れているのかもしれない。主に凛りん音ねのせいで。

　当然のことながら、俺は別にバンガローでがんばろうとしているわけじゃない。

　確かに下着も持っているけど、それ以外のものもちゃんと持っている。「など」ってちゃんとつけているだろう？

　俺が持っている下着以外のものはタオルに石せつ鹼けん、そして着替え。

　この持ち物からわかるとおり、俺がこれからしようとしていることは、言うまでもなく入浴である。

　凛音の話だと、温泉をわざわざ引いているらしいので楽しみ極まりない。俺、温泉大好き。

　個人の所有物とは思えないほど長い廊下を渡り、複雑な模様が彫られた木製の手すりを伝いながら、やけに感触のいいレッドカーペットの上を歩き、いよいよ目的の場所に到着した俺は、『男』と書かれた暖の簾れんをくぐり、着ていた服を脱ぎ、脱衣所にあったカゴに入れる。

　風呂が男女別に分かれていたり、脱衣所が単独で成立している場所が個人のお宅にあることはもうツッコまない。

「ふむ」

　全身が映る巨大な鏡の前でポーズを取り、己の肉体を確認する俺。

　うむ、我ながらなかなかやりおる。買い物する時とかに、妹の代わりに重いものを持ってやったりして鍛え上げた上じよう腕わん二に頭とう筋きんといい、妹たち全員分の夕食の食材を乗せた自転車を漕こいで鍛え上げた、大だい腿たい四し頭とう筋きんに下か腿たい筋きんなどがよく仕上がっているじゃないか。

　空そらにつきあってこの前みんなで行ったジムで鍛え上げた腹筋も、以前と比べていい感じに仕上がり始めているし、そろそろシックスパックに割れる可能性も十分に考えられる。

　ハリウッダーハリウッド俳優のようなセクシーバディを手に入れるのも夢じゃないのかもしれない。

「よし、入るか」

　全身チェックもつつがなく終了し、いよいよ俺は風呂とご対面する。

　世界トップクラスの金持ちの別荘にある風呂とは如何いかがなものだろうか？

　どんな風呂だったとしても驚かないよう覚悟を決め、ガラガラ──と、引き戸を開ける。

「意外に普通だな」

　目の前に広がる光景は、俺が想像していたものの何倍も普通だった。

　とは言っても個人のお宅で入れるようなレベルの代しろ物ものじゃないんだけどな。

　たとえるなら温泉旅館。内湯と外湯に分かれているタイプのやつだ。内湯にはサウナ、外湯には打たせ湯が備え付けられている。もうこれ完全に個人のお宅じゃないわ。

　川のほうから来る湿った涼しい風が、俺の全身を撫なでて心地いい。

　洗い場で全身をよく洗い、しっかりと垢あかを落としてからまずは打たせ湯だ。肩に腰に、小さな滝のように流れてくるお湯を当て、しっかりと疲れを取る。

　──ガラガラッ。

　ん？

「ああ、いたのか？」

「あ、ども」

　音がしたほうへ視線を向けると、タオルに桶というフル装備で固めた陽よう太たさんの姿（全裸）があった。

　四十過ぎとは思えないほど若々しい肉体を持つ陽太さんの態度は、俺がいるにもかかわらず実に堂々としたもので、全く何も隠そうとしない。

　まるで「わが星ほし延のべに後ろめたいところなどない。故ゆえに隠さず！」とでも言っているかのようである。

　凛りん音ねの普段の言動や、このオッサンの普段のリアクション及びキャラクター性から察するに、後ろめたいことがあっても強引に後ろめたくないことにしているような気がしないでもないけど。

　陽太さんは洗い場でしっかりと身体を洗い、お湯に浸かるのか──と思いきや。

「隣、いいだろうか？」

「え？　……ああ、はい、どうぞ」

「失礼する」

　何な故ぜか湯舟には入らず俺の隣に座り、湯に打たれ始めた。

　このおっさん、俺の隣で気まずくないのだろうか？

　義娘むすめの実じつ兄けいとはいえ、娘に近づく男なんだぞ？

　それだけならまだしも、肝心の義娘が「結婚したい！」とか言ってる相手なんだぞ？

　義娘のワガママで一緒に連れてはきたものの、普通こうやって二人きりの場所で隣に座ろうとか思わないと思うんだけどな。

　それなのに、何でわざわざ俺の隣に？

　打たせ湯ならまだあと五個くらいあるのに何でわざわざ？

　ぶっちゃけ俺は超気まずい。連れてきてもらった上にいい思いまでさせてもらっておいてなんだけど、さっさとどっか行ってくれないかな──とすら思ってる。

　だったら断ればよかったじゃねえか──と、頭の中にいるもう一人の俺がツッコミを入れるが、そんなことできるわけがない。

　そんな態度取ったらめっちゃ失礼だろうが。お互い空気では感じていても、わざわざ口に出すものじゃない。それが大人というものである。

　あと、単純に権力者に逆らう勇気がない。

「……学校は楽しいかね？」

「何な故ぜ、息子との会話に困った休日のお父さんみたいなことを!?」

「誰がお父さんで息子だ!?　まだそう決まったわけではない！」

「そういう意味で言ったわけじゃないことくらい察してください！」

「む、そうだな。すまなかった。少し興奮してしまったようだ」

　俺のツッコミに対し、陽よう太たさんは意外にも素直に謝ってくれた。

　この前会ったときは、もっと人の話を聞かない暴走気味のおっさんなイメージだったんだけど、このわずかな間に何かあったのだろうか？

「最近調べなければいけないことができて少し疲れ気味でな。少し精神的に余裕がなかった。私の非を認めよう」

「ああ、いや、わかってもらえればいいんです。わざわざ謝ってもらわなくても──」

「いや、これは私の誠意の問題だ。私の謝罪は一国の大統領すらなかなか受けることのできないものだが、素直に受けてほしい」

「受けられるかーいっ！」

「この経済界の魔王と言われる星ほし延のべ陽太に頭を下げさせたのだ。将来総理大臣や大統領、裏世界を牛ぎゆう耳じるマフィアの親玉や経済界の重じゅう鎮ちんなどに会ったときに自慢するといい」

「会わねええぇぇぇっ！　そんな人たちと関わり合う未来が見えねええぇぇぇっ!?」

　っていうか関わり合いたくねえよ！

　さすがは世界経済の裏支配者と呼ばれる星延グループのトップだ。

　そんな人たちと関わってるなんて、凛りん音ねみたいに多少頭の中身はアレだけど超おっかねえわ。

「……………………（バシャバシャバシャ）」

「……………………（バシャバシャバシャ）」

「……………………（バシャバシャバシャ）」

「……………………（バシャバシャバシャ）」

　か、会話が続かねえ……。

　ただお互いの湯に打たれるだけの音が、夏の夜空に吸い込まれていく。

　さんざんツッコんだ手前アレだが、空気を変えるためにここはひとつ頑張ってみるとしようじゃないか。

「調べものって、何ですか？」

「気になるかね？」

　いや？　別に──と言いたいところだがグッと我慢して。

「ええ、少しだけ」

「言っておくが、我が星ほし延のべグループの運営に関わることじゃないぞ？　聞いたところで関連企業の株価の上下に関わることではないから、一ひと儲もうけとかできはしないが？」

「やりませんよ!?」

　それインサイダー取引じゃねえか！

　インサイダー取引とは、上場企業の関係者（役員、大株主など）から、会社運営に関わる重要な事実を聞き、その情報が公開される前にその会社の株を売買することだ。

　確実にその企業の価値が上がる、または下がることを、他の人が知る前に事前情報として得ており、それを活用し利益を得れば、『金融商品取引法違反』に該当するれっきとした犯罪が成立し前ぜん科か一いつ犯ぱんとなる。

「だいたい俺の歳で株とかやりませんよ。そもそもやるための資金がないし」

「最低限の資金ならバイトでもすれば貯ためられるだろう？　ふ、アルバイトで貯めた金を株につぎ込み、利益を得ていたあの頃が懐かしい」

「全く共感できない青春時代の思い出ですね！」

「ならば今からでも始めてみてはどうだろうか？　今なら株だけでなくＦＸエフエツクスもある。稼ぐ場所には困らないだろう？」

「カモられる場所にも困らないのでやめておきます」

　素人しろうとが株やＦＸに手を出すと痛い目に遭あうので止やめたほうがいい。

「で、調べものって？」

「ある人物についての足そく跡せきだ」

　肩と腰が十分ほぐれたので、場所を湯舟に移し続きを語る。

「妻の巡めぐ理りがな、どうしてもその人物が気になるというから、その人物の過去を洗っているところなのだよ」

「へぇ、何か大変そうですね」

「ああ、大変だ。なにぶん十年以上も昔のことだし、場所も場所だし内容も内容だ。足跡がほとんど残っていない上に完全に途切れているに等しい。わが星延グループの力を総動員してもほぼ不可能だと言わざるを得ない」

「そうなんですか」

　それは大変だ。

　総資産が先進国の国家予算に匹敵すると言われる、世界の星ほし延のべの総力を挙げても足そく跡せきをつかめないかもしれない人間を調べるなんてそりゃあ疲れるだろうな。

「いっそのこと諦めちゃったらどうですか？」

　星延グループの総力を挙げても難しいのならやるだけ無駄なんじゃないだろうか？

　そう思ってそう提案したのだが。

「そういうわけにもいかない。このことは妻だけでなく、私自身も気になるのでな」

「なるほど」

「それにな……」

「それに？」

「このことは私にとっても妻にとっても、とても大切なことなのだ。たとえ足跡を追うのが不可能に近かったとしても、諦めるという選択肢は存在しない」

　そう言った陽よう太たさんの表情から覚悟のようなものを感じられた。

「幸いなことに不可能だと思われていたのはつい最近までで、今は有力な手掛かりをつかんでいる。だからこうしてのんびりと温泉に浸かれるのだよ」

「あ、そうなんですか。良かったですね」

「ああ、本当によかった……本当に……」

　そうしみじみとつぶやいた陽太さんは立ち上がり露ろ天てん風呂へと移動した。

　俺も十分に身体がほぐれたのでそれに続き、しばらく並んで湯につかる。

　そしてしばらくの後。

「先に上がらせてもらう。きみも湯あたりする前に上がりなさい」

「あ、はい。わかりました。わざわざありがとうございます」

「うむ」

　陽太さんはチラリと俺を一いち瞥べつすると、そう言って風呂から上がっていった。

　俺はもう少し温泉を楽しもうと思っていたけど、ああ言われたしそろそろ上がろう。

　もう十分温まったし汗も流した。

　この旅行はまだあと四日もあるし、風呂を楽しむ時間は十分にある。

　陽太さんの言う通り、湯あたりする前に出るとしようか。

「さて、俺もそろそ──」

「うっわーっ！　すっごい広い！」

　そろそろ上がろうと思った矢先、突然近くで女子の声が上がった。

　声の場所から察するに女湯側、上げたのは青あお葉ばだろう。月一の贅沢として通うレベルで温泉というかデカい風呂が好きらしいからな。

　温泉旅館レベルのこの風呂を見て感動したのだろう──と、想像するのはそう難しいことじゃない。

「ほら、みんなも早くこっちきて！　めっちゃ広いよここのお風呂！　超テンション上がっちゃう！」

「喜んでもらえて何よりです。ところで神み子こさん、テンションではなく血圧や血糖値があがる気配はありませんか？」

「この歳であるわけないでしょ!?」

「そうですか……残念です」

「あんた喧けん嘩か売ってる!?　売ってるわよね!?　旅行にまで来て売ってるわよね!?」

「わたしは世界の星ほし延のべの娘ですよ？　古こ今こん東とう西ざいありとあらゆるものを取り扱っているのが当然です。それが喧嘩だとしてもおかしくありません。ですよね、昴流すばる？」

「何でお姉ちゃんボクを巻き込むの!?」

「それはですね昴流、最近お姉ちゃんの目から見て、明らかに兄さんにかわいがられているからですよ。いわゆる嫉しつ妬とですね」

「そんなことが理由で!?」

「わたしにとっては『そんなこと』じゃないんですよ……。一緒にいた時間では空そらちゃんに負け、胸の大きさでは青あお葉ばさんに負け、その上妹っぽさまで昴流に負けたら、もう……何を支えに生きたらいいかわからなくなります……」

「凛りん音ね、血の濃さは？」

「それは……誇っていいかわからないので除外で」

　結ばれることを考えた場合、一番障害になるヤツだからな。

「血の繫つながりは嬉しくもありますが、同時に悲しくもなるんですよ。だって兄さんがすっごい気にしますし」

「いや、気にしなかったらダメでしょ？」

　あんたみたいに──と神子の声。

　そしてチャプンという音が微かすかに聞こえた。

　入浴、したのか？

「星延の持つ遺伝子関連の技術があれば、兄妹きようだいで子どもを作っても何の問題もないんですけどね……ふぅ」

「技術的な問題じゃなくて倫理的な問題でしょうに、全く……あー……胸が楽だわ」

「本当にね。水に浮かべている間だけだけど、肩こりを忘れられるのは大きいよねー」

「みんな大きくて大変そう」

「……そうだね」

　出ようと思ったけどやっぱりもう少しいることにしよう。

　そう思った理由は、出ようとした瞬間に珍しい鳥の声が聞こえたからであって、決して妹たち女性陣の会話が気になったわけじゃないということを主張させてもらう。

　話の流れからそろそろおっぱいについて語るんじゃないかとか、全然期待していないんだからねっ!?

「ん？　昴流すばるちゃん、さっきからわたしの胸見てるけど、そんなにこれ気になる？」

「えっ!?　う、うん……ちょっとだけ。ほら、ボクあんまりないから」

　っしゃオラアアアアァァァァァ…………………………とか思ってないよ!?

　でもまあ、その、何だ。鳥の声が気になるからもう少し声のする壁側に寄ろうかな。

「気にするほど小さくないと思うけどなあ」

「そうですね。わたしも中二のころはこのくらいでしたし」

「あたしはもう少しあったけど、これくらいが普通だと思うわね」

「たとえ私みたいに育たなくても気にすることはない。大きかろうが小さかろうが、機能的に問題ない」

「それはわかってるんだけどね。やっぱりボクは憧れるなあ」

　チャプチャプという水の音と同時に、微かすかにペチペチといった、明らかに肌にタッチしている音が聞こえ…………ないからねっ!?

　聞こえるのは珍しい鳥の声だけなんだからねっ!?

　いやあ、街中と違って鳥の声が良く聞こえるなあ。












「よかったら昴流すばるちゃん、触ってみる？」

「え、いいの？」

「いいよ？　別に減るもんじゃないし。女同士だし特に気にならないから」

「それじゃ……失礼します」

　パシャ……ピチャ……と、微かすかに水が動く音が俺の耳に聞こえる。

「どう？」

「すごく、大きい……。ねえ青あお葉ばお姉ちゃん、何センチか聞いてもいい？」

「確か、この前測ったときは九十三だったかな？」

「きゅっ、きゅうじゅうさんっ!?」

　昴流の驚いた声が耳の中を通り抜けた。

　そうか、九十三か。

　俺の似に妹まいのサイズは九十三なのか。おっぱい星人たちの間における、夢と現実の狭間はざまの数字である九十。わが愛しの似妹はそれを軽々と飛び越えて、夢を現実にしているというのか。

　子どもの頃は完全に見た目が男そのものだった青葉が。

　ノースリーブのシャツと短パンが死ぬほど似合うショタロリだった青葉が。

　拾った木の棒の先に犬のう〇こぶっ刺して振り回していた青葉が、きゅうじゅうさんか。

　全く、夢が広がるじゃないか。

　世界が平和でありますように。

「うわぁ……うわぁ……これが、きゅうじゅうさんの世界なんだ……」

「んっ……あ、あの、昴流ちゃん？　も、もういいかな？」

「これが、きゅうじゅうさんかぁ……」

「ねえ昴流ちゃん聞いてる？　ちょっと、あ…………あふっ……」

「すっごい柔らかいなあ……。ボクもこんな胸になれるかなあ……」

「昴流ちゃんホントお願い！　も、もうやめてっ！　じゃないとわたしもうっ！」

　どこか興奮したような、艶つやっぽい青──もとい、鳥の声が聞こえる。

　必死にもう止やめるよう訴えてはいるが、どうやら昴──もう一匹の鳥は聞こえていないらしい。

　声が届かないほど夢中になって弄いじくっているようだ。

「いいなあ……これいいなあ…………」

「初めての人はお兄にいって小さいころからずっと決めているのに！　それなのにっ！　お兄じゃない人にっ、女の子だけどお兄じゃない人に胸だけでっ!?　胸だけでっ!?　あ、あぁ……ん、んううぅっ!?」







　という青あお葉ば──じゃなかった、鳥の声が聞こえてきたため、俺はそっと音もたてずに湯から上がると、忍者のように忍びつつ風呂を出た。

　寝る前に青あお葉ばの様子を見たら、目から生気が失われつつあったので、明日はせいおっぱ……じゃなくて、せいいっぱい青葉を甘やかしてあげようと思う。









虫取り






　旅行二日目。

　俺は部屋の中を漂う爽さわやかな朝の空気に包まれ自然と目が覚めた。

　いやあ、この別荘最高だよな。近くに川があるから、常に涼し気な空気が循環している関係でクーラー基本的にいらないし、アスファルトがあるのは駐車場くらいだから、周囲の温度も上がりにくい。おまけに源泉かけ流しの温泉になっていて好きな時に入れるときている。

　いったいどんな悪いことをしたら、こんな天国のような別荘を手に入れることができるんだろうな。それを考えると怖くて眠れなくなりそうだから考えないけど。

「よいしょ、と」

　俺は掛け声とともに身体を起こし、ベッドから起き上がった。

　首を回し、肩を回し、腰を捻ひねり、最後に思いっきり伸びをする。

　うん、疲れは特に残っていないな。全身フル稼働の絶好調だ。今日一日遊び倒す準備完了である。

　となれば、後あとするべきことと言えば顔を洗うことくらいのものだ。

　備え付けの時計で時間を確認すると、今の時刻は朝の六時。鳥や虫の声はすれども、人の声は聞こえてこない。時間が時間だし、みんなまだ寝ているんだろうな。

　起こすのはかわいそうなので、俺はなるべく音を立てないよう、意識しながら部屋を出る。長い廊下に敷かれたカーペットのおかげで足音が消えるので、そんなに難しくない。

　ゆっくりと階段を降りて一階へ。そしてそのまま風呂場のほうへと向かう。

「あ、お兄にい」

　更衣室に入ろうとした瞬間、女湯のほうから青あお葉ばが現れた。

　身体が火ほ照てっているので、もしかしたら朝風呂に入ったのかもしれない。

「おはよう。爽さわやかないい朝だね」

「おはよう、きゅうじゅうさん。気持ちのいい朝だよな」

「きゅうじゅうさんって誰のこと!?」

　あ、やべ。

　昨日のアレのせいで、つい口からポロッと出てしまった。インパクトのある数字だったから仕方がないな。

「おはよう青葉。気持ちのいい朝だよな」

「ねえお兄、きゅうじゅうさんっていったい誰──」

「アスファルトがないから反射熱もないし、川から涼しい空気も来ている。まったく、金持ちの別荘は最高だよな、青葉？」

「うん、そうだね。それはそれとしてきゅうじゅうさんって──」

「聞いた話だとこの川泳げるらしいぞ？　ニジマスやヤマメみたいな魚もいるらしいし、すっごい楽しみだよな」

「ホント!?　川で泳ぐの初めてだからすっごい楽しみ！　…………で、きゅうじゅうさんの件だけど」

「陽よう太たさんと巡めぐ理りさんに頼んで、今日の昼は河原でバーベキューでもするか？　マンションの屋上でこの前やったばかりだけど、こういう大自然に囲まれてするのって別ものだと俺は思うんだけど、青葉はどう思う？」

「わたしもそう思う。何なら後で魚でも捕る？　川遊びがてらに」

「お、それいいな。それじゃ午前中はそうするか」

「了解。それじゃあ話はまとまったし、そろそろきゅうじゅうさんについて──」

「そういえば、前に青葉と二人きりで虫取りする約束してたよな。これだけ自然に囲まれてたら何かしらいそうだし今からどうだ？」

「行く！」

　そう言うと、青葉は「お兄とデートッ♪　お兄とデートッ♪」と口ずさみながら、自分の部屋へと帰っていった。

　どうやら誤ご魔ま化かせたらしい。危ないところだったぜ。

　虫取りなんて小学生（男子）の遊びの一つだし、デートにカウントするのはどうかと思うが、青あお葉ばがそう思いたいならそれでいいか。今日はなるべく甘やかすって昨日決めたからな。

　青葉を待たせるのもかわいそうなので、俺は更衣室に入り、洗面台でさっさと顔を洗った。

　もちろん歯を磨くのも忘れない。妹とはいえ、女子と行動する際のエチケットだからな。口臭は厳禁だ。

　それを終えたら部屋に戻り、着替えて玄関の外に移動。気持ちのいい空気をめいっぱい胸に吸い込みながら、俺は青葉が来るのを静かに待った。





　　　　　☆






「お待たせっ」

　別荘の壁に寄りかかりながらしばらくボーッとすること五分。

　ガチャリと木製のドアを開けて出てきた青葉の格好は。

「……お前、マジでその格好で行く気か？」

「うん、そうだけど？　似合ってない？」

「いや、似合ってないってわけじゃなくてだな……」

　むしろ死ぬほど似合ってる。

　ただ、似合ってるのがこの場合問題なわけで。

「じゃあいいじゃん。行こうよ」

「いや、良くはないだろ？　明らかに虫取りに適した格好じゃないだろうが」

「そう？　虫カゴ持ってるけど？」

「違うそこじゃない」

　だいたい虫カゴはファッションじゃねえ。

「青葉、俺たちはこれから虫取りに行くんだぞ？」

「うん、そうだね」

「今から行く場所はどんなところだ？」

「木がいっぱいの森の中だけど」

「それがわかっていて何でそんな格好を……？」

　そう言いつつ、俺は青葉を指さした。

「森で虫取りするのに、何でお前ノースリーブと短パンなの？」

　そう、青葉の今の格好は、白のノースリーブシャツにホットパンツ風の短パンと、いわゆる虫取り少年ファッションなのだ。

　一見すると何も問題がないように思えるこの格好だけど、主に二つの理由から虫取りに適していないと判断できる。

　一つは場所。

　比較的虫の少ない野原や河原で虫取りやザリガニ取りをする場合ならば、動きやすく涼しいこの格好は適しているが、蚊かや蜂はちなどの、人間にとって害になる虫と遭遇する確率が高い森や林の中なら話は別だ。肌の露出が多いぶんめっちゃ刺される。

　そしてもう一つの理由は、当然青あお葉ば自身である。

　何しろかわいい俺の似に妹まいはきゅうじゅうさん──他の部分のサイズは知らないけど、腰はキュッと締まっているし、尻も女性らしい緩ゆるやかなカーブを描いていることから、こちらもすごいと思われる、グラビアアイドルなんて目じゃないくらいのスタイルの持ち主である。

　そんなスタイルのうら若き女子がそんな恰好をしたら、もう……当然気になって虫取りなんてできたもんじゃない。脳内でグラビア撮影が始まるレベル。

　虫カゴの紐ひもを肩にかけているからパイスラッシュしてるし……って、もうこれ狙ってやってないこれ!?　俺の似妹の殺意がすごい。

　俺を性的に殺しに来ている感ある。

「蚊はともかく、蜂にさされたらどうするんだ？」

「えー？　大丈夫だよ。ちゃんと虫よけスプレーつけてきたし」

　腕を頭の後ろに組みながら青葉が反論する。

　肩をほぐしたいんだろうけど俺の目の前でやるな。脇をアピールするんじゃない。あと、ノースリーブの隙間から見えるきゅうじゅうさんの横側。

　お前虫取りに行くんだろうが。グラビア撮影にいくわけじゃないんだろうが。

　見たいけど見るわけにはいかないため、理性をフル動員させなきゃいけないから疲れるんだよ。

「せめて何か上着を羽織ってこい。下はそのままでいいから」

「はーい」

　どうやら妥協してくれたみたいで、青葉は再び中に戻っていった。

　出発前にずいぶんと理性が働いてくれたおかげで、俺のＨ精Ｐ神はだいぶ削られてしまった。

　このまま何も起きず、無事に朝メシを迎えることができるのだろうか？

　そんな思いを抱きながら、帰ってきた青葉と森の中に向かってから十五分後──。





　　　　　☆






「うっひゃっひゃっひゃ！」

「いやっふうううぅぅぅぅっ！」

　俺と青あお葉ばのテンションは限界突破していた。

　それは何な故ぜか？

　簡単だ。俺たちの住む海え老び名な市は、わりと最近駅前開発が終わって新興住宅地化したニュータウン。

　アスファルトで覆われた道路が縦じゆう横おう無む尽じんに広がっており、緑は少し離れた郊外にしかない。その郊外も基本的に田んぼと畑なので、虫たちが好んで集まるクヌギの木はない。

　いや、もしかしたら俺が知らないだけで、思春期突入前のボーイズたちは知っているのかも知れないけど、そのレベルでクヌギの木を見ないのだ。

　なので、俺は舞まい並なみ家に引き取られて海老名市に来てから、虫取りを本格的にやる機会がなかった。

　おそらく青葉も同じだろう。施設のあった地域にはクヌギの木は残っていたけど、海老名市（特に市街地）では本当に見ないからな。

　そんな俺たちの前に大量のクヌギの木が現れたのだ。しかもめっちゃ樹液を吸いに来た虫たちがいる。

　幼き頃の思い出をガンガンに刺激された上、目の前には大量の虫たちターゲットがいるとくれば、テンションも上がろうというもの。

「お兄にいっ！　見てっ！　あそこ、あそこにめっちゃ大きいカブトムシがいる！」

「本当だ！　お!?　青葉！　あっちにはオオクワっぽいのもいるぞ！」

「マジで!?　一時期ウン万円もした、黒いダイヤとも言われるあのオオクワ!?　どこっ!?　どこどこ!?　どのへん!?」

「ほら、あのへん」

「本当だーっ！　ねえねえお兄！　あれっていくらになるかな!?　捕まえて売ったらいくらになるかなっ!?」

「残念だけど、そんなにいい値段にはならないだろうな」

「えー？　何で？」

　目が￥マークになりつつあった青葉が不満の声を漏もらす。

　俺たちは施設にいたころ、二人でとっつかまえた虫たちを近所のコンビニの店頭で売らせてもらい、小遣いを稼いでいた過去があるので、今回もそれができると思ったんだろうな。

　しかも、相手は『黒いダイヤ』と称される、激レア昆虫のオオクワガタだ。

　たぶん値段もそれ相応に期待したのだろうが…………残念ながらその夢はもう見れないのだ。

　何な故ぜなら、オオクワが『黒いダイヤ』だったのは遠い過去の話。

　外国産の輸入が解禁され、繁はん殖しよく方法も確立されてしまった今は、数が当時より圧倒的に増えている。つまり、オオクワガタの希少価値は下がり、『黒いダイヤ』の値段は大暴落してしまったというわけだ。ネットオークションで数百円からってのも見かける。

「養殖じゃない天然モノだから、千円はいけるだろうけどそのあたりだと思うぞ」

「そっかー……。ちょっと残念」

　青あお葉ばの目から￥マークが消えた。

　金の呪じゆ縛ばくから解放されたらしい。

「でも珍しいのは確かだし、あれ絶対捕まえようね！」

「おう！　ついでに人数分捕まえて、みんなで昆虫相撲させようぜ！」

　あれ結構楽しいんだよな。

　本当なら自分で捕まえてきた虫を使うのが愛着があっていいんだけど、まあいいだろう。

「とりあえず、簡単に捕まえれそうなヤツからいくぞ。飯終わって帰られちゃう前に」

「了解っ！」

　俺と青葉は目を凝らし、注意深く周囲を見回し、樹液の有無を確認する。

　まずは手の届く範囲に虫のたまり場がないかを確認するのが採集のコツである。

　今回は網を持ってきていないし、なるべく低い位置にあってほしい。

「あ、お兄にい、あそこっ」

「お、本当だ。いくぞ青葉」

　さっそく青葉が虫の集落コロニーを見つけたため、二人で速攻をかける。

　地面から一メートルくらいの場所から樹液が湧き出ており、そこに虫が群がっている。

　俺たちは気配をなるべく消してそっと近づくと、食事をしていたカブトムシとノコギリクワガタの背中をそっとつかんで捕まえた。

「まずは二匹、と」

「あ、よく見るとこの子たち身体が赤いよ！」

　カブトムシやクワガタと聞くと、真っ先に黒を思い浮かべる人が多いと思うけど、実は彼らの色は一種類じゃない。

　日本には黒の他にもう一色、赤いカブトムシとクワガタがいるのである。

　あくまで個人的な意見になるけど、黒よりも赤のほうが三倍くらい強い。ギャグでもネタでも何でもなくて、これは厳げん然ぜんたる事実だ。

　施設にいたころ、青葉とは虫相撲で毎年この時期遊んでいたのだが、赤いカブトやクワガタのほうが、黒よりも大きく勝ち越している。何か赤のほうが動きが速いんだよな。

　それに力も体格関係なしにあるから、相手の懐ふところに角を差し込んだり、腹にハサミを食い込ませてガッシリつかんだりして、速攻で見事なバックドロップを決めてくれたりして、見ているほうも盛り上がって楽しいのだ。マジで赤最高。最高にして最強。

「いきなり赤とは幸先いいな。この調子でどんどん行こうぜ」

「うんっ」

　捕まえた二匹を虫カゴに入れ、俺たちは次のターゲットを探し始める。

　早朝という時間帯もあって、俺たちは次々とターゲットとなる虫たちを、苦労することなく発見することができた。

　俺たちが今いるところは星ほし延のべ家の私有地だし、普段人があまり入らないんだろうな。超入れ食い状態ですわ。

　あまりにも大量に捕れすぎてしまったため成果を厳選し、残りは自然に還すことにした。

　売ることを目的としているわけじゃないし、それを目的にしていたとしても、育てられないのに捕りすぎるのはＮＧである。

「よし、五匹まで減らしたな」

「じゃあ、そろそろアレを捕まえようよ」

　アレとは、最初に見つけたオオクワガタである。

　俺たちは記憶を元に件くだんの木を探し出し、ヤツがいた位置を確認する。

「あれ？　いないね」

「もう三十分くらい経ってるし、メシを終えて帰ったのかもな」

「えー……そんなぁ」

「仕方ないさ。諦めて適当に一匹………………あ」

「どうしたのお兄にい……あ」

　いた。

　諦めて別の一匹に走ろうと思った矢先、最後に全体を確認中、発見した。

　さっきよりもずいぶんと上のほう、だいたい地上から三メートルくらいの位置に移動していた。

「わたしじゃちょっと無理だね。お兄はどう？」

「俺もギリギリ無理かな。届いてもつかめなそうだ」

　カブトムシやクワガタの身体は硬くて滑りやすい。

　特にクワガタは角がないので、カブトムシに比べてつかみにくい。ジャンプで捕獲するのは非現実的だと言わざるを得ない。

　見つけたけど、やっぱり無理なので諦めよう──俺はそう言おうとしたのだが。

「そうだっ！」

　ピコーン！──と、青あお葉ばの頭上で電球が光った。

　どうやら何か思いついたらしい。

「お兄、肩車だよ！」

「肩車ぁ？」

「そう、肩車！　昔そうやって捕ってたじゃん！」

　肩車──ご存じの通り、二人一組でやるアレである。

　一人がもう一人の跨またぐらに頭を突っ込んで、そのまま肩に担いで持ち上げるアレだ。決して柔道の投げ技だったり、持ち上げられた相手に空中ラリアットをかますヤツじゃない。そもそも後者はダブルインパクトであって肩車じゃないな。

「肩車って……お前本気か!?」

　歳を考えない青あお葉ばの発言に驚いた俺は、青葉の意思を再確認する。

　だって肩車だぞ？　子どもの頃ならいざ知らず、今の俺たちは立派な思春期ボーイ＆ガール。異性としてお互い成長した今、股間と後頭部、及びふとももを密着させる肩車という行為は、俺が上になるにしろ下になるにしろ、色んな意味で危険である。

　なので、俺は青葉に意思の確認をしたわけなのだが。

「い、いいよ！　その……お兄にいなら……」

　……マジでか？

　青葉の発言に内心、少なからず動揺してしまう。

「将来お兄のお嫁さんになるんだし、それくらいなら別に……。恥ずかしいけど、将来もっとすごいことをすると思えば……」

「妹とそういうことはしねえっての。で、改めてもう一度確認するけど、お前本当にそれでいいのか？」

「い、いいって言ってるじゃん！」

　恥ずかしそうに青葉が叫ぶ。

　羞しゆう恥ち心しんに悶もだえる俺の似に妹まいがかわいい。

「わかった。上と下、どっちがいい？」

「……上でお願いします」

　呟つぶやくような小さな声で青葉が言う。

　俺は内心のドキドキを極力顔に出さないよう努めながら、青葉の後ろに回って肩車をした。

「…………………………」

「お、お兄、どうかした？　急に黙っちゃったけど」

「いいや、どうもしないぞ？」

　噓です超どうかしてます。むしろこの状況でどうかしない奴はおかしいです。そんな奴は存在しません。青葉のふともも超柔らかい。虫取りという軽い運動のおかげで汗でちょっと湿ってしっとり。俺の頰ほおにもちっとしたふとももがぺたっと吸いつくし、ほのかにただよう汗のにおいがいけないとわかってても興奮するしでやばいです。あとなるべく後頭部を意識しないようにしているけど超無理ゲーです。どんな妹でも愛せるという俺の圧倒的なお兄ちゃん力をもってしてもこれはダメだ！　きつい！　負けそうになる！　兄である俺の心の奥底に封じ込められている『男』という名の邪神が復活してしまいそうになる！　くっそおおおぉぉぉう！　復活させてなるものか！　妹ハーレムは俺が守る！　萌えろ！　俺の妹宇宙コスモオオオォォォォッ！　「ぐわああぁぁぁぁぁっ！」よしっ！　再封印完了だ！　「くぅ……今回は大人しく引き下がってやろう。だがしかし、次もこうなるとは思わぬことだ。兄だ妹だとは言っているが、それはお前の本心ではない。妹たちを女として見てしまうことがあるお前が、一体どこまで妹ハーレムを貫けるのか見み物ものだな」黙れ！　さっさと心の奥へと消え失せろ邪神めえええぇぇぇっ！　「ぐはははははははははっ！　忘れるな！　我はお前だ！　お前の心だ！　お前の中にある最も認めたくない自分自身だ！　お前がいつ心変わりをするか、心の奥底で楽しく見続けさせてもらうぞおおおぉぉぉっ！」……そんな日は永遠に来させはしないさ。俺は妹と結婚する気はないんだからな……。

「うーん……っ！　だめだっ！　ギリ届かない！　お兄にい、背伸びできる？」

「できるぞー、ほら」

　心の中で起こった、お兄ちゃん世界の存在を懸けた壮大な戦闘のことなどおくびにも出さず、青あお葉ばとコミュニケーションを取る俺である。

「ありがとっ！　もうちょっとで届きそう」

「無茶するなよ？　ただでさえバランス悪いんだからな」

「わかってるわかってる。……えいっ！」

「言ってる傍そばからお前はあああぁぁぁっ！」

　青葉がジャンプしようとしたため、俺は大きくバランスを崩してしまった。

　肩車＋背伸びの状態からさらにジャンプとか、これでバランスを崩さなかったら神である。

「あっ、わっわあああぁぁぁぁっ!?」

「青葉っ!?」

　俺は素早く頭を引き抜き、青葉の上体を抱きかかえた。

　これなら俺が下敷きになれるから、青葉が怪我をする可能性は低いはず。

　問題は俺が痛いということだが、そこは受け入れるとしようか。

　何しろ俺はお兄ちゃんだからな。妹を守るのは当然である。

　そう、妹を守るのは当然なのだ。

　怪我からも。

　そして、俺自身からも。

「お、お兄っ!?　大丈夫っ!?」

　ああ、大丈夫だよ青あお葉ば。ところで早いところ離れてもらえないか？　何か顔がとっても柔らかくていいにおいのするきゅうじゅうさんに包まれているし、何かちょっと硬い突起物が口に当たっているし、早いところこの状態を解除しないと封印したそばから邪神が「我は滅びぬぅ！　何度でも蘇よみがえるぅ！」──ほらあああぁぁぁぁっ！

「だ、大丈夫だ。それより早くどいてくれないか？　息が苦しい」

「ご、ごめんっ！」

　青葉がすぐにどいてくれたので、俺の中に眠る邪神は復活することなく再び眠りについた。

「お兄にい、ごめんね？　痛かった？」

「このくらい平気だよ。ただ、次やったら怒るぞ？」

「うん……本当にごめんなさい」

「わかればよし……よっと」

　俺は立ち上がり、服についた汚れをはたく。

「あれ？」

「どうしたの？」

「いなくなってる」

　汚れを落とした後、何となしに見上げた現場にヤツはいなかった。

「あ、もしかして？」

　青葉が周囲の地面を探し始めた。

「転ぶ前に足が当たったからそれで落ちたのかも」

　カブトムシやクワガタを捕る手段の一つに、「木を蹴る」という手法がある。

　土台となっている木を蹴って揺らし、無理矢理落下させて捕るという手法だ。

　この手法は高いところにいる虫たちも、網も使わず簡単かつ大量に捕獲することができるという、極めて優れた採集方法ではあるのだが、一つだけ気を付けなければならないことがあったりする。

「あ、いた！　お兄いたよ！　木の根元！」

「そうか、それはそれとして青葉、すぐにそれ虫カゴの中に入れろ」

「え？　どうして？」

「そんなの決まってるだろ」

　それは──。




「逃げるんだよおおおぉぉぉぉっ！」

　──ブウウウウゥゥゥゥン…………。

　──ブブブブブブブブブブ…………。

　耳を澄ますと、川の水音の中に先ほどまではなかった異音が混じっているのがわかる。

　そう、この異音こそが「木を蹴る」やり方の中に眠る、たった一つの懸け念ねん事項にして危険事項。

　すなわち──蜂はちである。木を蹴って揺らすと、樹液に集まった虫たちだけでなく、その木に巣を作った蜂の巣まで落としてしまう可能性があるのだ。

　落とさなかったとしても巣を作っていた場合、自分たちの巣を襲撃した敵として認識し襲い掛かってくることがある。

　木を蹴るのはハイリスクハイリターンな諸もろ刃はの剣つるぎでもあるのだ！

　よい子は絶対マネしないように。

　やるなら巣がないか確認しような！







「きゃあああああぁぁぁぁっ!?　まだ追ってきてるううううぅぅぅっ!?」

「振り向くな青あお葉ばあああぁぁぁっ！　追い付かれるぞおおおぉぉぉぉっ！」

　最悪なことに、俺たちが落としてしまった巣はスズメバチの巣だったようだ。

　超攻撃性が高く、猛毒を持つスズメバチは知っての通り大変危険な蜂である。

　刺されたら最悪死に至いたるため、俺たちは全力疾しつ走そうで来た道を戻る。












　隣では青あお葉ばがきゅうじゅうさんをブルンブルンさせているがそれどころじゃない。その光景に見み惚とれていたら──死ぬ。比ひ喩ゆでも何でもなくガチで。

　それがわかっているからだろう。俺の中に眠る邪神の三回目の復活の気配はない。

　ヤツも言ってる。

　生きるために今は走れ！　全力で走れ！　明日という日をつかみ取るのだ──と。

「お兄にい！　まだいる!?　まだ追ってきてる!?」

「数は減ったけどまだいる！　走れ青葉！　走るんだああああぁぁぁっ！」




　人間、生命の危機に陥おちいると、とてつもない能力が覚かく醒せいするものだ。

　いわゆる火事場の馬鹿力だな。

　生命の危機を感じ取った俺と青葉は脳のリミッターを解除。オリンピック選手もびっくりなスピードで全力疾しつ走そう、みんなの待つ別荘へと戻り──そのまま午後まで転がっていた。

　限界を超えると肉体への反動がパないことを、この日俺と青葉は学びました──まる。









川






　かつて、とある侍がこう言ったらしい。




　──釣りとは精神修養の一環である。




　現代ではメジャーなアウトドアスポーツとして、多くの人に楽しまれている釣りが、精神面の欠点を直し、人格の向上を図る精神トレーニングの一種だなんてそんなことあるわけないじゃないか──と俺は思っていた。

　確かに釣れない時間はわりと退屈だし、苦痛に思えるかもしれない。

　だけど、ちゃんとしたエサをつけて魚のいそうな場所に糸を垂らせば、それほど時を待たずして食いつくし、なかなかそうならなくても、ちょっと竿さおを揺らして生きているように演出してやればいい。

　知恵と工夫を生かせばそれなりに釣れて楽しめる。俺は今日の今日までそう思っていたし、実際俺以外にも。

「兄さん兄さん、見て下さいっ！　また釣れちゃいましたよ！」

「わたしも。釣りって超簡単」

「やったーっ！　大物だーっ♪」

「あ、またかかった。この川よく釣れるわね」

「あ、ボクもきた！　お昼に食べきれるかな？」

　と、実じつ妹まい＆義ぎ妹まい＆似に妹まい＆幼なじみ＆異い妹まいと、女子陣は全員絶ぜつ好こう釣ちようである。

　この場にいるただ一人を除いて。

「………………………………（ぐぎぎぎ）」

「あの、陽よう太たさん？」

「話しかけないでくれたまえ！　気が散る！」

「……すいません」

　そう、この場にいる中でただ一人、もう一時間くらい糸を垂らしているのに一向に魚がかからないのは星ほし延のべ陽太。

　世界トップセレブにして凛りん音ねの義父かつ昴流すばるの実じつ父ぷ。経済界の魔王その人だった。

「何な故ぜ、何故私だけ一向に釣れないのだ……？　竿さおもエサも最高級のものを揃えて釣っているというのに……一体何故？」

　うぐおおおぉぉぉぉ……──といううめき声っぽいものを上げながら、陽太さんが水面を睨にらみつける。

　視線の先にいた魚たちは、その視線に射抜かれるなり四し散さんし逃げてゆく。釣れない理由はたぶん殺気。肩の力抜いてもっと気楽にいこうぜ。

「くそっ、何故だ!?　私は経済界の魔王星ほし延のべ陽太だぞ!?　その私が魚ごときに後おくれを取るなどっ！」

　しかし陽太さんはそのことに気付く素振りを見せず、頭に血を上らせて行く。

「こうなったらあの手を使うか……」

　そう言ってズボンのポケットからスマホを取り出す。

　何か画面がホログラムっぽく浮き上がっているんだけど、きっと気のせいだろう。

「もしもし？　防衛大臣か？　私だ。今すぐ指定した場所に手しゆ榴りゆう弾だんを五個ほど──」

「「持ってこさせません（こさせない）！」」

　──ドボーンッ！

　娘二人の背後からの飛び蹴りにより、陽太さんは川に落下した。

　泳げるくらいの深さがあるから、たぶん怪我はないし溺れないと思う。

　そして予想通り、陽太さんは背中にサンダル跡をつけて無傷で生還した。

「何をするわが愛する娘たちよ！　お父さんを川に蹴り落とすなんてどういうつもりだ!?」

「お義と父うさんこそどういうつもりですか!?」

「爆発漁法は日本じゃ禁止されているやり方なんだよ!?」

「大丈夫だ。この世界ではお父さんが法律なのだ。特例手続きを取れば問題ない」

　娘二人の反論に、悪びれもせずそう答える陽よう太たさん。

　世界の星ほし延のべの総そう帥すい、器ちっちゃ！

「そういう問題じゃありません！」

「せっかくの自然が破壊されちゃうじゃないか！」

「うぅ……っ」

　娘二人に頭ごなしに叱られて、陽太さんはたじたじである。

　凛りん音ねと昴流すばるは水着姿。背中が大きく開いた白のハイレグを凛音が、アメリカ国旗のデザインされたバンドゥタイプのビキニを昴流が着用している。

　水着姿のＪＫ＆ＪＣに説教されるとか、ある意味ご褒ほう美びのような気がしないでもない。

「そんなことしたら、ボクお父さんとは口を利いてあげないんだから！」

「自分の欲望を満たすためなら何をしてもいいとか、それでもお義と父うさんは大人ですか!?　恥を知りなさい！」

　目の錯覚だろうか？

　凛音の頭にデッカいブーメランがぶっ刺さっているように見える。

　お前も人のこと言えないじゃねえか。

　血は繫つながってなくてもやっぱ親子だな、この二人。

　まだ説教は続きそうなので、俺はさり気なく竿さおを片付けその場を離れることにした。

「あれ、お兄にい、釣りはもういいの？」

「ああ、もう十分楽しんだしな」

　あんなうるさかったら、たぶん魚が逃げる。

「じゃあさ、みんなでビーチバレーやろうよ！　夏の定番だし！」

「確かに夏の定番だけどビーチバレーってお前……ここ海じゃなくて川だぞ？」

　河原でビーチバレーとか、大怪我する未来は必至だろうに。

　めっちゃ石あるんだけど。

「ああ、それなら大丈夫。あっちに砂地あったから。ちょうどあの曲がった先あたりに」

「はぁ？」

「あたり一面、浜辺みたいで結構広かったよ」

「わたしも確認した。たぶん埋まれる」

「金持ちのやることってスケールデカいわよね。あたしちょっと引いたわ」

「俺もそれ聞いてめっちゃ引いたわ……」

　川に浜辺っぽい場所作るとか、一体いくらかけたんだ……？

　さすが世界の星延。器は小さいけどやることがデカいな。

　冷静になって考えてみたけど、あの人や凛りん音ねに権力を持たしていいのだろうか？　一番権力を持っちゃいけないタイプの人間に思えてならない。

「じゃあ、そういうことならそうするか」

　というわけで、俺たちは河原でビーチバレーという、普通に考えたら自殺行為以外の何物でもない、字じ面づら的になんかおかしなことをすることにした。





　　　　　☆






　俺たちが釣った魚の下処理をしていた巡めぐ理りさんからスイカを受け取った俺たちは、人工的に造られた浜辺（河原）の中にスイカをセット。

　海の家を模もして造られたと思われる小屋の中から、ビーチバレーに使うポールとネット、そしてボールを持ち出し砂浜に設置。女子用にネットの高さを合わせた後、チーム分けのジャンケンをした。

　結果は俺＆空そらの義ぎ兄妹きようだいチームと青あお葉ば＆神み子この巨乳チーム。先攻後攻を決めて、遊ぶこと十数分──。




「うわっと!?」

　青葉の打ったスパイクが、俺陣地のコート内に突き刺さった。

　これで10─２。

　ワンサイドゲームである。

「……彗さとる、真面目まじめにやって」

　背中側から、空の不満げな声が聞こえる。

「……これでも真面目にやってるんだけどな」

「噓」

「ホントだって。俺バレーボール苦手なんだよ」

　不機嫌な義ぎ妹まいにそう言い訳をする俺だが、実のところ空の言う通り噓である。得意というわけじゃないけど、特に苦手というわけでもない。

　青葉や神子は運動神経が相当いいほうだけど、あくまで普通の女子高生の範はん疇ちゆうに収まっているレベルであって、プロレベルじゃない。

　なので、そつなくこなせるレベルの同年代男子であれば、圧勝とはいかずとも、もっと接戦になるはずなのだ。

　じゃあ何でそうなっていないのか？

　その理由は──青葉と神子の格好にある。

　ビーチバレーをやるのだから当然みんな水着だ。青葉は黄色い縁取りのされた青ビキニ、神み子こは白黒ストライブ柄のビキニと、どちらも非常に目のやりどころに困る格好なのである。












　しかも俺は前衛。ネットを挟んで真正面からそれらを見ることができる絶好のポジショニングにあるため、どうしても意識がそちらに引っ張られてしまう。

　サーブ直後とか（めっちゃ揺れる）、レシーブに構えている時とか（めっちゃ谷間強調される）、どうしても気になり動きが鈍ってしまい、思うように動けないのだ。

　男の本能だし仕方ないとはいえ……情けない。

「「いっえーい♪」」

　勝利の一発を決めた青あお葉ばと神子がノリノリでハイタッチを決める。

　お前ら結構仲良くなったよな。

「……もう一回。勝つまでやる」

　俺のせいでワンサイドゲームにされた空そらはえらく不満げにそう言った。

　青葉も神子もこれを了承。再度チーム分けを行い、戦いは新たなステージへと移り変わり、散々遊んで──休憩。





　　　　　☆






「あー、疲れた」

　ドサッ──と、疲れた身体を地面に投げ出す。

　……あー、空が青い。

　青い空に白い雲に、緑に囲まれ適度に涼しい暑すぎない砂浜。

　控え目に言って最高である。ありえないくらい快適な環境なので、やっぱ相当金かかってるんだろうな。金持ち半端ねえ。

「彗さとる」

　にゅ──と、空そらが俺の顔を覗のぞき込んできた。

「ん？　どうかしたのか？」

「日焼け止めを塗ぬってほしい。一人じゃできない」

　そう言い、空が日焼け止めクリームの入ったボトルを渡そうとする。

「そういうのは俺じゃなくて、青あお葉ばか神み子こに頼んだらどうだ？　女同士だろ？」

「青葉も神子も昼食の手伝いに向かった」

　ほら──と、空の示した先で、青葉と神子が包丁を握っていた。

　絶賛巡めぐ理りさんのお手伝い中である。

「だから頼めない。でも、もしそうじゃなくても二人には頼まない。こういうのは好きな人に頼むのがベスト。女同士でやっても楽しくない」

「楽しむためのモンじゃねえだろうに」

　渡されたボトルで額にツッコむ。

「周りが森だから日差しそんな強くないし、必要ないんじゃないのか？」

「普通はそうだと思う。でも、わたしは普通じゃないから」

「あ、そうか」

　言われてみれば確かにそうだ。

　この銀髪翠すい眼がんの義ぎ妹まいは日本人ではあるけれど、祖母方のロシアの血が色濃く出ているため肌がとても白く、普通の人より皮膚が弱い。

　他のメンバーなら日焼け止めが必要のないレベルであっても、空だけはその限りじゃないのだ。白人系は他の人種に比べて、メラニン色素が活性化しにくいという特徴がある。

　故ゆえに、日焼け止めは必須。

「だからお願い彗。わたしの全身にくまなくそれを塗ってほしい」

「やってやるけど背中だけな。前とか脚は自分でやれ」

「……彗のケチ」

　そう言って空がうつぶせで寝ころんだ。

　ご丁寧にビニールシートを持ち出し、すでに敷いている。

「じゃあお願い」

「はいよ、任せとけ」

　そう言い、空そらは背中に手をまわし、ビキニの紐ひもを外した。

　今日の空の水着はフリルつきの黒ビキニ。みんなと同様、前と違う水着である。

　俺はボトルから適当にクリームを出すと、空の背中にまんべんなく塗ぬりたくった。

「ひゃっ!?」

「あ、冷たかったか？」

「だ、大丈夫……。つ、続けて、彗さとる……」

「お、おう……？」

　言われた通り、俺は日焼け止めを塗る作業に戻る。

　始めこそ冷たいクリームが空の肌に触れるたびに「あっ!?」とか「くっ!?」とか、冷たさに耐えるような声を出していた空だったが、時が経つにつれ次第に「あふっ……」とか「ふ、あ……」とか「あ、ああぁぁぁぁ……」とか「んううぅぅぅっ！」とか、気持ちよさに必死に耐えるような声に変わってきた。

「さ、彗……」

「ん？　どうかしたか？」

「ちょ、ちょっと休憩」

　息も絶え絶えになった空が、顔を赤くしてそう言ってきたが。












「ダメだダメだ。そんなことできるわけないだろう？」

「ど、どうして？」

「全部同時に塗ぬらないとムラが出るだろう？」

　塗ったところと塗らないところが入り混じって、肌の色に差が出てしまう。

「途中でやめたらパンダになるだろう？　さ、あと半分だから我慢してくれ」

「あ、待って……せめてもう少し……」

「そのもう少しが命取りになるんだ。大人しく寝てろ。ほいっ」

「んうううぅぅぅぅぅ～～～～っ!?」

　おかまいなしにクリームを塗ると、声にならない声を空そらが上げた。

　その後も気にすることなく背中や腕にぬりぬりする度、そんな声が上がり、徐々に息も絶え絶えに。

　最後は小刻みにビクンビクンと震ふるえたまま動かなくなった。

「彗さとるぅ～、空ぁ～、ご飯できたわよ～」

　塗り終わって間もなく、お玉片手に水着エプロンの神み子こが俺たちを呼びに来た。

「スイカもキンキンに冷えてるからデザートもバッチリだよっ！」

　川の中からスイカを取り出した青あお葉ばもそれに続く。

「わかった、今行く」

　俺はすぐに立ち上がると、みんなの元へと向かい昼食に参加した。

　お説教が終わったのか、凛りん音ねたち三人も合流し、和気あいあいとした昼食が進む。

　そんな中、空だけは一向に姿を見せなかったため、俺は様子を見に戻る。




「…………………………（ビクンビクンッ）」




　空の意識はまだ戻っておらず、小刻みに震え続けている。

　俺はみんなの元に戻ると、空が寝ていることを伝えて昼食を取り置きしてもらった。

　ごめん、空。お兄ちゃんちょっとやりすぎた。









怖い話






「夏と言えば何だと思いますか、みなさん？」

　旅行も半ばを過ぎた三日目の夜。

　夕食を食べ終え、大広間でまったりと寛くつろいでいたら、凛りん音ねがそんなことを口に出した。

「夏と言えば……スイカ？」

「うーん、花火かな？」

「コミ──海じゃないの？　やっぱり」

「ボクはプールだと思うなあ」

「いやいや、急に聞くくらいだからそんな直球じゃないだろう？　答えはサウザン・オール・ステァーズだよな？」

「残念ながらみなさん不正解です」

　ふう、やれやれ──とでも言いたそうに首を振り、凛音が答えを否定した。

　チッ、サウザンじゃなくてＴＵＶＥチユーヴエのほうだったか。どちらも日本の夏を代表するビッグアーティストだからな。間違っても仕方ない。

「たしかにみなさんの言う通り、スイカ然しかり、花火然り、海然り、プール然り、そしてサウザン・オール・ステァーズ然り、どれも夏を代表する素晴らしいものたちです。しかしみなさん、肝心のものを忘れていませんか？」

「「「「「肝心のもの？」」」」」

「そうです」

　夏を代表する肝心なもの……他に何かあったかな？

　とりあえず経済財政諮し問もん会議でもないことはわかった。横で聞いてた陽よう太たさんが発言し、凛音にボロクソに言われて落ち込んでいる。いくら何でもそれはないのでしょうがないな。

「もう、夏と言えば怪談と肝きも試だめしでしょう!?」

　答えを聞いてはっとする俺たち。

　言われてみればそうだ。夏と言えばホラーが定番中の定番。テレビやラジオでは恐怖特番がはじまり、映画やゲームはホラーものが集中するじゃないか。

　あまりにも当たり前すぎて盲点だった。

「り、凛音ちゃん……ちょっと聞きたいんだけど？」

「はい、何でしょう青あお葉ばさん？」

「わ、わざわざそんなことを言うくらいだから、もしかして……？」




　──パッ。




「「「「「!?」」」」」

　突然部屋の明かりが消えた。

「…………その通りですよぅ～……」

　暗闇の中から突然浮かび上がった不気味な顔と声──もちろん凛りん音ねのものだ。

　隠し持っていた懐中電灯を顔の下から当てて不気味さを、声で恐怖を煽あおるという典型的な演出だ。いきなりのことで驚きはしたが、全員、特に動揺する様子は感じられない。

　ただ一名を除いて。

「ひゃあああぁぁぁぁっ!?」

　その一名とは──青あお葉ばだ。

　妹たちの中で最もお姉さんで俺より年上のはずの青葉が、この場にいる誰よりも動揺し怖がっている。

　そういや青葉は暗いのダメだったな。街のネオンくらいの、ある程度の明るさがあれば大丈夫なのだが、こういう真っ暗なのはダメなのだ。

　その原因はまだ青葉がショタロリかつオレっ娘こだった施設のころまで遡さかのぼるのだが、それは今は語らなくてもいいだろう。

　突然首に抱き着かれて、苦しいやら痛いやら、そして柔らか気持ちいいやらで、別の意味で俺動揺しちゃいそう。

「これから私を含めたみなさんに肝きも試だめしをしてもらいます……」

　腕に仕込んだペンライトも点灯し、手と顔に下から光を当て、不気味な声で凛音が説明を開始する。

　なんか超有名ＲＰＧ六作目のラスボス──ＤＥＡＴＨタムーアっぽい。

「僭せん越えつながらわたしがくじを用意させていただきました……」

　テーブルの上にくじを置く凛音。

「この箸立てには、わたしが先端に数字を書いた六本のくじがはいっています……。一人ずつくじを引いて、同じ数字の人とペアになってください……。そしてその数字の順に、今から教える場所に行き、割わり符ふを持ってくるのです……」

　うふふふふ……と、不気味な笑い声を上げながら説明するわが愛しの実じつ妹まいさまである。

　ホラー系ＢＧＭも入れてるし、とても芸が細かい。

「用意をしたのはわたしなので、インチキを疑う方……そう、誰とはあえて言いませんが、この場にいる中で唯一兄さんの妹ではない金髪ツインテビッチな方とかが何か言うかもしれませんので、まずは全員くじをチェックしてください……」

「思いっきりあたしだって言ってるじゃないの!?」

「いいえ？　言っていませんよ？　あくまでわたしが言ったのはこの場にいる『方』ですから……。『人』と言っていればたしかに神み子こさんが該当するのでしょうけど、わたしはそうは言っていませんからねぇ……うふふふふふ…………」

「うぎぎぎぎぎ……相変わらず性格悪いわねあんた！」

「とんでもない……わたしは『いい性格』ですよ…………くっくっくっく……」

　闇の中をふわふわ浮くような動きで凛りん音ねが神子を挑発する。

「全員確認しましたね………………？　ああ、まだ一人だけ残っていましたか……」

　凛音が斜め上に視線を移し、くじを掲げるような動作を見せる。

「ね、ねえお兄にい、凛音ちゃんは一体何をしてるの!?　何にくじを見せてるの!?　あそこにわたしの見えない何かがいるの!?」

「ただの演出だ。苦しいからそろそろ離れてくれ」

　凛音の演出がクリティカルヒットし、青あお葉ばがめっちゃビビってる。

「それでは確認も終わりましたので、みなさんくじを引いてください……」

　そう言って凛音はくじを引き、隣にいる昴流すばるにくじを渡した。

　それから時計回りにくじが渡され、一巡して凛音の元に戻る。

「では電気をつけます……。書かれている数字が同じ人同士がペアとなり、今から一時間後、順番に割わり符ふを取りに行ってくださいね…………？　うっふっふっふ……あはは……あはははははははははっ！」

　凛音（顔と手）は異様な笑い声を上げながら部屋中を飛び回った後、電気のスイッチを入れた。

「じゃあ今から場所を説明しますから、しっかり覚えて下さいね？」

「「「「キャラの切り替え早い!?」」」」

　凛音の変わり身の早さに総ツッコミが入る。

　唯一──青葉を除いて。





　　　　　☆






　凛音が提示した肝きも試だめしのルートは非常に簡単なものだった。

　一本道なので、正直しっかり覚える必要はない。道なりに歩くだけなので、どんな方向音痴でも間違うのは難しい。

　五分で説明を終えた後は、肝試し気分を盛り上げるために、各自が知っている怖い話を順々に語った。

　素人しろうとが語る話なので、内容が怖くても語りが怖くなければあんまり意味がない。

　なので、当然微妙な気分のまま肝試し開始かと思いきや、意外と空そらがいい仕事した。

　俺も今まで知らなかったのだが、空って怪談めっちゃ上う手まい。

　基本的に感情の起伏を露あらわにする喋しゃべり方じゃないからか淡々と語るのだが、それがジャンルとマッチして心の中にある恐怖を上う手まい具合に刺激しかき立ててくる。

　しかも適当なところでわざと感情的に語ったりするので、その恐怖も倍増だ。

　神み子こや昴流すばるなんかは小さく悲鳴を上げていたし、言い出しっぺの凛りん音ねすらも平気な顔を見せてはいたが、額には冷や汗、身体はブルブルだった。

　傍そばで聞いていた陽よう太たさんと巡めぐ理りさんも、いつの間にかリビングから消えていたし、もうこれ空そらの天職なんじゃないの!?

　基本的に目立つのが嫌な奴なので、絶対この道には進まないだろうけど。

　ちなみに他のメンバーですらそんな感じなので、この中で最もホラーが苦手なわが愛しの似に妹まいは──。

「………………………………っ！」

「……大丈夫か？」

　当然こうなる。

　目と耳をふさいで情報を遮しや断だんし、小さく丸まり、隣にいる俺に寄りかかっている。

　他人の体温で安心するらしい。

「だ、大丈夫に決まってるじゃないか！　わたしを誰だと思ってるのかな!?」

「ホラーが苦手な青あお葉ばちゃん」

「に、苦手だったのは小学校までだもんっ！　い、今は全然大丈夫だし！」

「目のふちに涙を溜ためて言うセリフじゃないな」

「こ、これは汗だから！　か、勘違いしないでよねっ!?　オレは別にホラーなんて全然平気なんだからねっ!?」

　動揺して一人称が昔に戻っているあたり、全然大丈夫じゃなさそうである。

　っていうか、前にバイトの時にバレてるのにな。

　それすら思い出せない俺の似妹がパニくりかわいい。

「行ってくる」

「よろしくね、空お姉ちゃん」

　時間になったので肝きも試だめし開始。トップバッターは空＆昴流だ。

　二人は揃って玄関を出ると、暗闇の中へと消えて行った。

「そ、空ちゃんと昴流ちゃん大丈夫かな？」

　姿の見えなくなった二人を心配する青葉。

　まるで闇に飲み込まれたかのように見えなくなったので、一気に不安を煽あおられたらしい。

　ブルブル震ふるえながら俺の手を握りしめている。

「「ひゃあああぁぁぁぁぁっ!?」」

「いやあああぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「ぐえええぇぇぇぇぇ…………」

　二人の姿が見えなくなって一分もしたころ、突然闇の中から二人の悲鳴が上がった。

　それに驚いた青あお葉ばが俺の首に抱きついたのでめっちゃ苦しい。

　バイトで鍛えられているからか、青葉ってかなり力が強い。

　肩や背中にすごく柔らかいものが当たりまくっているけど、それを楽しむ余裕なんてまるでない。早く離してくれないと、本当にホラーな展開になる。

「あ、青葉、離してくれ……。マジで息できねぇ……」

「あ、ご、ごめ────んんにゃあああぁぁぁぁっ!?」

「ごぶふううぅぅぅっ!?」

　力が緩ゆるまったかと思ったら、再びものすごい力で俺の首が絞しめられた。

　その理由は空そらと昴流すばる。先ほど闇の中に消えた二人が、ものすごい勢いでダッシュして戻ってきたからだ。

「り、凛りん音ね……」

「お姉ちゃんアレ何!?　ヌルッとしたものが顔についたんだけど!?」

　よく見ると、二人の顔に何か透明な液体がついている。

「ふ、肝きも試だめしにはそういう仕掛けが必要不可欠でしょう？　しっかりと準備させていただきましたともっ！」

「なるほど。納得」

「相変わらずお姉ちゃん凝り性だなあ」

　納得したのか、二人は闇の中へと引き返していく。

　驚いて戻ってきてしまったけど、言われてみれば納得だと言ったところか。

「ヌルッて言ってたけど、あんたコンニャクでも仕掛けたの？」

「コンニャクですって？　バカなことを言わないでくださいよ。コンニャクは食べるものであって遊ぶものじゃないんです。ご家族から『食べ物で遊んではいけません』と教わらなかったのですか？　神み子こさん」

「う、ごめん。確かにあんたの言う通りだわ」

　凛音に注意され、神子が素直に謝った。

　よく肝試しの小道具として使われるコンニャクだけど、本来は食べ物だ。ああいう風な小道具として使うものじゃない。

「わかればいいのです、わかれば。豚汁に入れてもおでんに入れても美お味いしいコンニャクを、小道具として使うだなんてナンセンスです。『スタッフが後で美味しくいただきました』とかテロップを入れても、本当に後で美味しくいただいていても、本来の用途と違うことをしているのですからわたしは許しませんよっ！」

　実に立派な心掛けでお兄ちゃんちょっと嬉しい。

「ん？　じゃああいつらが言ったヌルッとしたものの正体って？」

「ローションですね」

「「何てものを仕掛けたんだお前（あんた）はっ!?」」

　俺と神み子こがダブルでツッコんだ。

「ロ、ローションってアレでしょ？　その…………ほら」

「はい、神子さんが普段からされている、エロエロでお見せできない妄もう想そうの中に出てくるヤツで間違いありません」

「してない！　そんな妄想してないから！」

　必死に否定する神子を、凛りん音ねが「またまたぁ」と、返してからかっている。

　お前ら本当に仲良くなったなあ。

「お前、そんなもん一体どこで……？」

「ドンキッキですよ？」

「あそこそんなモン売ってるの!?」

「はい、売ってますよ？」

　ドンキッキとは、全国展開されている何でも屋である。

　食べ物から何から、ここに来ればよほど特殊なものでない限り、欲しいものはだいたい揃うのだが、まさか大人のおもちゃそういうものまで揃うとは知らなかった。

「そうだったのか……ドンキッキは安さの殿堂であると同時に、大人の殿堂でもあったわけか……」

「で、でもあんた、その……そういうの置いてある場所って大人のコーナーでしょ？　買う時恥ずかしくなかったわけ？」

「恥ずかしいわけありませんよ。だってレジに持って行ったのはわが社の社員ですから」

「「買ったのお前（あんた）じゃないんかい!?」」

「ちなみに買ったのは情報部の方です。違う仕事がしたいと言うので、この仕事を任せてあげました」

「ただのパシリじゃねえか！」

　最悪だ！　この実じつ妹まい最悪すぎる！

　自分が恥ずかしいからって、他人に恥ずかしいのを押しつけやがった！

　しかもその情報部の人って、元プロの人だろう？　ＣＩＡやＫＧＢみたいな世界トップの諜ちよう報ほう機関にいた人に任せた仕事がエロい商品購入の代行って、究極の才能の無駄遣いじゃねえか。不良とパシリの関係じゃねえか。

　その人がしたかった別の仕事って、そういうのじゃないだろうに。

「手がすいていた人に簡単な仕事を任せる。適材適所というヤツですよ」

「今すぐ『適材適所』って単語ググってこい」

　百パーセント適材でも適所でもない。

「あ、戻ってきたみたいですね」

　気づかないうちにそこそこの時間が経過していたようだ。

　時間にしてだいたい十五分。闇の奥から空そらと昴流すばるが、割わり符ふを手にして現れた──………………めっちゃヌルヌルになって。

「……ただいま」

「……今すぐお風呂入りたいよ」

　空も昴流も、頭のてっぺんから足のつま先まで、余すところなくローションがかかってヌルヌルになっている。どんだけの量を仕掛けたんだ？

「さて、次はわたしたちですね。行きましょうか神み子こさん」

「そうね。それじゃ二人とも、行ってくるわ」

　二番手の凛りん音ねと神子が、闇の中へと歩き出す。

　俺は二人を見送った後、少しでも不安が和らぐように──と、肝きも試だめしが始まってからロクにしゃべろうとしない似に妹まいの手を握り続けた。

　それからさらに十五分後──。





　　　　　☆






「お兄にい、まだ着かない？　ねえ、まだ着かないの？」

　俺に手を引かれて真っ暗な道を歩く青あお葉ばが、声を震ふるわせながらそう尋ねる。

　まだ歩き出して一分くらいなので着くわけない。

　よほど怖いのか腰が若干引けており、目は完全に閉じられている。

「お前なあ……苦手なのはわかるけどそんなにビビるなよ。先に行った四人とも全然大丈夫だっただろうに」

　ローションまみれにはなってたけど。

「道は迷わない一本道だし、懐中電灯だってある。唯一ローションまみれになる心配はあるけど、それだって凛音が仕掛けた演出だってわかっているなら怖くないだろう？」

「そ、それはそうだけどさぁ……」

「怖い怖いって思っているから怖いんだ。『幽霊の正体見たり枯れ尾お花ばな』って昔から言うだろうが。怖いと思っているから何でもないものを怖いもんに見間違えちまうんだよ。遠くのほうに見えるうっすら透明な白いヤツだって、凛音が仕掛けたボロいビニール袋に決まってるし、さっきから聞こえるヒタヒタって感じの足音だって、凛音が雇やとったプロの人の尾行に決まってる。そう考えれば怖くないだろう？」

「怖いよ!?　っていうか白いのって何!?　どこにそんなのあるの!?　足音なんてわたし全然聞こえないんだけど!?」

「お前そんなに余裕ないのか……。あ、どうも、お疲れ様です」

「お兄にい今何したの!?　今誰に向かって挨拶したの!?」

「スタッフさんに決まってるだろうが。こんな夜、しかも虫に食われまくりそうな自然の中で、肝きも試だめしのために血みどろメイクして俺たちのために待っててくれたんだぞ。ねぎらいの言葉をかけるのは当然じゃないか」

「誰もいなかったよ!?　スタッフさんなんて影も形も存在しなかったよ!?」

「涙で視界が曇くもってるから見えなかったんだって。いやあ、それにしても最近の科学技術は進んでるよな。光こう学がく迷めい彩さいってあんなリアルにできるのか。完全に風景に溶け込んでたぞ、あの人」

「それ絶対違うよ!?　光学迷彩じゃなくて本物の幽霊だよ!?」

「はっはっは、バカだなあ青あお葉ば。俺は普通の人間だぜ？　幽霊とか見える特殊能力なんか持っているわけがないだろう？」

「持ってるって！　お兄絶対持ってるってーっ！」

「あははっ、そうだったら面白いな」

　心の中の中学二年生が大喜びだ。

「ほら、いつまでもビビってないで早く行こうぜ。そんなに怖いならすぐ終わらせたいだろう？」

「それは、そうだけ──」

　──ヒュオオオォォォォォ……。

　──ザザザザザザザザザザ……。

「いやああああぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　青葉を促うながした瞬間、突とつ如じよ生暖かい風が吹いて、木々を激しく揺らした。

　それに驚いた青葉は両手で両耳をふさぎ、その場に座り込んでしまった。

「もう嫌ぁ……。暗いの怖いぃ…………。オレ帰るぅ…………帰りたいよぅ……うわああああぁぁぁぁ……」

　とうとう泣き出してしまった。

　一人称が矯きよう正せい後の「わたし」ではなく、施設のころの「オレ」に戻ってしまっているあたり、本当に限界なのだろう。

　仕方がない。

「じゃあ青葉、俺が一人で行ってくるから先に帰っていいよ」

「やだぁ……一人で帰るの怖いよぅ……」

「わかった。なら一緒に帰ろう、な？」

「それもやだぁ……。オレお姉さんなのに一人だけ失敗とかカッコ悪いもん……」

　行くもダメ、帰るもダメとかどうせいっちゅーねん……。

　思ったより見み栄えっ張ぱりな似に妹まいに頭を悩ませてしまう。

　普段しっかりしているぶん、ギャップがあってかわいいから別にいいんだけどな。

「そうか、一人だけ失敗は嫌なんだな？」

「うん……嫌」

「ここで待っていれば俺が一人で行ってきてやるけど？」

「それはもっと嫌……。一人でこんなところにいるの怖い……」

「じゃあ一緒に行くしかないな」

「…………………………うん、行く」

　そう言い、青あお葉ばは自身の腕でぐしぐしと涙をぬぐった。

　ハンカチとか使わないあたりが青葉らしいと思う。

「ほら、それじゃ行こうか？」

「うん──あっ!?」

　ガクン──と青葉がバランスを崩した。

　どうも立ち上がろうとして失敗したらしい。

「大丈夫か青葉？」

「うん、ありがとうお兄にい。………………あれ？」

「どうしたんだ？　そんなに腰を上げ下げして？」

「た、立てない……」

「は？」

「こ、腰が抜けちゃったみたい……。下半身に全く力が入らないの…………」

　ああ、それでそんな変な動作を。

　でもそうなると弱ったな。青葉が動けないんじゃ、リタイアしないなら俺が行ってくるしかなくなったわけだけど。

「どうする？」

「………………して」

　回復まで待つか、俺が行ってくるか、どっちにする？──というニュアンスの「どうする？」だったのだが、青葉はそれ以外に選択肢を見つけたようで。

「……おんぶ、して。昔みたいに」

　か細い声で青葉が言った。

　昔、俺や青葉が施設にいたころは、遊び疲れて動けなくなった青葉をよくおんぶしてやったものだが、さすがに今それをやるのは如何いかがなものだろうか？

　性別の境界線がなかった子ども時代ならともかく、今の俺たちははっきりと成長した男と女（しかも片方はめっちゃ美少女）ときている。

　俺は現在の妹ハーレムを維持したいので、俺の被かぶったお兄ちゃんという名の仮面が剝はがされる可能性のあることはできるだけ避けたいのだが。

「わかったよ、ほら」

　本気で妹が助けを求めているのに、それをしないなんてお兄ちゃん失格である。

　俺の中のお兄ちゃん道に反するので、ここでおぶわないという選択肢は存在しない。

　理性で仮面を補強した後、すっと青あお葉ばに背中を差し出す。

　しかし。




「ありがとう、お兄にい……大好きだよ。ずっと前から……」




　補強したそばから仮面にヒビが入ったことは言うまでもない。

　こんなかわいい子と密着した状態で、耳元でこんなこと囁ささやかれたらそりゃヒビも入るわ。壊れなかった俺をむしろ褒ほめてやりたいとすら思う。よし、いいぞ俺！　グッドボーイ。

「よい、しょっと」

　青葉を背負って立ち上がる。

　背中には青葉のきゅうじゅうさん、手には青葉のふとももがあるが、それはできるだけ意識の外に置く。

　意識しないようにすれば、これ以上俺のお兄ちゃんの仮面にヒビが入ることはない。

　手と背中があった柔らかくなんてないし、首筋に吐息なんてかかってないぞ。

　そう自分に言い聞かせ、俺は青葉を背負いつつ目的地へ到着。件くだんの小屋は本当に普通の物置小屋といった感じの簡素なものだった。

　そこの出入り口の下に置かれていた割わり符ふを回収し、ようやく帰路に。

　来た道を戻り始めた瞬間、背中の青葉がホッとしたように感じた。




「ねえ、お兄？」

「うん？」

「怖いのでいっぱいいっぱいだったから忘れちゃってたけど、今わたしたちって二人きりだよね？」

「お、おお。そういえばそうだな？」

　二人きり──という単語にちょっとだけ動揺してしまうのは、こんな状況だし仕方ないと思う。

「どうしても聞きたいことがあるんだけどいいかな？　二人きりじゃないと聞けないようなことなんだけど……」

「別にいいけど？」

　一体何が聞きたいのだろう？

「お兄にいは、空そらちゃんと結婚する気……あるの？」

「ぶほっ!?」

　え、何？　何で？　何でそういうこといきなり聞くの!?

　あまりに突然の質問に衝撃を受け、俺の口からわけのわからない音が漏もれた。

「そういうリアクションを取るってことは、……やっぱり、結婚するの？」

「い、いやいやいやいや待て待て待て待て！　どうしていきなりそんな質問が出る!?」

「実は、この前聞こえちゃったんだ……」

　この前……この前っていうと──ああ！

「夏休みに入る前、お兄のお義と父うさんからの電話があったとき」

　やっぱりか。

　みんなで期末テスト対策の勉強をしていた時、急に義父さんから電話があったんだよな。

　そこで空への気持ちを聞かれ、一方的に結婚の許可をもらったのだが、聞いていたのか。

「実はあの時、お兄のすぐ後に部屋を出たんだ。シャーペンの芯を買いにコンビニまで行ったら、お兄の会話が聞こえて……。盗み聞きするつもりはなかったんだけど……」

「そうか……」

　結構なボリュームでツッコミを入れてたから、そういうこともあるかもしれない。

「ねえ、どうなの？　お兄は空ちゃんと結婚するの？」

「しないよ。そのつもりはない」

　俺は断言した。

「空は義理だけど妹だ。結婚しようなんて思うわけないだろう？」

「……本当？」

「ああ、本当だ」

「そう、よかったぁ……」

　嬉しくて安心したのか、ぎゅーっと青あお葉ばが抱きついてくる。

　背中のきゅうじゅうさんが思いっきり密着し、お兄ちゃんの仮面を攻撃してくる。

「お兄のお嫁さんはやっぱりわたしだよねっ。血の繫つながりも書類上の繫がりもないわたしこそが、真にお兄のお嫁さんになりうる存在だよねっ」

「言っておくけど、血の繫がりも書類上の繫がりもないお前も、俺の中じゃあ妹だからな。お前も他の二人と同じく、奥さん候補には上がってないぞ」

「……そうだね」

　俺のこの発言を、青葉は意外にもあっさりと肯定した。

「確かにお兄の言う通り、わたしもお兄にとってはただの妹なんだろうね……今はまだ」

　ふふっ──と、耳元で青葉が小さく笑う。












「でも、未来はどうかはわからない。一年後にはどうなっているか……いや、もしかしたら明日にでも──」

「変わらねえよ。俺にとってお前たちは妹で、それは絶対に変わらない」

「果たしてそうかな？　だってお兄にい……」

　青あお葉ばがさらに耳元に口を寄せてくる。

　それこそ、キスをするんじゃないかというくらいに。




「さっきからわたしのこと、意識してるでしょ？」




「してねえよ!?」

　核心を突いた発言に、反射的に大声が出てしまった。

「またまたぁ、さっきからお兄の心臓、ドキドキしっぱなしじゃない。背中伝いにわかるんだからね。妹だ何だと言ってるけど、本当はそう思えなくなってるんじゃないの？」

「そ、そんなことねーし！」

「本当かなあ？」

「本当だよ！　これ以上変なこと言うなら放り投げて置いていくからな！」

「ごめんなさい調子乗りましたそれだけは勘弁してください本気で怖いんです」

　青あお葉ばがガチで謝った。

　どうやら怖い云うん々ぬんは、この情報を俺から引き出すための演技ではなく、本気で怖かったようだ。

「ねえ、本当に、本っ当に心からわたしたちのこと妹だと思ってる？」

「思ってるって言ってるだろう。しつこいぞ？」

「じゃあこの心臓の音は？　現在進行形でドキドキしてるけど？」

「予想外の重労働させられているからだよ。重いものを持って、それなりの時間歩けばドキドキするわ」

「お、重くないもんっ！　女らしく成長しただけだもんっ！」

「わかったわかった。じゃあそういうことでいいよ。好きなだけそう思っていればいいさ。……現実から目を逸そらしてな」

「重くないし！　絶ぇーっ対！　重くなんてないから！」







　巧たくみに会話を誘導し、結婚の話題から体重の話題へとすり替えることに成功したようだ。

　俺の話術もなかなかだな。自信を持っていいかもしれない。

　それ以降、別荘に戻るまで、結婚の話題をむし返されることはなかったが、正直言って肝きもが冷えた。

　危うく青葉に俺の本心を、揺さぶられ看かん破ぱされるところだった。

　妹に俺の本心がバレることは、この妹ハーレム崩壊の危機を招くことになる。

　幽霊なんかよりも、そっちのほうが百倍も千倍も万倍も怖い。

　今回は何とか誤ご魔ま化かし事なきを得たが、正直本当に恐怖を覚えた。

　凛りん音ねの企画した肝きも試だめし──俺にとっては本当の意味で肝を試される企画だった。









掃除






　別荘での生活も四日目を迎えた。

　人間が四日も同じ場所で暮らせば、意識せずともそれなりに散らかり汚れるもの。

　というわけで、今日の午前中はお掃除タイムにしようと思う。

　部屋の隅にあった充電式のコードレス掃除機を手に取り、スイッチを入れる。

　ヒュオオオオォォォ……という風が吹き抜けるような小さな音とともに掃除機が起動した。そのまま床に転がすと──おお、すっごい吸うな！

　さすが吸引力が変わらないと称されるだけのことはあるぜ。目に見えないような細かいゴミなんかもガンガン吸ってキレイにしてくれているのがわかる。

　床の掃除はあっさり終わったし、次は布団だ。

　俺が普段使っているのとは段違いにふかふかでお値段も相当しそうな布団を抱え、ベランダに出る。

　なるべく日当たりの良さそうな場所に、布団を設置し日干しする。風で飛ばないように、近くにあった布団ばさみでしっかり固定し、俺の作業は次のステージへ。

　ベッドの下にあったベッド専用のクリーナーを使い、ベッドそのものを掃除する。

　いやぁ、これ一度使ってみたかったんだよな。毎秒ウン千だかウン万だかの細かな振動で細かな埃ほこりを巻き上げ吸い取りつつ、紫外線でしっかり消毒したベッドとは、どんだけ寝心地がいいのだろうか？

　四日ほど使い倒した今ならその違いがよくわかるはずだ。ちょっとテンション上がるぜ。俺ゴロ寝大好き。

　クリーナーのスイッチを入れると、紫色の光が下側から発生した。

　俺は鼻歌を歌いながらクリーナーをベッドに近づけていく。

「あら？　何をしているのかしら？」

「あ、おはようございます」

　ドアの向こうから巡めぐ理りさんが現れた。

　エプロンを着用しているあたり、朝食に呼びに来たのかもしれない。そろそろ丁度いい時間だしな。

「ご飯に呼びに来たのだけど、彗さとるくんはいったい何をしているの？」

「見ての通り掃除ですよ。ほら、明日帰るじゃないですか。これだけ広いと清掃業者さん呼んだりするんでしょうけど、せめて自分が使った部屋くらいは掃除しておこうと思いまして」

「ああ、そういうこと。しっかりとした考えの子でおばさん嬉しいわ」

　感心ねぇ──とニコニコする巡めぐ理りさん。

「こんなしっかりした子が息子だなんておばさん鼻が高いわ。どこに出しても恥ずかしくない自慢の息子ですって紹介できるわね」

「俺あなたの息子じゃないですよ!?」

「そういえばそうだったわね。今はまだ」

「今も未来もその予定はないんですけど!?」

　俺は凛りん音ねと結婚する気はない。当然昴流すばるとも。

　なので、俺が星ほし延のべ家の人間になる可能性はない。

「まあ、その話はまた今度するとして」

　両手で見えない何かを持ち上げ、別の場所に置く仕草を巡理さんが見せた。

　芸が細かいな、この人。

「掃除ならしなくてもいいわよ。ううん、むしろしないでちょうだい。そうしてくれるほうがおばさん嬉しい」

「どうしてです？」

　お世話になったお礼に少しでも──と思い、こうして掃除を始めたわけだけど、しないほうが嬉しいというのは何な故ぜだろう？

　プロに劣おとる素人しろうととはいえ、家事には少し自信がある。

　しないほうがマシ──なレベルには絶対にないと思うわけだが。

「だってあなたたちはお客さまだもの。来てもらったお客さまに掃除なんてさせるのはおかしいでしょう？」

「そうですけど、俺たちは純粋なお客さんというより、わがままを言って連れてきてもらった、どちらかといえば居い候そうろう的な立場ですし。お世話になったご恩をこういう形で返すのが普通じゃないですか？」

　お金や物で後々返すという手もなくはないけど、世界一の金持ち相手にそういうので返すのもちょっとなあ……。

「うーん、気持ちはありがたいんだけど、本当に掃除はしてほしくないのよ。ちょっと事情があってね……」

「事情、ですか？」

「ええ。気持ちは嬉しいんだけど、今回は遠えん慮りよしてくれるととても嬉しいわ」

「そういうことなら、まあ……」

　どうやら気を遣って言ったのではなく、本当に掃除をしてほしくないようなので、俺は素直にその言葉に従った。

　干していた布団を戻し道具を全すべて片付ける。

「でも、お世話になっておいて何も返さないのもなあ」

「だったら夕飯の仕込みを手伝ってくれる？　今日が最終日だし、ちょっと豪勢にしようと思うの」

「はい、喜んで」

　断る理由がない。

　俺は了承の返事を即座に返した。

「あと、今夜みんなで花火をしようと思うの。お金を渡すから、好きな花火を買ってきてくれるかしら？」

「わかりました。任せて下さい」

「ありがとう。いい子ね」

　そう言い、巡めぐ理りさんが俺の頭を撫なでた。

　何だか変な感じだな。心の奥がむず痒がゆくなるような、目め頭がしらが心なしか熱くなるような気がする。

「そうそう、彗さとるくんは原付の免許は持っているかしら？」

「いえ、持っていません」

「じゃあ自転車ね。今日はお父さんがちょっと用事で夜まで帰らないから、車が使えないのよ。申し訳ないけど買い物はそれで行ってくれる？」

「わかりました。で、自転車はどこに？」

「ここよ」

　──サッ。

　そう言って巡理さんが出したのは一枚のタブレット端末。

　すでに起動済みのタブレット端末には、高そうな自転車の画像がたくさん映し出されている。

「好きなのを選んでちょうだい」

「今から買うんですか!?」

「ええ、そうよ？」

　それが何か──と、でも言いたそうな顔の巡理さん。

　何かって次元の買い物じゃねえ。

「普段来ない場所だから自転車はないの。今注文すればお昼ぐらいには届くから心配いらないわよ？」

「いや、俺が驚いたのはそういうことじゃなくてですね……。自転車みたいなものを旅先でポンッと買っちゃうのか──って」

「あら、必要なものがなかったら買うのが当たり前でしょう？」

「それはそうなんですけどね……」

　ダメだ、この人話通じない。

　明らかに金銭感覚が庶民の俺とかけ離れすぎている。

　町内会に入っていたり、意外と庶民派だと思っていたけど、こういうところは全然違うな。

「買った自転車はここに置いていくのもアレだし、彗さとるくんにそのままプレゼントするわ。通学や買い物にでも使ってね」

「いやいやいやいやいや!?　こんないいところに連れてきてもらって、その上自転車までプレゼントされるとかないですから！　いくら何でももらいすぎです！　お返しできません！」

「別にお返しなんてしなくてもいいのよ？　貰ってくれるだけでいいの。ついでに言うと自転車だけじゃなくて、うちの娘も貰ってくれるとおばさん嬉しいわ」

「それはもっと貰えねえ!?」

「結婚を認めます」

「俺が絶対認めません！」

　実じつ妹まいを嫁にはできねえ！

　俺は妹ハーレムを楽しむ気まんまんではあるが、妹と結婚する気はないんだっての！

「そう、まあ自転車はともかく、結婚を無理強いするつもりはないから安心して」

「あ、はい」

　でも自転車は無理強いするのか。

　断れそうもないし、無難なヤツを選んでおくか。

「さあ、それじゃあ彗くん、買うもの買ったし、先にリビングに行っててくれる？　おばさんはみんなを起こしてから行くから」

「はい、わかりました」

「うん、素直ないいお返事ね。……あなたを育ててくれたご両親が、どれだけいい人だったのかが、うかがえるわ」







　そう言うと、巡めぐ理りさんは俺の部屋を出て、妹たちを起こしに行ってしまった。

　言われた通り、俺は先に一階へ降りてリビングへ。すでに用意されている朝食を前にしたまま、しばしの間待機する。

　朝食のメニューはパンにサラダにウィンナー＆目玉焼きと、とても一般的な洋風の朝食メニューだ。

　使われている材料が素人しろうと目にも輝いて見えるあたり、材料のお値段はとても一般的じゃなさそうだけど。

「何で、泣いていたんだろう？」

　俺の部屋を出る際、巡めぐ理りさんは目じりのあたりを手でこすっていた。

　その時、チラリとしか確認できなかったが、確かに巡理さんの指は濡ぬれていた。

　つまり、泣いていたことになる。

　さっきの流れで泣くようなポイントあったかな？

　金持ちの涙腺は理解できない。

「おはようございます兄さん」

「おはよう彗さとる」

「おはようお兄にい、いい朝だね」

　次々と妹たちがリビングに到着。続いて神み子こや昴流すばる、陽よう太たさんと到着し、巡理さんが最後に合流。みんなが揃い、朝食が開始された。

「………………」

「………………」

「……あの、すっげー食いづらいんですけど？」

　その際、巡理さんと陽太さんの視線が、やけに俺に集まり、非常に食いづらかったと言うことをここに記しておこうと思う。









花火






　こんな言葉をご存じだろうか？




　──船せん頭どう多くして船ふね山やまに上る。




　この言葉の意味は、指図する人が多すぎると、見当違いの方向に物事が進んでしまい上う手まくいかないものだということだ。

「絶ぇーっ対これです！　花火といえば打ち上げ花火に決まってます！」

「いーや！　花火といったら絶対に線香花火よ！」

　今、俺たちが置かれている状況がまさにそれだ。

　俺が巡理さんから、今夜遊ぶための花火を買うよう頼まれたことを知った他のメンバーたちが、自分も一緒に行くと言い出したので、午後は急きゆう遽きよサイクリングに変更。

　六人分の自転車が到着するなり、星ほし延のべグループが経営している大型商業施設内にある、花火専門店へと向かい、到着した俺たちなのだが、何を買うかで揉もめ始めた。

　さすがは、おはようからおやすみまで、世界の人々の暮らしを監──見つめる経済界の魔王星ほし延のべグループの店だけあって、花火の品揃えも半端ない。

　目につく花火全すべてが魅力的に映ってしまい、厳選しようと話し合った結果、こういう状況になってしまったというわけだ。

「花火と言えば打ち上げ花火！　派手で綺麗なあの花火こそ、夏の真しん骨こつ頂ちようです！　あれをやらずして夏を語ろうなどと、神み子こさんは本当に日本人ですか!?」

「あんたこそ何言ってるのよ!?　日本といえばワビ＆サビの国じゃないの！　小さくて儚はかない中に、極限まで情じよう緒ちよと美しさを詰め込んだ線香花火こそ日本の夏の真骨頂よ！　線香花火の情緒もわからないなんて、あんた本当に彗さとるの妹なの!?」

「ボクは爆ばく竹ちくかな。派手にパンパン鳴らすのって楽しいし」

「わたしはパラシュート花火。あれを取り合うの楽しいんだよね」

「みんな何を言ってる？　花火と言ったらネズミ花火。いけ好かないいじめっ子に向けて投げつける、もしくは花火を結んだ紐ひもをズボンやスカートにひっかけてから火をつけるのが最高。普段さんざんわたしをイジメて笑っている輩やからが、涙目になって悲鳴を上げて助けを求める姿を見るのが何よりも楽しく清すが々すがしい夏の風物詩」

　とまあ、このようにみんなてんでバラバラの意見を言っている。

　普通の花火と派手な花火、それに少量の変わり種を選んだ後なので、せいぜいあと二つか三つくらいがベストなんじゃないだろうか？

　とりあえず俺は何も言わず、ネズミ花火をそっとカゴに忍ばせた後、空そらを後ろから抱きしめ頭を撫なでてやった。

　言い合いを続けていた凛りん音ねや神子、昴流すばるに青あお葉ばも無言でそれに続き、再開。

　現在、言い合う凛音と神子を、俺たちが横から眺める構図となっている。

「ちっ、このまま主張を繰り返しても平行線……ならばどうでしょう？　残ったみんなでこの場で簡単なコンペを行い、兄さんに選んでもらうというのは？」

「面白い、乗ったわ！」

　という感じに話がまとまった。

　そしてその結果──。




「どうして選んでくれなかったんですか兄さん!?」

　俺が選んだのは神子の線香花火と、青葉のパラシュート花火だった。

　シメにはやっぱ情緒を感じる線香花火だと思うし、落下するパラシュートを取りに行くのは楽しいと思う。

　と、いうよりも。

「日本の夏は打ち上げ花火でしょう!?　あれをやってこそ日本人でしょう!?　どうして兄さんは打ち上げ花火を選ばなかったのですか!?」

「選べるわけないだろうが！　だってアレ、ガチでモノホンの『打ち上げ花火』じゃねえか！」

　そうなのだ。

　凛りん音ねが言ってた『打ち上げ花火』とはその名の通り、祭りとかの大きな催し物のときにやる、まごうことなき本当の意味での『打ち上げ花火』だった。

　俺はてっきり、ドラゴン花火みたいな、地面に設置するタイプのやつで、火をつけるとポンッ！　って上がってパーンッ！　となる、家庭用のヤツだと思ったのに、凛音が指し示したのは業務用だった。３尺玉とか８号玉とか言われるアレ。

　ポンッ！　って上がってパーンッ！　ではなく、ドォーンッ！　って上がってパラパラパラ……ってなるほうだった。

　商業施設こんな場所であんなもん売るなよ……。

「あんなんコンペするまでもねえわ！　っていうか、こんな場所であんな花火売るな！　そもそもアレは誰か買うのか!?　っていうか買っていいのか!?」

「花火は売るほうに免許が求められるので、買うほうに特に制限はありませんよ？」

「そうなの!?」

　え、それってヤバくない？

　コンビニなんかで売られるような、いわゆる「玩具花火」ならまだしも、ガチの業務用花火を買うのに資格や制限ないってヤバくない？

　変なヤツが買いに来たらどうするんだよ？

「そういう場合は売りませんよ。変な人に売って事件になってはいけませんからね。売る側には高いモラルが求められるのです。いくらお金があったとしても、子どもや怪しい人には絶対売りません」

「そうか、それならいいけど……」

「まあわたしは別ですけどね。星ほし延のべグループ総そう帥すいの娘に逆らったらどうなるか、そういう感じの言葉を選んでぶつけてやれば一発ですよ。高いモラルを持って業務に励む、優秀なわが社の社員さんならばどうすればいいか絶対わかってくれます──って、……あれ？　に、兄さん！　みなさん！　置いていかないでください！」

　凛音がまた黒いことを言い出したので放置。

　俺は他のメンバーと一緒に、さっさと駐輪場へと向かう。

「ごめんな昴流すばる、選んでやれないで」

「ううん、いいよ。爆ばく竹ちくって結構うるさいしね。人はいなくても虫や動物がいるから、寝ているところを起こしたらかわいそうだもん」

「昴流、いい子」

「本当にね。血は繫つながっていないとはいえ、あのアホの子の妹とは思えないわ」

「そんないい子の昴流すばるちゃんにはご褒ほう美びをあげないとね。今度うちに遊びに来た時、昴流ちゃんの好きなものを作ってあげる」

「待って！　待ってくださいよーっ！」

　当然待つわけない。

　俺たちは買った花火をカゴに乗せ、凛りん音ねを置いて別荘に戻った。





　　　　　☆






　夜になって陽よう太たさんも帰宅し、別荘にいる全員が揃ったので、いよいよこの旅行のフィナーレを飾る花火タイムとなった。

　非常用のロウソクを一本もらい、火をつけ、地面にロウを数滴ほど垂らして固定する。

　俺たちは思い思いの花火を手に取り、それに火をつけ楽しみ──幾いく時じ分ぶん。

　そろそろただやるだけではイマイチ物足りなくなり始めてきたころ。

「……今のわたしは地上最速。誰も止めることはできない」

「ちいっ、やりますね青あお葉ばさん。わたしのヒートセイバーをこうも簡単に受け止めるとは……」

「凛音ちゃんこそ……このわたしを相手にここまで持ちこたえるなんて……」

　一通り全員で花火をやり、陽太さんと巡めぐ理りさんが「用事がある」と家の中に入ってしばらくした後、俺の妹たちがアホなことをやり始めた。

　空そらはズボンの両ポケットに花火を差し込み火をつけ、ジェット機のアフターバーナーっぽく見せてロケットダッシュ。

　凛音と青葉は使い終わった大型花火の筒に、手筒花火をまとめて突っ込み火をつけ、『ヒートセイバー』とか言い出してチャンバラをしている。

　まあ気持ちはわからないでもない。花火って最初はキレイで楽しいけど、たくさんやると他に刺激が欲しくなって変わったことやりたくなっちゃうもんだよな。

　でも危ないからそういうのは止やめろ。

　よい子は絶対マネしちゃいけない遊び方だぞ。

「お前らバカなことやってるなよ！　火傷やけどしないうちにさっさと火を消せ！」

「大丈夫。後ろに向けているから問題…………熱い!?　ふ、服に火がついた！　助けて彗さとる！」

「ぎゃあああぁぁぁぁっ！　チャンバラの衝撃で差し込んだ花火が飛んできます!?」

「あっぶ!?　危なっ!?　り、凛音ちゃん！　きみ間違ってロケット花火も入れてるよ!?　　ヒートセイバーの先からヒュンヒュン飛んでる!?　あああっ!?　ロケット花火が地面に転がって……うわああぁぁぁっ!?」

「…………言わんこっちゃない」

　火遊びは大変危険なので絶対にやめましょう。

「け、消してーっ！　彗さとる、火を消してーっ！　はやくしないとパンツまで燃える！」

「助けて下さい兄さん！　火が、火があああぁぁぁっ!?」

「お兄にいこれ何とかしてーっ！　足元にロケットが飛び交って超怖いーっ！」

「いいか、昴流すばる。危ない目に遭あいたくなかったら、あそこにいるバカなお姉ちゃんたちの真ま似ねだけは絶対にしちゃいけないぞ？」

「う、うん……。ところでお兄ちゃん、助けてあげないの？」

「今から助けるさ。おーい、神み子こいいぞー、やってくれ」

「ほーい……よっと」

　──プシャアアァァァァッ！

　神子が蛇口を捻ひねって間もなく、俺が手にしたホースの先から勢いよく水が飛び出した。

　俺はホースの口をすぼめ、十分に水圧を上げたのを確認してから、水を妹たちのほうへと向けた。

　近づいて火傷やけどするのも危険だし馬鹿らしいからな。

　狙いをしっかり定めて──ぶっ消す。

　──シュワアアァァァァ……。

　俺たちが放った水のおかげで見事鎮ちん火か。妹たちの救出に成功する。

「さ、寒い……」

「に、兄さん……今は夏とはいえ、ここは避ひ暑しよ地ちの森の中です……。助けるためとはいえ、井戸水を直接ぶっかけるのはどうかとわたしは思います……」

「うぅ……人肌が恋しいよ……。お兄、わたしを温めて…………」

　寒さに震ふるえた妹たちが、ゾンビのように迫ってきたが華麗にスルーし、一いつ旦たん中へ入らせる。

　濡ぬれた身体をしっかりと温め、着ている服を着替えさせてから花火再開。

　次はパラシュート花火だ。




「じゃあ行くぞー？」

　地面に設置した花火の導火線に火をつけると、俺の周囲を漂う空気が幾いく分ぶんか緊張感を孕はらんだものになった。

　俺以外のメンバーは、現在花火の近くにいる俺を中心に、円状に広がり待機している。

　これはこれから落ちてくるパラシュートを手にする際、なるべく不平等を生まないためのポジショニングである。

　パラシュート花火をするときってこういうの絶対やるよな。

　──パンッ！

　運動会で使うピストルのような、短い発裂音が放たれ、パラシュートが打ち上げられた。

　夜なので明かりは別荘のもののみ。わずかな光と風の音で位置を判断するしかない。

　全部で三発のこの花火、最初の一発目を手にしたのは。

「やった！　取れました！」

　俺の実じつ妹まいの凛りん音ねだった。

　凛音はゲットした喜びを全身で表すかのように、ピョンピョン飛び跳ねている。

「ふっふーん、どうですかみなさん？　羨ましいですか？」

「ふぅ、子どもみたいに喜ぶわね、あんた」

「ええ、そりゃもう。何しろパラシュート花火にはこういう言葉がありますからね。『パラシュート花火を制する者はブーケトスを制す』」

「俺、その言葉めっちゃ初耳なんだけどな」

「ええ、たった今わたしが作りましたから」

　ダメじゃん。

　それなら知ってるわけねえじゃねえか。

「パラシュート花火はブーケトスの練習になりますからね。兄さんとものすごく結婚したいわたしとしては、やはりこういうジンクスもので勝利を重ねて、少しでもその可能性を上げていきたいのです」

　俺が結婚する気がまるでないのに、勝利を重ねる意味はあるのだろうか？

　っていうか、ブーケを受け取る側の練習をするのってどうなんだろうか？

　結婚できてないってことだし。

「次は、取る」

「お兄にいと結婚……。お兄のお嫁さん…………」

「次のパラシュートはいただくわ。け、結婚なんてこれっぽっちも興味ないけどね！　今はまだ……」

「……お兄ちゃん。お姉ちゃんたちの目が怖いんだけど」

　昴流すばる以外の女性陣の目の色が変わった。

　変な怪我をさせるわけにはいかないので、俺は昴流を説得し下がらせた。

　他の奴らは自己責任で。っていうか絶対止められないし。

「じゃ、じゃあ二発目いくぞ？」




　──………………………………。




　誰かしゃべれよ!?

　夜の雰囲気と合わさって、無言の圧力が超怖いだろうが！

　俺は二発目の導火線に火をつけ、昴流すばるの横に移動した。




　──パーンッ！




　再び乾いた大きな音が一瞬だけ響き渡り、その直後に一気に空気が動いた。

　当然その原因は凛りん音ね、空そら、青あお葉ば、神み子この四人なのだが、何というかその…………。

「みんなどいて。アレはわたしの」

「いいえわたしのですっ！　兄さんからのブーケは一つたりとも渡しませんよっ！」

「違うもん！　わたしのだもん！　お兄にいと結婚して幸せな家庭を築くのは絶対に、わたしなんだからああああぁぁぁっ！」

「あたしの目の黒いうちは、あんたたちに結婚なんて絶対させないから！」




　──うおおおりゃああああぁぁぁぁっ！×４




　醜い。

　四人が全力でぶつかり合いつつ、空から落下するパラシュートを奪い合う様は、まるで芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの『蜘く蛛もの糸』のようだ。












　天から垂れる蜘蛛の糸を、地獄の亡もう者じやが我先にと奪い合うあの光景によく似ている。

　年頃の女の子が出しちゃいけない「うおりゃああああぁぁぁっ！」とかいう掛け声も出ちゃってるし、女子に幻想を持っている男子には絶対見せられないな。

　これを見たら冗談じゃなく、女の子への幻想ファンタジーがファイナルになるわ。ファイナルファンタジー待ったなしだわ。

　バトル漫画みたいなリアクションを取りながらパラシュートを取り合う、昴流すばるを除いた女性陣。

　最後の三発目もこんな感じだったので、俺と昴流は揃って女子たちが争う様を横からボーッと眺め続けた。





　　　　　☆






　そんな感じで、途中色々とアレなアクシデントはあったにせよ、次々花火を楽しみまくる俺たち。

　ネズミ花火の上を素早くジャンプして遊んだり（良い子は真ま似ねしちゃいけない）、空き缶目がけてロケット花火を撃ったり（これも真似しちゃいけない）、へび花火にまとめて火をつけて微妙な気分になったり（どうして微妙な気分になるのかわからない人は自分でやってみよう）して、ようやく最後。

　花火のトリを飾るのは、やはり線香花火だろう。

　花火の先に火をつければ小さな花が咲き、最後は枯れてポタリと落ちる。

　そんな花の一生をダイジェストで見て感じることのできる線香花火は、儚はかなさと美しさの極きよく致ちであり、情じよう緒ちよ溢あふれる文化だと思う。

「ねえ兄さん、ちょっと提案なんですけど」

「うん？」

　しかし、そんな文化の中にすら遊び心を忘れないのが俺たち思春期ボーイズ＆ガールズというもの。

「わたしと、合体しませんか？」

「ああ、いいぞ。やろうか」

　言っておくけどエッチな意味じゃないぞ。

　合体というのは線香花火のこと。線香花火は燃えている時、中心の玉同士をくっつけると合体して大きくなるという性質がある。

　タイミングは極めてシビアで、失敗することは多々あるが、成功した時の達成感は何とも言えないものがあるのだ。

「じゃ、凛りん音ね、ゆっくりいくぞ、ゆーっくりな。玉を落とさないように、ゆっくり」

「はい、慎重に、ゆっくり………………」

「よし！」

「やりましたね、兄さんっ」

　合体は思っていたよりもあっさりと成功した。

　俺と凛音、二人の玉が一つになって大きくなる。

　だいたい二倍くらいの大きさだろうか？　玉からチリチリと飛ぶ緑の火花も、心なしか増えたような気がする。

「じゃあもう一本」

「いいですね。わたしももう一本」

　合体の魅力に取りつかれた俺と凛音はさらに合体させようと、残りの線香花火に手を伸ばす。

　二身合体から四身合体に挑戦する俺たち。

「うわ……けっこうデカい」

「四身合体させると玉ってこんなに大きくなるんですね……」

　小さい火の玉が、パチンコ玉よりちょっとばかし小さいくらいの大きさになっている。

　飛んでる火花も、明らかに強化されたのがわかるくらい、激しくチリチリ燃えている。

　いや、もうなんかチリチリというよりもジリジリになってきているような気もする。

　合体するたびに強くなるのはスーパーロボットのお約束だけど、線香花火にもその法則は当てはまるらしい。

　──ヒュオッ。

「あ」

　四身合体線香花火を凛音としばらく眺めていたら、突とつ如じよ生暖かい風が吹いた。

　風の強さはそれほどでもなかったのだが、四倍に重くなった玉はその衝撃に耐えきれず落下した。

　ぽちゅっ、じゅわっ──と落下＆四し散さんし、合体線香花火は俺たちの夏の思い出の彼方かなたへと消え去った。

「……消えちゃいましたね」

「ああ、もう少し見たかったんだけどな」

　まだ堪たん能のうできていなかったので、俺と凛音は不満タラタラである。

「兄さん」

「言わなくてもいい。わかっているさ」

　俺と凛音は短いアイコンタクトでお互いの意思を確認すると、残っていた線香花火を全すべて確保するべく動き出した。

　他のメンバーが持って行った線香花火をいただくべく動く。

「彗さとる？　何するつもり？」

「そんなに線香花火を集めてどうするのさ？」

「別に持ってってもいいけど、何をするのか教えなさいよ」

「え？　線香花火ってそんなことできるの？」

　全員に事情を話し、快こころよく残りの線香花火をいただいた俺たちは、「どうせなら徹底的にやってみよう！」という、十代の若者故ゆえの恐れを知らない好奇心というか、夏休みという名の魔力というか、なんかそんな感じの文学的なフワッとした感じのものに中あてられ、再び合体線香花火を成功させるべく入念な準備に入った。

　合体線香花火に悪影響を与えるものは何か？

　答えは風だ。一本だけならさほど影響はしないが、合体して重くなると話は大きく変わってくる。

　先ほどのように少し風が吹いただけで玉が揺れ、ぷちんと落下しかねない。

「みんな、もっとくっつけ。風の入る隙間を作るな」

　だから俺たちは風が入り込まないよう、全員で円陣を組み人垣を作った。

「じゃあ、いくぞ？」

　俺はそう宣言すると、一本の線香花火に火をつけた。

　ゴクリとみんなの息を吞む音が聞こえる中、二本、三本と火をつけ、どんどん合体させていく。

「わぁ……綺麗」

「線香花火の合体ってこんな感じなんだぁ……」

　五本ほど合体させたころ、神み子こと昴流すばるの口からそんな感想が漏もれた。

　小さい線香花火もいいけど、こうして大きくなったヤツも綺麗だよな。

　そんなことを言いながら………………ドンドン合体させる俺たち。

　凛りん音ねが火をつけ空そらと青あお葉ばへと渡し、二人が少しずつ合体させたものを俺が受け取りさらに合体させる。

　まるでベルトコンベアーで流れる工業製品のように、火をつける→渡す→合体→渡す→超合体という作業を、夏の魔力にやられた脳みそで延々と繰り返していった結果──。




「さ、彗……これちょっと、本気でやばくない？」

「……奇遇だな、神子。俺もたった今そう思っていたところだ」




　めっちゃやばいことになった。

　本来そこそこ難しいはずの合体が、簡単にホイホイ成功するのが面白くて、空と青葉から渡されるたび夢中になってやってたらこんな状況になってしまった。

　何だこれ？　本当に線香花火なのかこれは？　なんかサッカーボールくらいの大きさになってるんだけど？

　しかもこのサッカーボールめっちゃ光ってるんだけど？　チリチリやジリジリじゃなくて、バチバチ言ってるんだけど？

　これ使ってシュート撃ったら、文字通り必殺シュートになっちゃいそうなんだけど？　当たったら燃えるやつ。

「……どうしよう、これ？」

「いや、どうしようと言われましても……」

「めっちゃ処理に困るわね……。下へ手たに動かしたら地面に落ちてはじけ飛びそうだし」

「……もしそうなったら」

「わたしたちみんな火傷やけどしちゃうかも……」

「そんなぁ!?」

　自分たちが置かれている状況に気付き、冷や汗を浮かべる俺たち。

「これをどうにかするいい案はないか？」

「任せて。わたしに考えがある」

　真っ先に手を上げたのは義ぎ妹まいの空そらだ。

「どんな考えだ？　言ってみてくれ」

「彗さとるがこの玉を遠くまで蹴り飛ばす。ここではじけ飛ばなければみんなに被害は出ない」

「俺に出るじゃねえか！　こんなん蹴ったらおもっくそ火傷するわ！」

「燃えにくいジーパンはいてるから大丈夫。ボールは友だち、怖くない」

「怖いわあああぁぁぁっ！　こんな友だちいたらめっちゃ怖いわああぁぁぁっ！　触れるもの皆傷つけるウルトラヤンキーな友だちだろコレエエエエェェェッ!?　超メンチビーム火花飛んでるじゃねえかああぁぁぁっ！」

　当然のことながら却下した。

「さすがに空ちゃんの案は危なすぎます。わたしも一つ考えが浮かんだので言わせてください」

　続いて手を上げたのは実じつ妹まいの凛りん音ねだった。

「状況から考えて、全員が無事に助かる道は極めて少ないと言わざるを得ません。線香花火の寿命はこうしている間にも、刻一刻と迫っているのですから、ここは覚悟を決め、誰か一人が犠ぎ牲せいになり、他のみんなは避難するというのは如何いかがでしょうか？」

「……それしかないか」

　残ざん酷こくなようだが、凛音の意見は的を射ている。

　限られた短い時間で妙案が出ない以上、次善の策を素早く実行し、犠牲を最小限に抑えるのはベストだと言えよう。

「花火をキープする代表者以外は、全力で逃げて距離を取り、中の一人がホースにダッシュ。蛇口をひねって水を出し、火の玉目がけて水を飛ばす。こんな作戦でどうでしょう？」

　悪くない作戦だ。

　犠ぎ牲せいになる代表者も無傷で助かる可能性もあるあたり、これ以上ない案だと思う。

　だけど。

「それはいいけど、誰が犠牲になるんだ？」

「まずは希望者を募つのります。花火を持ちたい人、手を挙げて下さい！」

「「「「「…………………………」」」」」

　誰も手を挙げない。

　っていうかそんな奴いるわけねえだろ。

「神み子こさん、如何いかがですか？　英雄になれるチャンスですよ？　『俺に構わず先に行け！』っていう、一生に一度は使ってみたいセリフであろうアレが言えるチャンスですよ!?」

「ならアンタがやりなさいよ！　別にあたしは言いたくないし！」

「お姉ちゃん……ボク、やってみてもいいかな？」

　一生に一度は言ってみたいとされる『あのセリフ』が、昴流すばるの心の琴きん線せんに触れたらしい。

　昴流がおずおずとした表情で手を挙げた。

「ダメです。万が一火傷やけどして、肌に跡が残ったらどうするんですか？　あなたは女の子なんだから、そんな危ないことしちゃいけませんよ、昴流」

「じゃああたしにも勧めないでよ！」

「いや、神子さんならいいかなーって」

「何で!?」

「うーん、わたしの中の優先順位ですね。一番大切なのは兄さんなので真っ先に除外。昴流はかわいい妹なので危ないことをさせたくないので次に除外。残ったのはわたしを含めた四人ですが、兄さんの前では常にかわいい自分でいたいのでわたしを除外。空そらちゃんと青あお葉ばさんは将来兄さんと一緒の家庭を作る際、一緒に子どもを作る予定なので傷ついてほしくないため二人も除外。そんな感じで消去法でいくと、最後に残るのが神子さんなんですよね。わたしの中では」

「正直すぎて逆に好感持てたわ、あんたの意見」

　でも何かムカつく──と神子が呟つぶやく。

「でもどうする？　この状況を打開するには、誰か一人が犠牲になるしかない」

「そうだ！　その花火を持ちながら古こ今こん東とう西ざいで負けた人が犠牲になるのはどう？」

「あたしそれバラエティー番組で見た！」

「でもお姉ちゃん、そんなことして大丈夫なの？」

「……大丈夫じゃないでしょうね。バラエティー番組の巨大風船じゃないわけですから、少しでも動かせばドパァンッ！　です」

　凛りん音ねの言った擬音がやけにリアルでちょっとだけ引いた。

　何だよドパァン──って……あきらかに線香花火に使う擬音じゃねえだろ。

　お願いだから溶よう岩がんがはじけるような擬音を使わないでくれ。めっちゃ怖い。

　でも。

「………………俺がやる」

　そんな怖いことを女子にやらせるほど俺は腐っていないつもりだ。

　空そらが言ったように、俺は今ジーパンをはいているし、靴だってちゃんとスニーカーだ。他のメンバーよりも火に対する耐性は全然強い。

　なら、俺がやるべきだ。

　覚悟を決めるまで少し時間がかかったのはちょっと情けなくもあるけど、結局やることにしたので勘弁してほしい。

「いいか？　今から三つ数えるから、数え終わった瞬間に誰か一人がホースに向かって全力ダッシュ。速攻で蛇口をひねって水を出し、遠距離から俺ごと玉を撃て。わかったな？」

　全員が無言で頷うなずいた。

　生還へと向けた危険なカウントダウンが、今始まる。




「いくぞ？　３・２・い────あ？」

「「「「「あ？」」」」」




　──ドパァンッ！




　カウントが終わる前に玉が落ちた。

　まあそうだよな。わりとギリギリな感じだったからな。ちょっとディスカッションに時間をかけすぎてしまったようだ。

　サッカーボール大の線香花火は見事落下し、地面に接せつ触しよくしてはじけ飛んだ。

「熱ぢいいいいいぃぃぃぃっ!?」

　不幸中の幸いは、女子全員が素早く反応して瞬時に花火接触の射しや程てい外に逃げれたことだ。

　俺以外の犠ぎ牲せい者は皆かい無むである。女子は全員無事に花火から逃れることができ、乙女の柔やわ肌はだを守りきることができたというわけだ。

　もう大きな危険は過ぎ去ったので、危ないことは何もない。

　だから──。

「きゃああぁぁぁっ!?　だ、大丈夫ですか兄さん!?」

「さ、彗さとるが燃えてる!?」

「お兄ちゃん!?　お兄ちゃああああぁぁぁぁん!?」

「神み子こちゃん早く蛇口捻ひねって！　早く！　早く！」

「わかってるわよ！　ってコレ固っ！　すっごい固っ!?　全然動かないんだけど!?」

　落ち着いて対処してくれ！

　焦あせれば焦るほど上う手まく事が回らないように世の中ってヤツはできているから、俺が燃えているのはとりあえず置いといて冷静になってくれ！

　あ、やっぱ置かないで！　超熱いいいいぃぃぃっ！

「ぐああああぁぁぁぁっ!?　早く！　早く水くれえええぇぇぇっ！　ジーパンはいててもめっちゃ熱いんだあああぁぁぁっ！」







　その後、女子全員で蛇口を捻り、水を出すことに成功した。

　その際、青あお葉ばがホースを持ちながら蛇口をまわしたため、女子全員がズブ濡ぬれになるという、明るい日中であれば天国のような光景が生まれたのはまた別のお話。

　ジーパンとともに燃えている俺にそんな光景を楽しむ余裕があるはずもなく、必死になって転がり鎮ちん火かする。

　そんな騒ぎが起きれば、当然別荘の中にいた大人二人も飛び出してくる。

　鎮火完了後、ダメージジーンズを超えて半ズボンになったジーパンをはいた俺と、全身ズブ濡れでスケスケになった女子たちは、仲良く並んでお説教された。




　その際、やけに陽よう太たさんと巡めぐ理りさんに本気で心配された。

　たぶん俺一人だけコゲているからだろうな。

　かわいい義娘むすめが想いを寄せる相手を本気で心配するなど、母親はともかく父親がなかなかできることじゃない。

　さすがは世界の星ほし延のべだ。

　総そう帥すいの器は実は意外とデカかったことを、ここに記しておこうと思う。









真・青天の霹へき靂れき






　旅行から帰ってから数日経過。

　夏休みの宿題は三日で終わらす派の俺は、とっくに自分の宿題を終わらせてしまっているため、クーラーの効いた部屋でゴロゴロして過ごしていた。

　妹たちを含めた女性陣もそれは同じ。

　凛りん音ねも宿題が終わっているため、毎日俺の部屋に来てはテレビ見ながら一緒にゴロゴロ。

　青あお葉ばも宿題が終わっているため、時折はさむバイトの時以外はゲームしながら一緒にゴロゴロ。

　昴流すばるも宿題が終わっているため、音楽聴きながら一緒にゴロゴロ。

　神み子こは宿題が終わっていないため、机に向かい必死こいて宿題を頑張る中、関係ない俺たちは隣で大富豪で盛り上がりながら一緒にゴロゴロ。

　空そらは宿題に全く手を付けていないため、現実逃避のため一緒にゴロゴロしたら部屋に入れないと脅おどしたため、神子と一緒に必死こいて宿題を処理するかたわら、もう宿題終わらせちゃってる組の俺たちは隣で人生ゲームで盛り上がりながら一緒にゴロゴロ。

　横で遊んでいる俺が言うのもなんだけど、神子と空お前ら自分の部屋でやったほうがいいんじゃないの？　めっちゃ気が散るよ？

　やることやった俺たちはその権利を十二分に行使させてもらう気まんまんだから、隣でお前らが宿題していようが容赦なく遊ぶよ？

　手加減一切しないで遊びつくすよ？

　夏休みにおける資本家階級と労働者階級の差を実感して悲しくならないうちに、ソロ活動に勤いそしんだほうがいいんじゃないの？

　そんなことを思いながらまったりと日々を過ごすうちに時は過ぎて、八月半ば。

　突然、凛音の元に一本の電話が入る。




「もしもし？　お義と父うさん？」

　電話の相手は義父の陽よう太たさんのようだ。

　声から察するにどうも緊急の要件のようで、凛音の声が時々戸と惑まどっている。

「あの、すいません兄さん」

「うん？」

「今日ってお時間──ありますね」

「おいそこの実じつ妹まい。俺の何を見てそう判断した？」

　ベッドに寝ころんでお菓子を食べてジュースを飲みながら、懐かしの名作である『ゴーニーズ』を見ながら青あお葉ばとＢＧＭのサビをハモらせ鑑賞している俺なので、聞くまでもなく見ての通りなのだけど、あっさりそう判断されるとそれはそれでちょっと心外だ。

「まあいいや。電話の件、俺に何か関係あるのか？」

「ええ、みたいです。興奮した様子で今すぐ来てくれって」

「…………何かしたかな、俺？」

　思い返してみても、特に思い当たるフシはない。

　微妙に思い当たるのは旅行での花火の一件だが、あれはすでに終わったことだし、直接的な被害にあったのは俺一人なので多分違うと思う。

「うーん、もしかしてアレですかね？」

「思い当たるフシでもあるのか？」

「ええ。今日の夢の中に、わたしと結婚して五児のパパになった兄さんが出てきましたので、責任を取って結婚しろという件かもしれません」

「うん、百パー違うな」

　夢での責任を取れとかどんだけ理不尽なんだっての。

　でも、そんな理不尽がまかり通るくらいの権力を持っているのがちょっと怖い星ほし延のべさんである。

「どうでもいいけど五児のパパなお兄にいって……」

「彗さとる、エッチ。凛りん音ねと五人も作るなんて……」

「あ、違いますよ空そらちゃん。わたしと兄さんの子どもは二人でした。あとの三人は空ちゃんと、青葉さんと………………………………神み子こさんと一人ずつこさえていました」

「あたしも!?　あたしもその中にいたの!?」

「……ええ、不本意ですが。幸せそうな家庭を築いていましたよ」

「そ、そう…………ふーん、そうなんだ…………………………」

　おいそこ、まんざらでもなさそうな顔をするな。

　だいたいお前は条約反対派だろうが。

　一時の妄もう想そうに流されるんじゃない。

「夢の話はここで終わりな。冗談でもそんな話しか出ないってことは、凛音にも心当たりはないんだな？」

「ええ、申し訳ありませんが」

　何かを知るには行くしかないってことか。

「行きますって返事しておいてくれ。この前もらった自転車でなら一時間もあれば着くだろう」

「あ、大丈夫です。車を回してくれるって言ってますので」

「そうか、助かる」

　このクソ暑い真夏の昼に、自転車で長時間走るのはちょっと遠えん慮りよしたい。

　凛りん音ねの電話が終わると同時に準備開始。人に会うのだから、服装や髪型をきちんと整えなおし、待つこと四十分。

　星ほし延のべ家が用意した車に揺られ、俺は星延邸へと向かった。

　周りには「何か面白そうだしヒマだったから」という理由で、凛音以外にも空そら、青あお葉ば、神み子こがついてきている。宿題が終わっている青葉はともかく、空と神子は全然ヒマじゃないような気がしないでもない。





　　　　　☆






「よく来てくれたな」

「暑い中大変だったでしょう？　麦茶でもどうかしら？」

　到着するなり応接室に通された俺たちは、星延夫妻に歓かん待たいを受けた。

　氷でキンキンに冷えた麦茶で喉のどを潤うるおし、尋ねる。

「あの、今日呼び出した要件って何です？」

「う、うむ……そのことなんだが……」

　非常に言いにくいことなのだろうか？

　陽よう太たさんがモゴモゴと口ごもり、チラチラと巡めぐ理りさんのほうに視線を送る。

「あなたたち、この絵を覚えているかしら？」

　陽太さんに助け船を求められた巡理さんが取った行動は、一枚の絵を俺たちに見せることだった。

「これって、家族の肖像画ですよね？　星延家の」

　前に来た時に、そう説明されたのを覚えている。

「ええ、そうよ。もう十五年位前になるかしら？　初めての子どもが産まれて嬉しくて、わざわざ画家を呼んで描いてもらったの」

「あれ？　お義か母あさん、十五年前だと計算が合いませんよ？　昴流すばるはまだ十四歳ですし」

「いいえ、合っているわ。だってこの子、昴流じゃないもの」

「昴流じゃない？」

　凛音が驚いた表情を見せる。

　それはそうだろう。自分は星延の実の子どもじゃない。

　実の子どもは昴流だけ──そう思っていた認識が根底から覆くつがえされる話を耳にしたのだから、驚いて然しかるべきだろう。

「昴流の上に、誰かいたのですか？」

「その通りだ凛音」

「昴流すばるにはね、本来なら三つ上に慧けいっていうお兄さんがいるの」

「慧、さん……ですか？」

　初めて聞く名前に凛りん音ねは少し戸と惑まどっているようだ。

　そして俺たちはもっと戸惑っている。何で人様の家庭のそんなヘビーな話を、部外者の俺たちがわざわざ呼ばれて、こうして聞かされているのだろうか？

「あの、お義と父うさんお義か母あさん、聞いてもいいですか？　その、慧さんという方は？」

「……あれは、慧の二歳の誕生パーティーだったな」

　陽よう太たさんがポツリポツリと語り出した。

　昴流の実のお兄さんに当たる慧という人は、やはりというか何というか、雰囲気からしてどうもすでに亡くなっているらしい。

　二歳になった慧さんの船上誕生パーティーをした時、運悪く嵐に遭あってしまい、海に投げ出されてそのまま、今の今まで行方不明とのことだ。

「八はつ方ぽう手を尽くして探したのだが場所が場所だ。慧の行方ゆくえはわからずじまいだった」

「初めての子どもを失った私たちは深く悲しみ、落ち込んだわ……」

　当時を思い出したのか、目に涙を浮かべる陽太さんと巡めぐ理りさん。

　おそらく、その後に続いた「その影響で世界経済が半年ほど停滞した」というセリフがなかったら、俺たちもたぶんもらい泣きをしていたに違いない。

「昴流が産まれてからも、その悲しみが癒いえることはなかった」

「慧が忘れられなくて、男の子の服を昴流に着せていたわね」

　昴流の男装の根源ルーツはこんなところにあったのか。

「私たちがほぼ完全に立ち直れたのは事件から五年後、昴流が四歳になったころだ」

「いつまでも悲しんでいては慧のためにも、昴流のためにもよくないと考えた私たちは、過去と決別をするためにある決心をしたのよ」

　その決心とは──特別養護施設への多額の寄付という支援。

　残ざん酷こくな運命のいたずらで子どもと離れ離れにされてしまった自分たちのように、親と離れ離れにされてしまった子どもたちに、ほんの少しでも笑ってもらうために、毎年億単位の金額を寄付し続けているらしい。

「凛音に会ったのはその過程でだったな」

「何な故ぜかは知らないけど、妙に気になって……。慧が引き取れって言っているように思えて、気が付いたら娘にしていたわね……」

　昔を懐かしむような表情を二人は見せている。

　出会いを経て悲しみから立ち直るという、実にドラマティックなストーリーを聞かされ、空そらや青あお葉ば、神み子こなんかは感動して目じりを拭ぬぐっていたりする。

　実はここまで聞いた俺も、ちょっとだけウルッときていたりするのだが──。

「……あのー」

「何だね？　ここからがいいところなのに」

「ええ、いい話なのは否定しませんけど……………………何で俺を呼んだんですか？」

　そう、そうなのだ。

　確かに感動的ないい話なんだけど、何でわざわざ俺を呼び出す必要がある？

　凛りん音ねと昴流すばる以外、完全に無関係じゃねえか。

「そう焦あせるな。その理由はこれから話そう」

「この話には続きがまだあるの。突然だけど彗さとるくん、ハッピーエンドは好きかしら？」

「はい、好きですけど？」

　大たい抵ていの人は全員不幸なまま終わるバッドエンドよりも、その後の幸せを予感させるハッピーエンドのほうが好きだと思う。

「なら、ちょっとした問題を出させてもらうわね。子どもを失った私たちは、凛音との出会いを経て再び立ち上がった──ここで終わっても十分だけど、さらなる最高のハッピーエンドをここから迎えるためには、どんな展開が必要かしら？」

「どんな展開って……そりゃあ──死んだはずの慧けいさんが実は生きていた──とか？」

　新しい子どもが産まれて、新しい子どもを迎えて、しっかりと立ち上がった後にさらに幸せが来るとすれば、その展開しかありえないんじゃないだろうか？

　でもそんなご都合主義すぎる、事実は小説より奇なり的、もしくは青天の霹へき靂れき的な事態が現実で起こりうるわけ──。

「正解だ」

　あったよ!?

　現実で起こってたよそんなこと!?

「キミの言う通り、私たちの息子の慧は生きていたのだ」

「まだ小さかったし、海に投げ出されたショックで私たちのことを忘れていたみたいだけど、しっかりとね」

「へぇ、良かったですね」

　そんなことって現実にあるんだな──と、妹たちや神み子ことアイコンタクトをする。

　奇跡って本当に起こってるんだな。奇跡体験アンビリーバブル。

「あ、もしかしてその生きていた慧さんって……」

　ここまで来れば鈍い俺にもわかるぞ。

　その慧さんが俺の知っている奴だったからこそ、凛音ともどもこれからよろしくって感じの顔合わせをしようってことだな？

　一体誰だろう？　小こ池いけか？　それとも一戸いちのへか？　川かわ辺べくんってセンも……まさか大穴で松まつ原ばらくんとか？　でもあいつらの下の名前は慧じゃなかったな。あ、でも別人として暮らしていた可能性が高いからそこは気にしないでいいのか。

「察しがいいな。その通りだ」

「紹介するわね」

　二人は立ち上がり、俺の背後にあるドアのほうに向かって歩──かなかった。

　何な故ぜか俺の背後で立ち止まり、俺の肩に手を置いた。




「私たちの息子で星ほし延のべ家の長男、星延慧けいだ」

「みんな、これからよろしくね」

「「「「「………………はい？」」」」」




　ニコニコしている二人とは対照的に、周りの俺たちは凍り付いた。

　ちょっと何言ってるのかわからない。

「あの、すいません、ちょっといいですか？　陽よう太たさん、巡めぐ理りさん？」

「何だ慧、よそよそしい。昔みたいにお父さんお母さんと呼びなさい」

「パパ＆ママでもいいのよ？」

「呼べるかーいっ！」

　高校生にもなってパパ＆ママとかキッツイわ！

「何の冗談ですか？　最近セレブの間でそういったジョークが流は行やっているのかもしれませんけど、俺庶民なんでその手のジョークはちょっと……」

「ふむ、信じられないのも無理はないか」

「そういうと思ってこんなのを用意してみたの」

　巡理さんがいったん部屋の外に出て戻ってきた。

　戻ってきた巡理さんの手にあったのは書類の束だ。その書類にはこの場にいる全員と、昴流すばるの名前が書かれている。

「お義か母あさん、それは何です？」

「これはね、この前旅行に行った全員のＤＮＡ鑑定結果」

「いつの間にそんなものを!?」

　ＤＮＡを調べられるようなもの、心当たりは…………あ、もしかしてアレか？　掃除しようとしたら止められたのはコレをするためだったのか!?　掃除されたら検査に必要なくらいの十分な髪の毛が回収しにくくなるもんな！

「彗さとるくんを初めて見たときから気になっていたから調べさせてもらったの。無断で」

「凛りん音ねからの旅行の提案は、正まさに渡りに船だった。秘密裏に調べることができる絶好のチャンスだったからな」

「個人情報ーっ！　個人情報保護法ーっ！」

「悪用する気はないから大丈夫よ」

「私が法だ。何も問題ない」

「やっぱ凛りん音ねの親だなあんたたち！」

　血は繫つながっていなくても考え方はそっくりである。

　いや、っていうか…………この人たちと俺が、繫がってる？

「ＤＮＡの一致率……九十九パーセント、だと？　じゃあ、マジで……本当に？」

　陽よう太たさんと巡めぐ理りさんが、俺の実の親？

　記憶の中にある俺と凛音の親は、海に投げ出された後、偶然助かった俺を引き取り育ててくれた義理の親ってことなのか？

　俺に二人の記憶はない。でも、小さなころの記憶なんて曖あい昧まいだし、全くない人だって普通にいる。俺が覚えていなくても全く不思議なことじゃない。

　頭の中がグルグル回る。

　何が真実で何が虚きよ構こうなのかわからなくなる。

　混乱し、立ち上がる気力もなくなった俺は、茫ぼう然ぜんとした表情で座り続ける。

「兄さんが、お義と父うさんお義か母あさんの、実の子？　……わたしの実の兄さんではなくて、血が繫がっていない？」

　茫然とする俺の横で、うつろな瞳で凛音が呟つぶやく。

　今まで信じていたものが、ガラガラと音を立てて崩れ落ちた──そんな感情を表情から読み取ることができる。

「り、凛音……」

「凛音ちゃん、しっかり！」

「ちょっと!?　あんた大丈夫!?」

　いつもと違う凛音の様子に、空そら、青あお葉ば、神み子こが心配して声をかける。

　しかし、三人の声は凛音に届いているようには見えない。

「お義父さん、お義母さん、それは、それは本当のことなのですか……？」

　絞り出すような声で凛音が二人に尋ねると、二人は黙って首しゆ肯こうする。

「そ、そんな……それじゃあ、本当に兄さんとわたしは血が繫がっていないというのですか…………？　だとしたら、それが本当なら…………」

　凛音がうつむき、プルプルと身体を震ふるわせた。

　ショックで立つことも難しいのか、支えるかのように自らを両手で抱きしめると、その場で崩れ落ち、そして──。




「最っ高じゃないですかああああぁぁぁぁぁーーーーっ！」




　その場で大きくジャンプした。

「やったーっ！　やりましたっ！　これが事実なら最高ですっ！　世界は素晴らしさに満ち溢あふれていますっ！」

「お、おい？　凛りん音ね？」

　ウサギかバッタみたいにピョンピョン飛び跳ね喜びを表す凛音。

　普通、喜ぶところじゃないだろうに。

　あまりのショックに心が壊れてしまったのか心配になり声をかける。

「ここは喜ぶところじゃないだろう？　とりあえず落ち着け。お前は今、あまりのショックで感情を正しく制御できる状態にない」

「そんなことはありませんっ！」

「そんなことはある。だったら、俺たちが兄妹きようだいじゃないって言われたのに、どうして落ち込まずに喜んでるんだ？」

「……確かに兄さんと血が繫つながっていないというのはそれなりにわたしの中でショックでした。今の今まで信じていた価値観が崩壊し、何も考えられなくなるくらいショックでした。それは認めましょう」

　凛音が拳こぶしを握りながら説明する。

　その説明の力強さ、意思の明確さから、凛音は壊れていない、普段通りのいつもの凛音だということをうかがわせる。

「兄さんと実の兄妹じゃない──この事実はわたしたち二人の過去を否定するようなものに他ありません。……しかし！　しかしですっ！　否定された過去以上に、肯定された未来のほうがはるかに大きいですっ！」

「……肯定された未来？」

「凛音ちゃん、どういうこと？」

「ごめん、ちょっとあんたが何を言っているのかわからないわ……」

　三人が首をかしげながらそう尋ねる。

「ふっふっふ……いいですか皆さん？　わたしは兄さんが大好きです。メチャメチャ結婚したいと思っていますし、今すぐにでも子どもを産みたいとも思っています。それは知っていますね？」

　この場にいる全員が首しゆ肯こうする。

「しかしそれは適かないません。それというのも、ただ血が繫がっているという些さ細さいな理由で、兄さんがわたしを妹としてしか見ず、全く、これっぽっちも、全然手を出してくれないからですよ！」

「出すわけねえだろ!?」

「そうよ！　血が繫つながってるって全然些さ細さいな問題じゃないでしょ!?」

「そう、そこなのです！」

　ビシィッ！　と、凛りん音ねが神み子こを指さした。

「近親婚は、世間では大変重く扱われています。なので、兄さんの中でも最大の問題……禁忌タブーとして扱われていることだと思います。そこが問題となって、こんなにもかわいく成長したわたしに手を出しあぐねているのでしょう。……ですが！　今回お義と父うさんお義か母あさんが行ったＤＮＡ鑑定によって、実は血が繫がっていないことがわかりました！　つまり！　兄さんがわたしに手を出さない最大の理由が取り払われたということなのですよ！　確かに実の兄妹きようだいじゃなかったことはショックでしたけど、これが喜ばずにいられましょうか!?　いや、いられませんっ！」

　反語まで使って喜びを強調すると、凛音は両手で包み込むかのように俺の手を取る。

「兄さん……血が繫がっていなかったことは大変悲しいことですが、わたしたちが結婚する上で最大の障害は取り除かれました」

　そして、その手を胸の前に移動させ祈るようなポーズを取ると、凛音は正面から俺の目を見つめ──。

「なので、今一度改めてお願いします！　兄さんっ！　わたしと結婚していただけないでしょうかっ!?」

「す、するわけあるかっ！」

「あ、今一瞬間まが空きましたね!?　今までは即答だったのに悩む時間が生まれたと言うことは、これは兄さんとの結婚に近づいたという事実に他なりませんっ！」

「そ、そういうわけじゃないわ！　だいたいお前のご両親はどうなんだ!?　前にお前のお義父さん、めっちゃ反対していたじゃ──」

「結婚を認めよう」

「前と言ってること違う!?」

　前に来た時は百八十度違う意見が陽よう太たさんの口から飛び出した。

「きみが私たちの実の息子だとわかったのだから、凛音との結婚に反対する理由はない。むしろ結婚してくれたほうがありがたい。凛音がずっとここにいてくれるからな」

　相変わらず、義娘むすめのことが大好きな経済界の魔王さまである。

「お義父さんも認めてくれたことだし、これはもう結婚するしかありませんねっ」

「ちょっと待つ。親に結婚を認めてもらったのは凛音だけじゃない。わたしもお父さんお母さんに彗さとるとの結婚を認めてもらった。わたしにも彗と結婚する権利がある」

「もちろんわたしにもね！　わたしは親がいないから、そのぶん二人きりの時間が取れるよお兄にい！　新婚生活を味わおう！」

「待ちなさい！　結婚ってのは本人の意思が最も重要なの！　彗にその気がなければできないんだから！」

　俺と凛りん音ねの関係が一新され、さらに親から結婚の許可までいただいたことが影響したのか、他の妹たちも色めきたった。

　神み子こが窘たしなめようとしてくれてはいるが、効果のほどは全く見られない。

「そんなこと言って……神子さん。実は一番あなたが結婚したいと思っているんじゃないですか？」

「そ、そんなことないし!?」

「神子、噓は言わなくていい」

「そうじゃなければ毎日来ないでしょ？　っていうか、神子ちゃんがお兄にいに告白したの知ってるし」

「ううっ!?」

　むしろ神子のほうが押されつつある。

　たぶん、あと一分もしないうちに神子は押し切られてしまうだろう。

　そうなる前に逃げたほうがいい。

　とりあえずこの場から消え、この話題を有う耶や無む耶やにしようと思い、俺はこっそりと部屋の出口のほうへ移動する。

　幸いなことに、四人の女性陣の言い合いにみんなの意識が集中していたので、この部屋で俺の行動に気づいた奴はいなかった。

　そう、この部屋には──。

「あれ？　お兄ちゃん来てたんだ？」

「昴流すばる!?」

　間の悪いことに、俺が部屋を脱出しようとした正まさにその瞬間、帰宅した昴流と鉢はち合あわせしてしまった。

「あ、兄さん、どこに行こうというのです!?」

　びっくりして俺が大声を上げたことで全員に気付かれてしまい、俺は逃げるチャンスを失った。

　三人の妹たちに捕まり、部屋の中央に戻される俺。

「改めてお尋ねします、兄さん。兄さんの正妻は、結婚するのは、わたしですよね？」

「違う、わたしに決まってる。小学校からずっと一緒に同じ家で暮らしてきたわたしこそが、最もお互いを理解している最良の妻。正妻はわたし」

「いいや、わたしだよ。小さいころずっと一緒に遊んでいたからお互い気心は知れているし、何より家事が得意だからね。疲れたお兄を癒いやす美お味いしい料理が作れるわたしこそが、お兄の正妻になるべきなんじゃないかなっ？」

「血が繫つながってなくてもあんたたち彗さとるの妹でしょ!?　どんな優良物件でも、妹と結婚なんてするわけないじゃない！　彗とけ、結婚するのは、その…………」

　三人の妹＋幼なじみが、俺の答えを聞こうと様々なアクションを仕掛けてくる。

　明確な答えを出さない限り、俺が解放される気配はない。

　……仕方ない。

「いいかお前ら？」

　この際はっきり言っておこう。

　俺が好きなのは今のこの状況であり、誰かを選ぶ未来じゃない──と。

　だから。

「俺は──」

　俺はいつものように、兄という名の仮面を被かぶり、心の奥底にある本当の気持ちを悟らせることなくこう言うのだ。




「俺は誰も選ばない！　妹と結婚する気はない！」


〈了〉

















あとがき




　みなさんこんにちは。塀へい流ながれ通とお留るです。

　みなさんは今年の夏、いかがお過ごしになられましたでしょうか？

　僕はかわいい妹たちと、決して忘れることのできない一夏の経験をいたしました。

　それはとてもとても思い出深い、素晴らしい経験でした。僕は一生この出来事を忘れることはないでしょう。

　こう書くと法律で禁止されている近親者同士で、十八歳未満ではプレイできないほうのギャルゲー的な思い出を作っちゃったのかと思う方もいるかもしれませんが、僕に二次元の妹は存在しませんのでそのような事実はございません。

　じゃあ思い出深い＆素晴らしい経験とは何なのか？──という話になりますが、これは何のことはありません。

　ここで言う思い出深く素晴らしい経験とは──僕の作家人生で初の重版がかかったことです。

　この作品の妹たちのおかげで重版をかけていただけたので、「妹たちと、決して忘れることのできない一夏の経験」と言わせていただきました。

　これも応援していただいた読者の皆様がた、及び、デビューからずっと僕の面倒を見て下さっている担当編集のＯ様と、新しく担当編集として加わっていただいたＫ様。そして……素晴らしいイラストで僕に新たな世界を見せて下さるねぶそく様のおかげです。

　デビュー三年、作家としてはまだまだ駆け出しの僕ですが、今後もお付き合いいただければ幸いです。

　これからもよろしくお願いします──と、ここで〆ると綺麗なあとがきになると思うのですが、今回は幸か不幸か四ページほど書かなくてはいけないので、まだまだ分量が足りなかったりします。

　毎回「二ページとか分量キツスギイイイイィィィッ！」とか思っていましたけど、いざ四ページ貰えてしまうと、何を書いていいかわからないですね。

　基本現実では家の中にいるので、僕の周りでイベントは起こりません。

　なので、ここは三巻に入っているネタの中で、僕が体験したことが元になっている話でもしましょうか。





・〇ンキのローション



　これは僕がまだ社会人一年生のころに体験した話が元になっています。

　親の後を継いで実家に帰る職場の先輩に、おみやげとして同僚みんなでお金を出し合い、ド〇キでローションをリットルでプレゼントした経験を元に書かせていただきました。

　あの時プレゼントしたローションで幸せな家庭を築いてくれているかなーＥさん。





・花火



　旅行のテンションで妹たちが色々とアレな感じなことをしていましたが、あれも僕の実体験が元になっていたりします。

　高校一年の夏、剣道部の合宿中に、学校の校庭で花火をやったときちょうどあんな感じのことをしました。いやあ、若さ故ゆえの過ちですね。

　思い出すなあ……作中での空そらと同様、ロケットダッシュをやって服に火が燃え移った同級生のＹくんのことを。どうしているかなーＹくん。

　二人はあんなことをやっても大丈夫なように特殊な訓練を受けています。

　読者の皆さまは危ないので決して二人の真ま似ねはしないで下さいね。

　年賀状に年賀はがきじゃなくて、人形にカセットテープを仕込んで送ってくるＹくんなので絶対特殊訓練受けてる。




　さて、そうこう語っているうちにいい感じにページが埋まってきました。

　あと一ページは繰り返しになってしまいますが、お世話になった方々への謝辞を述べてあとがきを〆たいと思います。




　担当編集のＯ様。いつもありがとうございます。こうしてとつおにが無事三巻を出せたのもあなた様の的確なアドバイスのおかげです。これからもよろしくお願いします。




　新担当編集のＫ様。これからよろしくお願いします。プロットを作るのが下手くそな僕なので、色々やきもきするかもしれませんが、お付き合いいただければ幸いです。




　イラストレーターのねぶそく様。毎回素晴らしいイラストをありがとうございます。とつおにが重版した理由の九割はあなたのイラストにあると本気で思っていますので、これからもお付き合いいただければ幸いです。ＫＡＤＯＫＡＷＡの新年会でお会いできるのを楽しみにしています。




　最後に読者の皆様がた。いつも応援ありがとうございます。皆様の応援に応えるべく精進していきたいと思っていますので、これからもどうかよろしくお付き合いください。




　今年も残りあと半年、お互い健康に気を付けて頑張っていきましょう。

　それでは、また。
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